


[image: ]







[image: ]





	
		[image: ]

	


	
		[image: ]

	


	
		[image: ]

	




[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社アスキー・メディアワークスおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。



















　ｃｏｎｔｅｎｔｓ





プロローグ

第一訓　横取りは盗むよりわるい

第二訓　距離感は大切です

第三訓　きっかけは必要だけど重要じゃない

第四訓　距離感は適切ですか？

エピローグ

あとがき









[image: レンタル・フルムーン2 第二訓 良い関係は良い距離感から]







[image: ]







　色とりどりの光が石畳を照らし、まるで、御お伽とぎの世界に迷い込んだみたいだった。

　その夜のことは、今でもはっきりと覚えてる。

　小学校四年生の、五月も半ばに差し掛かった土曜の夜。いつものように親父おやじのサッカーの特訓に全体力を使いきって、練習を終えると食事もそこそこにぶっ倒れていた。

　ふと、体が揺さぶられるのを感じて目を開ける。

　鉛みたいに重たい瞼まぶたを上げると、姉が立っていた。当時、中学生だった姉は悪戯いたずらっぽく笑いながら、疲労で立つこともできない俺おれを見下ろして言う。

「ねぇ、新あら太た。今から、家を抜け出して縁えん日にちにいかない？」

　それは不思議な言葉だった。残ったヒットポイントはほんの僅わずか、普通なら起き上がることができないはずなのに、姉の言葉は回復魔ま法ほうみたいに体を軽くした。

　父と母に見つからないように、こっそり外に出る。それから、姉を自転車の荷台に乗せて、二人ふたり乗りで町外れの神社まで向かった。全身筋肉痛の体はギシギシと軋きしんだけど、それが吹き飛ぶくらい縁日という言葉の魔法は強力だった。

　羽はね木き神じん社じやは、小さいけれど長い歴史を持つこの町で数少ない文化遺産だ。駅からひたすら坂を上ったところに町を見下ろすように立っている。

　物心ついた時からサッカー漬けの生活をしてきた俺は、縁日に連れて行ってもらったことなんかなかった。だから、初めて目にしたその光景は、御伽の世界に迷い込んだようだった。

　短い石段を上ると、いつもは人ひと気けのない境内を大勢の人が行き来している。拝はい殿でんへと続く石畳。両りよう脇わきには、たこ焼き、綿菓子、ベビーカステラ、リンゴ飴あめ……色々な屋台が並んでいて、おいしそうな匂においをふりまいていた。頭上には煌こう々こうとしたライトが並び、暗がりが降ってくるような夜の中、参道を鮮あざやかに浮かび上がらせる。

「すっごい、お姉ねえちゃん、すっごいよ！」

　疲れも眠たいのも忘れて歓かん声せいをあげる。

「お楽しみはあとで。まずは神サマにごあいさつ」

　姉は、俺の手を引いて光に囲まれた石畳を歩いていく。意外と信しん心じん深ぶかい姉の言葉と、スピーカーから流れてくる時代遅れの歌か謡よう曲きよくがひどく耳に残った。

「ここにはね、恋を応援してくれる狐きつねの妖よう怪かいが封印されてるんだって」

　恋こい狐ぎつねの伝説、その話は学校の授業でも聞いたことがあった。

　昔々、とても強い妖よう力りよくを持つ狐がこの辺りの村を荒らし回っていました。都から僧そう侶りよや陰おん陽みよう師じたちがやってきましたが狐を倒せるものは誰だれもいませんでした。村人たちが諦あきらめかけた頃ころ、羽木神社に仕える巫み女こがやってきました。まだ若い巫女の力は未熟でしたが、狐はあっさりと倒されてしまいました。あろうことか、狐はやってきた巫女に一ひと目め惚ぼれをしてしまったのです。それからというもの狐は二度と悪さをせず、巫女の従者として羽木神社で暮らすようになりました。めでたしめでたし。

　そんな伝説のせいで羽はね木き神じん社じやは恋愛成じよう就じゆの神社と呼ばれるようになり、お祈りすれば恋こい狐ぎつねが想おもいを叶かなえてくれる……なんて噂うわさまである。

　その噂を聞くたびに思う。やってきたのが可愛かわいい女の子だったから改心したなんて、そんな情けない妖よう怪かいがいるわけない。こんなの子供だって信じない。

「恋狐の霊れいを鎮しずめるために、こうやって毎年、縁えん日にちが開かれるんだって」

「狐きつねの霊を鎮めるため？　じゃぁ、みんな、なんであんなに楽しそうに遊んでるの」

　尋ねると、姉はどうでもよさそうに笑う。

「お祭りをするにはね、なにかきっかけがいるの。きっかけは必要だけど重要じゃない」

　賽さい銭せんをいれて、神様に手を叩たたく。意外と信しん心じん深ぶかい姉は、ちゃんと作法を守って礼を尽くしていた。二拝二拍手一拝。わけがわからないまま、姉の真ま似ねをする。

「……ユキヤくんと両りよう想おもいになれますように」

　信じる人は意外と近くにいたらしい。

　姉はさらに絵え馬まを一枚買って、そこにもさっきの願い事を書き込む。赤い木枠で作られた恋愛成就専用の絵え馬ま掛かけに、嬉うれしそうに結び付けていた。今思えば、これが後のちに俺おれのトラウマとなる、姉が初めて見せた恋愛ジャンキーの片へん鱗りんだった気がする。

「姉ねえちゃん、まさかこれのために俺をさそった？」

　尋ねると、姉は小さく舌を出しながら、同じことを繰くり返かえす。

「ほら、言ったでしょ。きっかけは必要だけど重要じゃないんだって。余計なことは考えずに楽しんだもん勝がちだよ」

　そう言うと、俺の手に五百円玉を握らせてくれる。

「好きなもの買っていいよ。でも、たこ焼きは半分こね」

　それから俺と姉は、屋台に繰り出した。縁日には子供もたくさんきてたけど、こんな場所に連れてきてもらったことがない俺は、大人おとなの仲間入りをしたみたいに感じた。暗くなってから外に出て食べ物を買って食べる、もうそれだけで心が沸き立つみたいな興奮だった。

　恋狐の伝説なんかどうでもよかった。姉の恋愛成就のために足として利用されたことだってどうでもよかった。だって、びっくりするくらい楽しかったから。

　何を食べたかは覚えてない。でも、ずっとはしゃいでいたのは覚えてる。

　家に帰ってから両親にこっぴどく叱しかられたけど、そんなことは全く気にならなかった。

　縁日の思い出は、今でも記き憶おくの中できらきらと光りながら一つの教訓を教えてくれる。きっかけは必要だけど重要じゃない。
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　電車に乗ってスーパーの特売に行くことに、どれくらいメリットがあるんだろう。

　帰りの電車に揺られ、ぐったりとした疲労を感じながら思う。一定のリズムで響ひびく電車の足音。窓から差し込む温かな夕日。足の間には今日きようの戦利品、エコバッグいっぱいに買い込まれた食材がある。

　確かに、向かった大型スーパーは安かった。キャベツ一玉五十円、牛乳ワンパック八十八円、大根にいたっては一本三十円（但しお一人ひとり様一本限り）。つまり、俺おれがわざわざ買い物を付き合わされた理由もそれだった。荷物持ちと、お一人様限定の特売品をより多く買うため。

　電車の揺れに合わせて、こつん、と横に座るクルンの頭が当たる。

　横では、この買い出しを企画した張本人が、首をメトロノームのように一定のリズムで振りながらうたた寝していた。

　まだ小学校に通っているくらいの可愛かわいらしい少女だった。栗り鼠すのように大きな目、ひくひくと動く小さな鼻、自然な亜あ麻ま色いろの髪。服装はショートパンツにパーカー。俺が最近いきつけになった貸かし本ほん屋やのアシスタントで、仕事も家事も完かん璧ぺきにこなすオコジョ少女だ。

　クルンが居眠りをしているところなんて見たことがない。買い物がよっぽど疲れたのかもしれないな、とスーパーでのクルンの活かつ躍やくを思い出す。

　特売品を主婦たちに混じって手にいれ、鮮せん度どのいい食材を選び抜き、肉の量り売りをサービスしてもらい、ビニール袋に野菜詰め放題二百円のコーナーにいたっては周りから拍手が起きるほどの詰めっぷりを見せた。それなのに、本人はまだ不満そうだったのだから恐ろしい。

　電車賃を補って余りある節約ができたのは間違いないけど……時間や労力を考えると、本当にどれくらいメリットがあったのか不安になる。

　クルンは何度か肘ひじにぶつかった後、ちょうどいい位置が決まったのか、二の腕辺りにおでこの右端を当てるような姿勢で固まった。文庫本を読むために手を突き出していたので、ちょうどそこに乗っかった感じだ。

　疲れているんだろう、そっと腕を動かなさないように気を遣いながら読みかけの頁ページに視線を戻す。

　今読んでいる本は、俺が大好きな『月げつ光こう文ぶん庫こ』というマニアックな少年向けレーベル、その中でも特に際きわ物ものと呼ばれているＳＦコメディだった。タイトルは『熱烈！宇宙ランチへようこそ』、屋台型宇宙船が星の海を巡り、ライバルと味を競きそったり、料理コンテストに出場したり、帝国と戦ったりしながら新しい料理を開発していくというシリーズだ。最初の二文字が巻ごとに変わって、行列！だったり、満腹！だったり、激げき辛から！だったりした。現在シリーズ四作目、もちろん俺は大好きだけど、この作品のギャグセンスをわかってくれる人は少ないらしく人気がないのが悲しい。

「あの、よかったらどうぞ」

　静かだった車内に、声が響いた。

　顔を上げる、俺おれに向けられたものじゃなかった。いつの間にか車内の座席が埋まっていて、向かいに座っていた少女が新しく乗ってきた妊婦さんに席を譲ゆずっていた。

　妊婦さんにまったく気づかなかった自分をちょっと反省しながら、へぇ、近ちか頃ごろの若者にしては珍しく良い子だな、なんてオヤジみたいなことを思う。

　どこか大人おとなびた雰囲気を持つ少女だった。少し太めの眉まゆに意志の強そうな瞳ひとみ。背中まで届くくらいの髪を、ちょこんと頭の斜め上あたりで一本に纏まとめている。短めのプリーツスカート、体のラインにぴったりフィットしたカーディガン、そのせいか大きな胸がやたらと強調されて見える。腰には大きめのエンジニアポーチがぶら下がっていた。

　彼女は俺の視線なんか気づかず、すぐ近くの吊つり革かわに手をかけながら読書を再開する。彼女の手にも、茶色いカバーのかかった文庫本があった。

　しばらく見ていると、よっぽど小説が面白いのか、何度も楽しそうに笑みを浮かべる。

　本好きの血が騒さわぎ始める。いったい、なにを読んでるんだろう。かなり気になる。

　その時だった。本の神様、なんてのがいるのかわからないけど、チャンスがやってきた。

　電車が駅に着く。車掌が停車に失敗したらしく急ブレーキをかけた。

　唐突な横揺れが車内を襲おそう。

　きゃ、と小さな悲鳴。彼女の手から、文庫本が滑り落ちる。

　文庫本は床を滑って、俺の足元まで転がってきた。そして、ひらりと文庫カバーが捲めくれる。

　その下から見えたのは、ウェイトレスの格好をした美少女のイラストだった。

　え……すっごい意外。っていうか、見覚えあるイラストだな。

　本のタイトルは『熱烈！宇宙ランチへようこそ』、屋台型宇宙船でウェイトレスをしているヒロインだった。そりゃ、見覚えがあるはずだ。

　恥ずかしかったのか、彼女は顔を真まっ赤かにして、慌てて本を拾う。それから、ちらりと涙目で俺を見る。「なにも見てませんよね」そう確認するみたいに。いや、ばっちり見たけど、見たけどさ、なんとも思わないから。むしろ嬉うれしいから。この本の面白さがわかってくれる人に出会えて俺は今、猛烈に感動しているからっ。

　そうは思うけど、俺の思いが伝わるわけもなく、彼女の顔は益ます々ます赤くなっていく。

　その時だった。急ブレーキのせいで体を離はなしていたクルンが、思いきり反動をつけて戻ってくる。勢いよく俺の腕に倒れ掛かってきた。

　わっ、思わず声を上げた。その拍子に、手に持っていた文庫本が滑り落ちる。

　はらりと文庫カバーが外れ、彼女の目の前で広がる。全く同じ表紙、ヒロインのウェイトレス美少女がいい笑え顔がおを向けていた。

　一いつ瞬しゆん、空白の時間が過ぎる。

　彼女の顔から赤みが消える。それと同時に、思いっきり吹き出した。

　恥ずかしいやら可お笑かしいやらで、俺もたまらず笑う。

　気がつくと、二人ふたり揃そろって声を出して笑っていた。周りの客が、何が起きたんだろう、と不思議そうに見つめてくる。

　急停車いたしまして大変失礼しました、というアナウンスが車内に流れて自動ドアが開く。

　と、横から服が引っ張られる。いつの間にか起きたクルンが、手にポストイットを貼はって見せてくれる。「つきました」、気づかない内に、降りる駅まで帰ってきていた。

　慌てて文庫本を拾い、エコバッグを抱えると電車を降りる。振り向くと、窓越しに、さっきの少女が笑っているのが見えた。

　ほんの些さ細さいな偶然だった。

　もう二度と会うことはないかもしれない、星の瞬またたきみたいな出会いだった。

　それでも、なぜか心は温かいものに包まれていた。

　遠ざかっていく車両をぼんやり眺めながら、電車でスーパーの特買にいくのも悪くない、なんてことを思った。ズボンが引っ張られる。見るとクルンが可愛かわいらしい笑顔で見上げていた。手に貼ったポストイットを見せてくる「かおがすけべです」ああ、ごめん。台無しだ。

　俺はそっと、頭の中で「教きよう訓くんメモ」に新しい一節を追加する。

　そのメモは面めん倒どうごとを避さけて人生を平へい穏おんに過ごすために、小学校三年生の冬から学んだことを教訓として書き留めている。でも今日のそれは、教訓というよりも、ちょっといいことがあった記念のようなものだった。

　第二百十七訓、いつもと違う道には、いつもと違う出会いがある。

　それが、彼女──早はや川かわ鈴すず音ねとの出会いだった。




　　　　＊




　春から夏へ季節は移り変わりの準備をし、それに合わせるように新入生たちも学校に馴な染じみ始める。初めの頃ころは興味本位でやってくる一年がいたけど、五月も半ばに差し掛かると図書室に集まる顔ぶれは大体決まっていた。

　それが毎日となるとさらに絞られる。二年の俺と、一年生の宮みや野の小こ雪ゆきの二人だけだ。彼女はいつも少し離はなれたテーブルで本を読んでいる。

　宮野は二年のクラスでさえ噂うわさになるほど可愛かわいい容姿だった。背が低く、人形みたいに顔が小さい。少し垂たれ目めがちでグレーがかった瞳ひとみ、いつも少し赤い頰ほお、肩まで届きそうな髪。美少女だっていうのは、白しら雪ゆき姫ひめなんてあだ名が付けられてることからもわかる。

　だけど、俺は彼女が見かけ通りのお姫様じゃないことを知っていた。

　ふと、宮野が手にしているタイトルに目が留まる。『Ｌの扉２～戸惑いの果実～』、どんなジャンルなのかは、あんまり想像しないでおこう。あと、いい加減カバーつけてくれ。

　昼休み、図書室にやってきて本を読むのが俺の日課だった。

　図書室には『月げつ光こう文ぶん庫こ』は置いていない。それどころか、マイナーすぎて駅前の図書館にも近辺の本屋にもない。『月光文庫』を読むためには、大きな書店がある町まで出て買うしかなかった……ほんの少し前までは。

　突然、目の前の椅い子すが引かれる。

「待たせたな、シン」

　別に約束なんかしてないけどな。心の中で突っ込みをいれつつ、顔を上げる。

　当然のように呼ばれたけど、残念ながら、俺おれの名前にシンなんて響ひびきはない。

　俺の名前は桐きり島しま新あら太た、少し癖くせのある髪の毛にコンプレックスがある十七歳。シンというのは、こいつが俺の名前をシンタと読み間違えたのをあだ名と言い張ってるからだ。

　目の前には、学校という服の個性を奪われた空間で、一人ひとりだけ個性的な女学生が座っていた。スカートだけは指定のものだけど、上に着ているのはハイネックのブラウスに紺こん色いろのベスト、学校の制服とは全く違う。それは彼女が経営している店の制服で、制服が二つもあると面めん倒どう、そんなふざけた理由で混ぜ合わせた格好をしている……もうこの辺から、コイツの性格が推察できる。

「体育教師の小言を切り上げるのに少し手間取った。どうやら満まん月げつ堂どうの制服のデザインが気に入らないらしい、無礼な男だ」

「デザインがどうとかいうレベルで注意されたんじゃないだろ、それ」

　指摘してやるけど、彼女の無表情はまったく揺るがない。

　丁寧に切り揃そろえられた長い黒髪、少し吊つり目めがちな目、真まっ直すぐに通った鼻び梁りように引ひき締しまった唇、人を寄せ付けない冷たい表情だけど、びっくりするくらい綺き麗れいな容姿をしている。宮みや野のと並んで一年生の人気を二分する美少女で、付けられたあだ名は雪ゆきの女じよう王おう。

　彼女の名前は満みち月つきツクモ、駅前にある『満まん月げつ堂どう』という貸かし本ほん屋やの店主だ。

「シン、読んでいるのは私わたしの店で借りた本か？」

　俺は頷うなずいて、文庫本のカバーを捲めくって見せてやる。『熱烈！宇宙ランチへようこそ』、それを見て、ツクモの眉まゆがぴくりと動いた。ちなみに、彼女は店に並べている本は全すべて即そく読どくしている。

「……なかなか難解なものを読んでいるな」

　意外な反応が返ってきた。どこがだよ、ただのおバカなコメディだろ。

「私には、その本が何を伝えようとしているのかわからなかった。人生経験が足りないのかもしれないな」

「いや、この作品には伝えたいことなんかないと思うぞ。頭をからっぽにして読めばいいんだよ」

「頭をからっぽにして、読む？　シン、お前はずいぶんと器用なことができるのだな」

　駄目だ、これは。宇宙ランチの魅み力りよくを伝えるのを断念する。ツクモとはびっくりするくらい本の趣しゆ味みが合うけど、このＳＦコメディだけは駄目らしい。宇宙ランチは選ばれた者だけが笑えるマイノリティな作品なんだろう。そして、何日か前に電車で出会った少女のことを思い出す。

　せっかく会えたんだから、選ばれた者同士、本の話でもしたかったな。

　浮かんできた言葉に苦笑いを浮かべる。少し前までは本の話ができる相手なんかいなかったし、『月げつ光こう文ぶん庫こ』を手に入れるのだって一ひと苦労だった。贅ぜい沢たくな悩みだと思う。

『満まん月げつ堂どう』は二週間ほど前に偶然見つけた、この近くで唯一の『月光文庫』が読める場所だった。それ以来、『満月堂』の本を無料でレンタルする特権と引き換えに、ツクモの裏うら稼か業ぎようを手伝てつだっている。

　第四十六訓くん、安いお金に釣られると、必ずそれ以上の労働をさせられる。

　昔、親しん戚せきの家の田植えを手伝いにいった時に学んだ教きよう訓くんだった。ツクモと出会ってから、それを嫌と言うほど思い知らされている。

「シン、新しいパンドラは見つかったか。そろそろ、ラクアが店にやってくる頃ころだ」

　ツクモが聞いてくる。パンドラの記録。それが、俺おれが手伝っている満みち月つきツクモの裏稼業だった。

「そう簡単に見つかるもんだったら、お前も今まで苦労してなかっただろ」

「他ひ人とは他ひ人と、お前はお前だ」

　他人は他人っていう言葉は、自分が都合の悪い時に使っちゃだめだろ。

　ツクモは『満月堂』を使う代わりに『観かん測そく者しや』と呼ばれる、世界の変化を記録する役割を与えられている。

　彼女の仕事を手伝うようになったのは、世界の変化が起きる前の空白ブランクを見つける能力があったからだ。それは、白い霧きりとなって視界に映り込む。でも、ここ一週間というもの、白い霧を全く見つけられていなかった。

「俺だって、けっこうあちこち動き回ってるんだよ。見つけられないんじゃなくて、本当にないんだ、仕方ないだろ」

　俺の言葉を聞いて、ツクモは、ふん、と鼻を鳴らす。

「男の言い訳は、聞くに堪たえないな」

　相変わらず、いちいち腹の立つ言い方をするやつだ。

「お前は存在意義というものについて考えたことはあるか？　アイデンティティと言い換えてもいい。椅い子すは座るためにあり、消火器は火を消すためにある。さあ、答えろ。桐きり島しまシンタは何のために存在している」

「……おい、パンドラを探すために生まれてきたみたいに言うなよ」

　あと、何度も言うけど、俺の名前はシンタじゃねぇ。

　ツクモは、嘆かわしいことだ、とでも言うように残念そうに首を振る。

「もう一度、自分を見つめ直した方がよいな。今のお前は、シャチホコのない名な古ご屋や城じようも同然だ」

　意味がわからない。シャチホコがなくても城は城だろ。あと、鯱しやちほこ（漢字で書いてみた）って魚なんだろうか虎とらなんだろうか。どうでもいいけど。

　思わず口にしていたらしい、ツクモが断言する。

「魚に決まっているだろう」

　へぇ、そうなのか。なんか雑学を持ってるんなら教えてくれ。

「名前に、シャチ、とついているからな」

　持ってなかったらしい。っていうか、

「あのさ、シャチは哺ほ乳にゆう類るいだぞ」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後あと、ふん、と鼻を鳴らして告げる。

「……そんなこと知っている。小学生にするような指摘だな。お前のレベルに合わせて、少し大おお雑ざつ把ぱな括くくりで答えてやったまでだ」

　ああ、そうかよ。相変わらず認めないやつだな。ちょっとだけ悪戯いたずら心ごころが働いて、罠わなをしかけてみる。

「じゃぁ、イルカは魚だっていうのは知ってるか？」

「当然だ、そんなこと小学生でも……む、まて。イルカも哺ほ乳にゆう類るい、だな。お前はそんなことも知らないのか、小学校からやり直してきた方がよいぞ」

　引っかからなかった。うっわ、すっげぇ悔しい。

「お前の下らない話に付き合っている暇はない。パンドラの記録について早さつ急きゆうに対処しないとならなくなった。パンドラ本の供給が滞れば、神どもはいつ世界を終わりにしてもおかしくない。だが、この際、その問題は差し置こう。新しいパンドラ本が入荷できないと、今月の生活費がまかなえないのだ」

「すっげぇ大事な問題を差し置くんじゃねぇよ。世界が滅んだら、生活どころじゃねぇだろ」

「シン。これはお前にとって由ゆ々ゆしき問題でもある。収入が減れば、その分、本の購入費用も抑えねばならない。『月げつ光こう文ぶん庫こ』も入荷できなくなる」

「え。ちょっと待てよっ。それじゃ、俺おれがお前の仕事を手伝てつだってる意味がないじゃないか。世界の滅亡どころの騒さわぎじゃないぞ」

「うむ、私わたしの気持ちがわかったようだな。事態は逼ひつ迫ぱくしている」

　俺が食いついてきたのに満足そうに頷うなずき、どこぞの司令官よろしく顔の前で手を組む。

「そこでだ、問題を解決するために一つ提案があるのだが」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、頭の中に巨大な面めん倒どうごとが降ってくるのを感じた。こいつが提案、なんて口にする時は、どうせろくなことがない。とりあえず尋ねてみる。

「なんだよ、提案って」

「うむ。祭りにいかないか？」

　……ハイ、きましたね。さっそく意味がわかりません。

「えっと、なんの誘いだ、それは？」

　尋ねながら、ずいぶん前に姉といった祭りの夜を思い出す。そういえば、もうすぐ羽はね木き神じん社じやの縁えん日にちだっけ。姉に手を引かれて歩いた石畳、夜空に揺れるライト、立ち並ぶ屋台……と、記き憶おくが書き換えられる。振り向くと、手を繫つないでいるのはツクモになる。それも浴衣ゆかた姿だ。古風な雰囲気を纏まとっているツクモには、和服が危険なくらい似合ってる。色は、うん、藍あい色いろなんかいいな。手にはヨーヨー、団扇うちわでちょっと口元を隠したりして。いつもの無表情とは違って、楽しそうに笑っている。おぅ、これはデート、なのか？

「シン、聞いているのか？」

　え。顔を向けると、ツクモは俺おれの心の中を見透かしたみたいに睨にらんでいた。いつの間にか夢の世界に旅立っていたらしい。

「町内会の人たちの好意でな、『満まん月げつ堂どう』からも屋台を出させてもらえることになった。店に出せず仕し舞まってある本で古本市をしようと思っている」

「……なんだ、俺にも売り子を手伝てつだえってことかよ」

　あぁ、誰だれか俺を殴ってくれ。なにを有り得ない妄想してんだ。

　ひゅん。鼻先を肉色の何かが通り過ぎる。

　ふと顔を上げると、目の前でツクモが、何食わぬ顔でどこぞの司令官よろしく手を組み直していた。

「お、お前……今、なにかしたか？」

「なにもしていない、気のせいだ」

　噓うそをつくな。完全に目の前を拳こぶしが通り過ぎていっただろ。どうでもいいところだけ以心伝心してんじゃねぇ。

「……狙ねらって寸止めしたのだ。目測を誤ったわけではないぞ」

　聞いてねぇし、そういう問題じゃねぇ。あと、全然寸止めしてないだろ。思いっきり振り抜いてただろ。

　でも、祭りを手伝うことは、悪くない提案だった。さっきの妄想は置いといて、久しぶりに縁日に行ってみるのもいいかもしれない。屋台の売り手側に加わるってのもちょっと面白そうだ。第十五訓くん、新しく何かを始める時は、一緒に始める仲間を見つけること。ツクモじゃちょっと頼たよりないけど、教きよう訓くんもそう言っている。

　だけど、ツクモは小さく首を振って否定した。

「いや、売り子までしてもらおうとは思っていない。縁日は今週の日曜だ。お前にも予定があるだろう」

「なんだよ、珍しく謙けん虚きよなこと言うじゃないか」

「売りに出す本を神社まで運んでくれるだけでいい。三百冊ほどなのだが」

「おい、そっちの方がキツいだろ」

　突っ込むと、ツクモは当然のように「では仕方ない、クルンに──」と言い出したので、慌てて口を挟む。

「悪かった、俺おれにやらせてくれっ」

　クルンは、なぜかこの冷酷な店主に懐なついている。三百冊を運べ、などと言われたらこっそり徹てつ夜やしてでもやり遂げるだろう。そしてふらふらになりながら笑うのだ、全く疲れていないという噓うそと、褒ほめてくださいという期待を瞳ひとみに込めて。想像しただけで泣きそうになる。

「やりたいのなら、最初からそう言えばいい。はっきりしない男だ」

　ああ、誰だれかこいつに、少しでいいから思いやりの成分をわけてやってくれ。

　ツクモと関かかわるようになってから、俺の日常は面めん倒どうごとの大侵略を受けていた。

　それでも、彼女の仕事を手伝てつだい続けているのは……他ほかに理由があるからだ。

　認めたくないけど、認めないわけにはいかない。どこでどう歯車が狂ったのかわからないけど、強がりで意い地じっ張ぱりで、面倒ごとの台風の目みたいなコイツのことが、気になっていた。

「にしても、意外と近所付き合いなんてやってたんだな」

「うむ。皆、よい人たちだ。クルンが作りすぎた浅漬けなどを配ったりしているようだが、これがまた大好評でな。お礼にと色々よくしてくれる」

「へぇ、相変わらずよく働くオコジョだ」

「誰かと違ってパンドラを見つけられなくても、つまらん言い訳などしないしな」

「また、それを蒸し返すのかよ。言い訳じゃねぇって言ってるだろ、あんまりしつこいとぶっ飛ばすぞ──あ、やべっ」

　つい、荒っぽい言葉が出る。ぶん殴る、ぶっ飛ばす、これは俺の親父おやじの口くち癖ぐせで、幼い頃ころからぶん殴られ続けた息子むすこの俺にばっちり受け継がれていた。そして、その言葉はツクモの前では禁句だ。

　ツクモの裏うら拳けんが、俺の顎あごを打ち抜く。

　後ろにひっくり返りそうになるほど仰のけ反ぞる。かなり痛い。

　やられる前にやれ、特に女に手を上げようとする男には容赦するな。それが、満みち月つきツクモが母親から受け継いだ言葉だった。俺たちが親から受け継いだ二つの癖くせは、不平等なほどに嚙かみ合あっている。

「……あ、あの」

　と、すぐ傍そばから小さな声がする。

　いつの間に移動したのか、宮みや野のがテーブルのすぐ脇わきに立っていた。こいつは本当に気配を消すのが上う手ますぎる。俯うつむいたまま、掠かすれるような声で呟つぶやいてきた。

「私わたしも……なぐ、いえ、お話に、まぜてください」

　二週間前の事件で知ったことだけど、宮野はツクモのことが好きだった。それも邪じや魔ま者ものを呪のろってもいいと思うくらい激烈に。なぐ、って言ったのは触れないでおこう。

「わ、私わたしも、なぐ……お、お話したいです。迷惑にならないように、します、から」

「すまない、宮みや野の。ちょうどこっちの用件は終わったところだ」

　ツクモは気を遣うように席を立とうとする。その気遣いは全く的外れだったけど。

　さらにややこしいことに、ツクモは宮野が俺おれのことを好きだと勘違いしている。宮野がまぜてください、と言ったのも、俺と話がしたかったからだと受け取ったらしい。そんなこと、あるわけないのに。

「あ、あの……ちょっと、待って……ください」

「む、どうした。シンと話がしたかったのではないか？」

「あ……あの、ツクモさん……明あ日すから、桐きり島しま先せん輩ぱいの代わりに……私を殴ってくれませんかっ。ぜひ、私の、み、右の頰ほおをっ」

　ついに、言いやがった。いったい何を考えてるんだろうな、この百ゆ合り子こちゃんは。その呟つぶやきを聞いて、ツクモは感心したように、ほう、と息を漏らす。

「シンの身代わりになるというのか。すまないが、拳これは癖くせでな、そういう訳にもいかないのだ。だが、今後は宮野の気持ちに配はい慮りよして、できるだけ手を上げないよう善処しよう」

　なんだろう、この嚙かみ合あってない感じ。ツクモは言い残すと、背を向けて颯さつ爽そうと立ち去っていく。今の約束だけは、ぜひ覚えていてくれ。

「あ、の……ち、ちがう」

　宮野は振り返ってツクモに声を掛けるけど、白しら雪ゆき姫ひめの小さな声は雪ゆきの女じよう王おうには届かない。

　ツクモが図書室から出て行く。残された宮野は俺を見て、残念そうに溜ため息いきをついた。失礼なヤツだ。俯うつむいて視線を逸そらしたまま、呟くように言ってきた。

「魚でも、虎とらでもありません」

「は？」

「シャチホコ……空想上の、生き物です」

　ああ、そう。教えてくれてありがと。ずっと聞いてたんだな。

　元のテーブルに戻ろうとした宮野は、思い出したように立ち止まり、小さく呟いた。

「負けません、から」

　どうやら、強烈にライバル視されているらしい。

　縁えん日にちの手伝てつだい、面めん倒どうなスケジュールを頭の中に書き加えながら、頭の中で二週間ほど前に作った教きよう訓くんを繰くり返かえす。

　第二百十五訓、満みち月つきツクモと関かかわるなら、覚悟しろ。

　俺が満月ツクモと知り合ってから学んだ教訓だった。教訓は教えてくれる。満月ツクモに関われば面倒ごとに巻き込まれる。それでも彼女の傍そばにいたいのなら、覚悟して進むべし、と。







　ホームルームが終わった後、いつも学校でつるんでる親友二人ふたりを誘ってみた。

「羽はね木き神じん社じやの縁えん日にちぃ？　まぁ、ガキの頃ころは毎年行ったけどよ」

　前の席に座っているヤンボが、全く興味なさそうに呟つぶやく。ヤンボ、本名は山やま口ぐち昇のぼる。茶ちや髪ぱつにちょっと大きめの耳が印象的、不良風味の親友はダルそうに俺おれを見る。

「なんだよ、その売り子の手伝てつだいって。バイト代が出るんならいいけど、そういうわけじゃねぇんだろ。パスだ、パス」

　縁日が行われる羽木神社まで、三百冊を一人ひとりで運ぶのはさすがにしんどい。手伝ってくれないか、と話した結果がコレだった。

「うーん、僕も無理だなぁ。試合近いから、週末は遅くまで練習があると思うんだ。ゴメンね」

　横から、もう一人の親友の声がする。久く堂どう健けん一いち、あだ名はケンちゃん。幼さを残した美少年、学校で一人だけ夏服を先取りしてることからわかるように、ちょっと天然で底抜けにいい奴だ。卓球部のエースと掛け持ちで、恋愛ジャンキーの予備軍もやっている。

「それって、もしかしてさ、満みち月つきさんのお店の手伝いなの？」

「ん……まぁ」

「はー、やってられるかよっ。なんで俺がお前のデートをサポートしなけりゃいけねぇんだ」

　俺とツクモがよく一緒にいるようになってから、ヤンボはずっとこんな調子だ。もちろん本気じゃないってのはわかるけど、かなり妬ねたまれてる。

「あのさ、別にデートとかじゃないから。ただ、労働力として使われてるだけだから」

「知らねぇっつーの。さっさとくっついちまえよ」

「だから、そういうんじゃないって言ってるだろ、それ以上言ったら殴るぞ」

「でた、新あら太たの殴るぞ。殴ってみろってんだ」

　まーまーストップ、とケンちゃんがレフェリーのように体を割り込ませる。それから、嬉うれしそうに俺に笑いかけてくる。相変わらず爽さわやかな笑え顔がおだ。

「でもよかった。新あら太たってさ、人とちょっと距きよ離りを置いて付き合うタイプだから心配してたけど、けっこう上う手まくいってるじゃん」

　さすが、ケンちゃんは俺の性格をよくわかってる。

「上手くいってるっていうか、ただ振り回されてるだけだけどな」

「そーなんだ。恋愛ってのは好きになった方が負け、だもんね」

　ドラマや恋愛小説で使い古された言葉を、ケンちゃんは恥ずかしげもなく口にする。世の中は不公平なもので、爽やか美少年にはそんな言葉も許される。

「でも、付き合い始めたばっかの頃はそれでいいかもしれないけど、そろそろ気をつけないとね。振り回されてるばっかりじゃ、同じところをぐるぐる回るだけで距離は縮まらないよ」

　なかなか難しい譬たとえを出してくる。ヤンボはなに言ってんだって感じで首を傾かしげるけど、俺にはその言葉の意味がよくわかった。なぜなら、それが俺の人間関係の基本だからだ。あと、付き合ってないから。

　第六十訓くん、いい人間関係を築くコツは、ちょうどいい距きよ離りを守ること。

　これは小学校の時に学んだ教訓で、人間関係を上う手まく築くための秘ひ訣けつだった。誰だれかと知り合ったら、そいつとの間に適切な距離を設定する。この時、距離感は線ではなく円でイメージする、どんなシチュエーションでも同じ距離感を守らないといけないからだ。その人物を中心として描かれた円の軌道上に俺おれはいて、近づくことも離はなれることもなく一定の距離でぐるぐる回っている。休み時間の話題、下校の時に下げ駄た箱ばこで会って一緒に帰ろうと誘うかなど、迷ったらこの距離感を思い出して判断するんだ。

「そーゆーケンちゃんはどうなんだよ。先週だったんだろ、藤ふじ崎さきと映画見にいったの？」

　逆ぎやく襲しゆう、とばかりに話を向けてみる。色々と事情があって、俺おれが半ば強引にセッティングしたデートだった。ケンちゃんは全く動じることもなく、拍子抜けするくらい爽さわやかな笑え顔がおを浮かべる。

「意外と、楽しかったよ」

　それはよかった。でも、意外と、っていうのは失礼だと思う。

「主演の人がとってもかっこよくてさ。最初っから最後までずっと象に乗ってるんだけど、ガンアクションがすごいんだ。あと、ラストにゾンビタイガーと戦うんだけど──」

「いや、映画の話じゃなくてさ……っていうか、なんの映画だよっ」

「え、『ゾンビ動物園』だけど、知らない？」

　知らない。すごいＢ級臭しゆうがするんだけど……それ、デートで見にいく映画なのか？

「あれなっ、カピバラがちょこちょこって飛ぶとこ怖かったよなぁ」

　ヤンボが話に乗ってくる。お前も見たのかよ。ちょこちょこって飛ぶってなんだよ。ってか、カピバラ怖いのかよ……ちょっと見たいじゃねぇか。

「うん。あとさ、ピンク色のフラミンゴが片脚で立ってるところとか、鳥肌ものだよね」

　それは普通のフラミンゴじゃないのか。ただの本能じゃないのか。

「ハリウッド映画なのに、夢オチっていうのも新しいよなっ」

　いや、ハリウッドとか関係なく、二時間映画でやっちゃ駄目だろ。

「映画は置いといてさ……藤崎とは、どうだったんだよ」

「えっと、学校と雰囲気が違ってて驚おどろいちゃった。ちょっとドキドキしたよ。でも……なんだか、あんまり喋しやべってくれなくてさ。僕、なにか機嫌を悪くすることしちゃったのかな」

　きっと、緊きん張ちようしていたんだろう。外目からはわからないけどテンパっている藤崎の様子が、簡単に想像できた……意外と、可愛かわいいところあるんだよな。

「ケンちゃんは、あーゆー真ま面じ目めなのがタイプなのかよ」

　ヤンボが、これまた面白くなさそうに口を挟む。自分だけ何もないから拗すねてるんだろう。

「うーん、いい人だとは思うけど……タイプかって聞かれたらちょっと違うかな。僕、変わってるっていうかさ、自分にしかないものを持ってるような子が好きなんだ」

「なんだよ、それ。よくわかんねぇ」

　ヤンボが呟つぶやくのを聞いて、ケンちゃんは苦笑いを浮かべた。それから、俺おれの方に向き直って、いきなり話を戻してくる。

「手伝てつだいにはいけないけど、縁えん日にちには顔を出すからさ。新あら太たが売り子してるの見に行くよ。僕の家、羽はね木き神じん社じやの近くだから」

　普通の話題に戻ったことに、飛行機から降りたみたいな安心感を覚える。やっぱり、俺はまだ恋愛ってものに馴な染じめそうにない。

　と、すぐ後ろで咳せき払ばらいが聞こえた。

　振り向くと、さっき話題にあがったばかりの藤ふじ崎さき芳よし乃のが立っていた。

「桐きり島しま、話あるんだけどいい？」

　レンズ越しに、険しい視線が俺を見下ろしている。

　几き帳ちよう面めんに編まれた長い黒髪、知的で潔けつ癖ぺきそうな瞳ひとみ、さらに真ま面じ目めさを強調するような飾り気けのない眼鏡めがね、身なりから顔立ちまで優等生をしている。父親は『フジサキカーテン』というカーテンメーカーの社長で金持ちらしい。

　横にいたケンちゃんが、この前はどうも、って感じで小さく手を上げる。それを見た途端、藤崎の顔にさっと赤みが差す。デートの時はやっぱり緊きん張ちようで喋しやべれなかったんだろう。

　同じことを思ったのか、ヤンボが小さく口笛を吹く。とりあえず、机の下で思い切り足を蹴け飛とばしてやった。







　藤崎に連れられて、渡り廊下まで移動する。

　下校時刻を少し過ぎているので、他ほかに生徒はいなかった。藤崎は眼鏡の縁ふちに触れながら、生き真ま面じ目めそうな声で聞いてくる。

「最近、また不自然なパンドラが起きてない？　いつも人目に触れているような場所が急に空白ブランクになってたりとか」

　藤崎も、ツクモと同じように神様から役割を与えられていた。彼女に与えられたのは『天てん使し代だい行こう』、素面しらふで名乗るにはちょっと恥ずかしい名前だ。まぁ、恥ずかしいのは名前だけじゃないけど。

「いや、特に変わったことはないけど……なにかあったのか？」

「ラクアからね、一つ仕事を頼たのまれてるのよ。少し前にリリエルっていう天使が事件を起こしたでしょ。事件の後、逃走したまま行方ゆくえがわからなくなっていたの」

　魔ま女じよのような格好をした天使を思い出す。学校中に空白ブランクを作り、並行世界の『エグニルの魔ま人じん』を呼び出した傍はた迷めい惑わくな恋愛ジャンキーだった。

「あいつ……まだ捕まってなかったんだ」

「ええ。しかもね、この町にまだ潜せん伏ぷくしているらしいの。今度は何を企たくらんでいるのか知らないけど、事件を起こす前に捕まえないと」

　まったく、金は金を呼ぶとか、不幸は不幸を呼ぶっていうけど、面めん倒どうも面倒を呼ぶんだろうか。次から次へと、いろんな事件がやってくる。

「それに……あの女とは、ちゃんと決着をつけないといけないの」

「決着って？」

「『調ちよう停てい戦せん争そう』に決まってるでしょ。前はあの女が途中でサレンダーしたせいで私わたしの勝ちになったけど、あんなの納得できない。もう一度、リリエルと戦ってちゃんと勝たないと私の気が済まないわ」

　藤ふじ崎さきは熱く拳こぶしを握にぎり締しめる。できるだけ、ちょっと引いてるのが声に出ないように答える。

「わかった、何か変なパンドラが起きてたら伝えるよ」

「ええ、頼たのんだわよ」

　そう言うと、話は終わり、とばかりに背を向ける。

　遠ざかっていく背中は、やけに重たい荷物を背負っているように見えた。ふと、さっきケンちゃんから聞いた言葉を思い出す。

「そうだ、ケンちゃんがこの前の映画、楽しかったって言ってたよ」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、藤崎の足がピタリと止まる。

　別に、深い考えがあったわけじゃなかった。藤崎が何か思いつめているみたいだったから伝えたらちょっとは喜ぶかな、そんな風ふうに思っただけだ。

　でも、どうやら逆効果だったらしい。藤崎は勢いよく振り向くと、物もの凄すごい勢いで言ってくる。

「そんなこと、今は関係ないでしょっ。いちいち伝えなくたっていいわよ。それに、天使の仕事が忙しくてそれどころじゃないの」

「……いや、別に天使の仕事とケンちゃんのことは関係ないだろ」

　言った瞬間、藤崎の目が吊つり上がり、体からすごい覇は気きが溢あふれてきた。

　俺おれを睨にらみつけたまま、大おお股またで歩み寄ってくる。いけないスイッチをうっかり踏ふんでしまったらしい。

「わっ、ご、ごめんっ」

　自分が何を言ったのかも忘れて、大声で謝あやまっていた。だけど藤崎は止まらない。俺の目の前に立ち、両の拳をぎゅっと握り締める。

　でも、聞こえてきたのは、搾り出すような声だった。

「そんなこと、あなたに言われなくたってわかってるわ……でもね、私は二つのことにいっぺんに集中できるほど器用じゃない。だから決めたの、今は天使の仕事に専念する」

　藤崎は押し殺した声のまま、静かに続ける。

「その代わり……私わたしがリリエルに勝って、あいつを捕まえることができたら…………久く堂どうくんに告白するわ。これが、私の覚悟よ」

　いきなり、なにを宣言してんだこいつは。

　全然違うことだけど、仕事と恋愛、二つは藤ふじ崎さきの中では繫つながっているらしい。インターハイにいったらあの子に告白する、金メダルを取ったらプロポーズする、まるでスポーツ選手が恋愛を目標にくっつけてモチベーションを上げるみたいに。

　藤崎はぱっと背を向けて、さっきよりも早足で立ち去っていく。風に揺れるお下げが、彼女の気高さを表してるみたいだった。

　渡り廊下には、全く反応できなかった俺おれがぽつんと残される。

　ああ、あいつは、ツクモに振り回されっぱなしの俺よりも、よっぽど男前だ。

　ふと、ケンちゃんの言葉が過よぎる。

──振り回されてるばっかりじゃ、同じところをぐるぐる回るだけで距きよ離りは縮まらないよ。

　ケンちゃんは俺のことをよくわかってるし、俺なんかより恋愛ってものを知ってるんだろうけど、一つだけ見落としてることがある。面めん倒どうだし振り回されてばっかりだけど、俺は今のツクモとの距離が嫌いじゃない。

　第六十訓くん、いい人間関係を築くコツは、ちょうどいい距離を守ること。

　この距離感をもっとも上う手まく固定する方法は、名前を付けることだ。例えば、ケンちゃんやヤンボとの距離には親友という名前がつけられている。一番やってはいけないのは、恋人未満、のような曖あい昧まいな名前を付けること。こういう曖昧な距離の設定が人間関係に面倒ごとを引き起こす。

　そして、ツクモとの距離につけた名前は、契約、だった。友人じゃないし、かといって気になってる相手……なんて曖昧なものはダメだ。『満まん月げつ堂どう』の本をタダで借りれる代わりに、パンドラの記録に協力する。このわかりやすい形の契約が作ってくれる距離感。

　ちょっと前まで恋愛は読むもので、するものじゃないと思っていた俺にとって、ちょうどいい関係だった。







　学校帰りに、商店街の本屋に寄った。

　うちのサッカー部はやる気がない。先せん輩ぱいたちが早はや々ばやと練習を切り上げてくれたおかげで、部活動の後だってのにまだ日は高かった。

　本屋に来るのは久しぶりだ。満月堂にいけばタダで借りれるので、買うのはしばらくご無ぶ沙さ汰たしている。本屋に寄ったのは、満月堂にはないジャンルが必要になったからだ。

　目当ての本はすぐに見つかった。ケンちゃんが薦すすめてくれた英語の参考書『アイで始まる英会話』を手に取り、ちょっとだけタイトルに不安を覚えながら値段を確かめる。千五百円、姉からの小遣いでぎりぎり足りる範はん囲いだ。

　文庫本コーナーに寄り道しながらレジへと向かう。そこで、足が止まった。

　好きな作家の名前を見つける。まだ読んでいない作品がいつの間にか文庫落ちしていた。きっと満まん月げつ堂どうにも入っているだろうけど、思わず手が伸びる。

　と、横から別の手が伸びてきて、本の背の上で重なった。

「「あっ」」
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　俺おれの声と、誰だれかの声が重なる。

　恋愛小説には、使い古された出会いのパターンがある。曲がり角でぶつかるとか、同じ場所で雨宿りするとか……そんな中の一つが、本屋で同じ本に手を掛ける、だった。

　まさか、実際に体験することがあるとは。

　感動とも呆あきれとも就かないような衝しよう撃げきを覚えながら振り向く。そこに立っていたのは、見覚えのある女の子だった。

　太めの眉まゆに意志の強そうな瞳ひとみ。背中まで届くくらいの髪をちょこんと頭の斜め上あたりで一本に纏まとめている。

　すぐに気づく、クルンと買い物に行った時に出会った『熱烈！宇宙ランチへようこそ』を読んでいた子だった。もう二度と会えないだろう、ぼんやりとそう思っていた少女が、目の前に立っていた。

　手を引っ込めて、お互いに勢いよく頭を下げる。

「……あ、と、ごめんなさい」

「いや、こっちこそ」

　潔いさぎよく本を諦あきらめて、苦笑いを浮かべながら逃げるように棚を離はなれた。もう一度会ってみたい、なんて思っていたくせに、時代錯さく誤ごな出会いのパターンは実際やってみると酷ひどく照れくさかった。

　参考書を持ってレジに向かうと、彼女も後についてやってきた。さっきの文庫を両手で胸に抱くようにして持っている。彼女は隣となりのレジで会計を済ませ、俺おれたちはちょうど同じタイミングで店を出ることになった。

　並んで自動ドアを潜くぐり、無言のまま右に曲がる。彼女も同じ方角だったらしく、横に並んだまま歩き出していた。

　しばらく無言で歩いていたけど、このまま並んでいるのも居い心地ごこち悪い。かといって、いきなり歩調を変えるのも失礼な気がする。しばらく葛かつ藤とうして……話しかけてみることにした。

　もちろん普段ならそんなことはしない。でも、電車で宇宙ランチを読んでいたことと、俺が大好きな作家の本を抱だき締しめているおかげで、声を掛けるハードルが玄関の敷しき居いくらいまで低くなっていた。

　第四十二訓くん、本が好きな人に悪い人はいない。図書館のお姉ねえさんに親切にしてもらった時に書いた教きよう訓くんだった。多少、主観が入ってるかもしれないけど。

　振り向くと、同じタイミングで彼女も振り向いていた。

「「あの」」

　見事に、声が重なる。

　俺たちはしばらく見つめ合い、またしても同じタイミングで笑い出した。これも恋愛小説でよくあるパターンだ。でも、これが発動するってことは……相性がいいのかもしれない。

　どうぞ、と先に言葉を促す。ここでパターン通りなら、先にどうぞ、をお互いに繰くり返かえすとこだけど、さすがにそこまでテンプレート通りじゃない。

「これ、ありがとうございました」

　彼女は手に抱えている文庫を指す。俺は苦笑いを浮かべて、手を振った。

「いや、もともと買うつもりはなかったから。気にしないで」

「あの……、お会いしたことありますよね。覚えてます？」

　少し不安そうに彼女が聞いてくる。不安そうな声に、俺は途端に嬉うれしくなった。

「もちろん。電車の中で『月げつ光こう文ぶん庫こ』を読んでたよね」

　ぱっと、彼女の顔が明るくなる。

「よかった、覚えていてくれたんですね。あの時、私わたし、とても嬉しかったんですよ。もう一度、お会いしたいなって思ってたんです」

「俺も。あの本の面白さをわかってくれる人、なかなかいないからさ」

　彼女は何度も頷うなずく。それから、ちょっと話を変えて聞いてきた。

「『月げつ光こう文ぶん庫こ』の他ほかも読まれます？」

「うん、何でも」

「他に、どんな本読まれるんですか？」

　よっぽど本が好きなのか、目を輝かがやかせながら半歩ほど近づいてくる。大人おとなしそうな感じなのに、けっこうグイグイくるな。

「私わたし、本を読み出したの最近なんですよね。えと、つまり文学少女の見習い中なんです。だから、面白い本をご存じなら紹介してもらおうと思って」

　文学少女にどれくらい見習い期間があるのかは知らないけど、そういう相談なら大だい歓かん迎げいだった。ツクモほどじゃないけど、本なら人一倍読んでるって自負がある。ところで人一倍って言葉は、一倍しても数は変わらないんじゃないかと思う。どうでもいいけど。

「面白い本って言われても人それぞれだからさ……好きなジャンルとか、作家とか教えてくれないかな？」

「えっと、ミステリーとかホラー以外ならなんでも読みますよ。血が出たりとか、人が争ったりとか、そういうのはちょっと」

　と、そこで彼女は一いつ瞬しゆんだけ俺の背後に視線を向けて、すぐに悲しそうに顔を逸そらせる。

　何だろうと思って振り向くと、そこにはポスターが貼はられていた。象の上でマシンガンを持った血まみれの男が吠ほえている。その周りをリスやキリンやカピバラが取り囲んでいた。たぶん、ああいう流血アクションが駄目だってことだろう。ポスターの下に書かれているタイトルは『ゾンビ動物園』。ああ、これが噂うわさの映画か、想像以上にひどいな。

「だからですね、笑えるような楽しい本か、読んでいて心が温かくなるような本が好きで──」

　と、話の途中でいきなり立ち止まる。何事かと思うと、足元に転がっていた空き缶を拾って近くのリサイクルボックスに捨てにいった。

　へぇ、今時の子にしてはなかなか感心じゃないか。と、オヤジみたいなことを思う。彼女は全力ダッシュで戻ってきて話を再開する。

「あの、ごめんなさいっ。えっと、それで、もしよければ、オススメの本とか教えてくれませんか？」

「じゃぁ、『絵え川かわ香里かおり』さんの本は読んだ？」

「あ、はい。『夕日に背を向けて』だけですけど。とても、よかったです」

　ピピ、と仮装番組の点数みたいに俺おれの中で彼女への好感度が上がる。返ってきたのは、これまた大好きな本のタイトルだった。なかなかいい所を押さえてるじゃないか。

「それなら『休日の庭』もオススメだよ。同じ作者の作品で、なんていうか読んでいて、優やさしくなれるような話なんだ。あ、あと『カシオペアの約束』っていうのもあって、こっちはシングルマザーになった主人公と子供の話でね──」

　それから俺おれは、オススメの小説をいくつか彼女に話した。

　ちょっと前までは本の話をする友人がいなくて、ずっとこの手の話題に飢えていた。今はツクモと知り合って本について語り合える相手は見つかったけど……俺が読んだ本をツクモはほとんど読了している。だからこうやって、自分の好きな本を他人に薦すすめるなんてことは初めてで、ちょっとした快感だった。

　彼女は、何度も頷うなずきながら真剣に聞いてくれていた。ちょうど話が途切れたところで、微笑を深めながら呟つぶやいてくる。

「……本、お好きなんですね」

　自分が喋しやべりすぎてたことに気づく。もう六冊も紹介していた。

「ご、ごめん……初めて話したばかりなのに、調子にのってたくさん喋っちゃって。こんなにいきなり覚えらんないよね」

「いえ、こう見えても記き憶おく力りよくはいいんです」

　彼女は指を折りながら、すらすらと紹介した本のタイトルをあげていく。それから、この本を読み終わったら、ぜひ読みますね、と嬉うれしい言葉を付け足してくれた。彼女の好感度にさらに点数がプラスされる。

「あ、私は、こっちなので」

　商店街を抜けたところで、彼女は立ち止まった。そして、駅とは違う方向を指差す。

「いろいろとお話聞かせてくれて、ありがとうございました。とても、楽しかったです」

　そう言って、ずっと浮かんでいた微笑を深めるように笑う。笑うときに、小さく首を傾かしげるのは彼女の癖くせだろうか。頭の斜め上で束ねた髪の毛が、笑え顔がおと一緒にぱさりと揺れる。その仕草が、彼女の持っている大人おとなびた雰囲気とちょっとだけギャップがあって、やたらと可愛かわいく見えた。

「うん、俺も楽しかったよ。本の話ができる人って、俺の周りにあんまりいないから」

　そうなんですか、と彼女はどこか嬉しそうに呟く。もしかしたら、彼女も少し前の俺と同じ境遇なのかもしれない。

「じゃぁ、私たちは同志ですね。本が好きな」

　同志、ツクモと出会ったばっかの時、同じ言葉を使ったのを思い出す。宮みや野のにどういう関係なのかと聞かれて、本が好きな同志だって答えた。でも、彼女が口にした同志という響ひびきには、同じ秘密を共有しているみたいな特別な含みがあった。

「同志か。いいな、それ。えと……聞いていい、君の名前は？」

「早はや川かわ鈴すず音ねです。風鈴の鈴に、音楽の音」

　綺き麗れいな音がしそうな名前だった。俺も自分の名前を言おうとしたけど、遮るように声がする。

「では、また会いましょう。同志、桐きり島しま新あら太たくん」

　ぴっと、おどけた敬礼をしてから、早川鈴音は回れ右をする。頭の上でちょこんと結ばれた髪が、重力に逆らうみたいに舞まい上あがった。

　なんで俺おれの名前を知ってるんだろう、と思ったけど、すぐに気づく。鞄かばんに名前が書いてあった。ツクモと出会った時も、これで名前を呼ばれたっけ。あいつは読み間違えてたけど。

　文庫本を胸に抱くようにして遠ざかっていく。その後ろ姿をしばらく見つめていた。

　ツクモといい、宮みや野のや藤ふじ崎さきといい、俺が知っている女の子はユニークな（すごいオブラートに包まれた表現だと思う）性格の持ち主ばかりだった。だから、遠ざかっていく彼女の後ろ姿を見ながら思った。

　なんて、いい子なんだろう。

　結局、聞いたのは名前だけで、約束も連絡先も交換しなかった。でも、またどこかで会えるような気がした。それに、会えなかったら、それはそれでいいとも思う。

　本が好きな同志、その言葉を、口の中で転がすように呟つぶやいた。







　学校帰りに満まん月げつ堂どうに寄るのは、もう日課になっていた。

　商店街を通り過ぎて駅前の路地を抜けると、時代に取り残されたような町並みが待っている。クリーニング屋や自転車屋と並んでひときわ目を引く古びた店、それが目的地だった。

　長い時間の流れを感じる黒ずんだ木の壁かべ、閉じられた木造りのガラス戸、屋根の上に掲げられた店の看板には『貸かし本ほん屋や　満月堂』の文も字じ。

　店の前にはクルンがしゃがみ込んで、なにやら一人ひとり遊びをしていた。

　道路に広げたビニール袋、その中にどこから集めたのか、大量の石を丁寧に積み重ねている。大小形も様さま々ざまな石は、石垣のように見事な円柱形に組み上げられていた。

「なにしてんだ？」

　聞くと、ポストイットを見せてくれる。「やさいをたくさんつめる練習です」、どうやら、スーパーでやったビニール袋に野菜詰め放題にリベンジするつもりらしい。十じゆう分ぶんすぎるほど取ってただろ、こんなに持っていかれたらスーパーの店員も頭を抱えそうだ。

　できました、と石をびっしり詰め終えてからビニール袋を持ち上げる。もはや芸術の領域だ。次の瞬しゆん間かん、重さに耐え切れなくなったビニールの底に穴が空いた。石が零こぼれ落おち、道路にばら撒まかれる。そうなるとは思ったけど。

　クルンは道路に散らばった石をじっと眺めてから、ポストイットを見せてくる。「ひとつ勉強になりました」その表情は真剣そのものだ。「つめすぎは駄目です」いや、石だから破れただけだろ。野菜なら上う手まくいってたから。

　とりあえずクルンとはジェンガで遊ばないようにしよう。そっと誓いながら石を片付け、一緒に『満月堂』の中に入る。

　この世界は誰だれもが考えているよりも曖あい昧まいだ。目に映る全すべては認識と予測によって成り立っている。俺おれはそれを、この店で満みち月つきツクモと出会って知った。

　この世界を創つくった神様は、天てん地ち創そう造ぞうが未完成な内に世界を起動させた。そのせいで生まれた情報の空白ブランクを補っているのが、生き物の認識と予測だ。神様が情報を書き漏らした世界の空白ブランクは、向けられた認識や予測を読むことで顕けん現げんしている。人々の認識や予測が重なり合い、世界は今の姿になった。

　中に入った途端、駅前の喧けん騒そうが噓うそのように静かになる。店の中には迷路のように本棚が並んでいて、長い年月をかけて熟成された紙の臭においが詰め込まれていた。

　カウンターにはツクモが座って読書をしている。こちらは正真正銘、筋金入りの文学少女だ。入ってきた俺をちらりと確認すると、何も言わずに読書を再開した。歓かん迎げいも拒絶もしない、それが満まん月げつ堂どうの接客スタイル。

「シン、店の前で、いったい何をしていたのだ」

　どうやら気になっていたらしい、読書を続けたまま聞いてくる。

「ああ、クルンがな、ビニールに野菜をつめ──ん？」

　話している途中で、ちょんちょん、とお尻を突つつかれた。振り向くとクルンが、言っちゃ駄目です、と小さく首を振っていた。それから、手にポストイットを貼はってツクモに見せる。「石つみ遊びです」どうやら、家計を助けるために甲か斐い甲が斐いしい努力をしていることは知られたくないらしい。

「ふん、つまらない遊びに凝こるのもほどほどにしておけ」

　ツクモが呆あきれたように言う。クルンは次から気をつけますみたいな顔で頷うなずく。ああ、違うだろ、この店のために必死に努力してるんだろ。叫びたくなるのを堪こらえる。

　この店で、本を読みながら過ごす時間が何より好きだった。

　鞄かばんから読みかけの本を取り出すと、店の奥に向かう。

　奥には、俺専用の読書スペース、手作りの椅い子すと机がワンセット用意されている。一週間ほど前、誕生日だといったら、クルンが夜なべして作ってくれた。泣きたくなるほど嬉うれしかったけど……おかげで新しい教きよう訓くんが増えた。

　第二百十六訓、クルンの前では、アレが欲しい、という言葉は使わない。

　クルンは目の下に隈くまを作りつつ、何でもないような顔をしてポストイットを見せてくれた。「じつは、ずっと前からよういしてました」思わず抱きしめたら、そのまま腕の中で寝ていた。オコジョ少女はがんばり屋さんすぎて、時々程度を知らないことがある。

　読書スペースに座って本を読みながら、たまにカウンターに目を向ける。そこから見える、黙もく々もくとページを捲めくっているツクモの横顔が、一番知っている角度になっていた。オレンジ色のランプに照らされた景色けしきはまるで、一枚の絵のようだった。

　満月堂の閉店まで、ここで本を読む。その後は『観かん測そく者しや』の仕事があれば出かけるし、何もなければ帰宅する。たまに、ツクモと読み終わった本の感想なんかを話したりもする。俺が読んだ本はほとんどツクモは即そく読どくしていて、感嘆するような批評と作品のバックグラウンドを煩うるさくない程度に聞かせてくれる。彼女の批評は常に作品への好意に満ちていて、彼女と本の話をしているのは最高に心地ここちいい時間だった。

　香ばしい紅茶の匂においが漂ってくる。店の奥から、二人ふたり分の紅茶をトレーにのせてクルンが歩いてきた。

　俺おれに紅茶を渡してくれる。それから、手に貼はったポストイットを見せてくれた。「お祭り、いけそうですか？」俺が頷うなずくと、ぽんっと頭から獣のような白い耳が飛び出す。

「縁えん日にち、いったことないのか？」

　聞いてみると、頷いてからポストイットを見せてくれる。「テレビでみたことあります」そうなのか、そりゃ楽しみになるのもわかるな。もう一枚つけ足してくる。「みんな、はねのついた水着で踊ります」うん、それは違う種類のお祭りだな。

　それから、メジャーを持ってきて俺の体のサイズを測りはじめた。なにするんだ、と聞くと「ひみつです」という答えが返ってくる。

　クルンはひとしきり測り終えると、満足そうに店の奥へ戻っていく。

　いったい何に使うんだろう。そう思って奥を覗のぞき込こむと、ツクモのブラウスにアイロンがけしている姿が見えた。さっきの採寸は、すぐには使わないらしい。でも……ああ、相変わらず、働き者のオコジョだ。

　小こ皺じわ一つ見逃さないとでもいうように真剣な表情、小さな手でアイロンを操あやつる。かけ終わると、じっとブラウスを見つめる。それから、職人が駄作を切り捨てるように頭を振ると、またやり直し始めた。そういや、ツクモの着てる服に皺しわがあるの見たことないな。お前は本当にエラいよ、縁日の日にはリンゴ飴あめを買ってあげよう。

　しばらく読書をしていると、店の戸が開いて白い制服に身を包んだ女性が入ってくる。

　雪のように白い肌に彫刻みたいに整った顔立ち。伸ばせば肩けん甲こう骨こつまで届きそうな髪を背後で一ひと括くくりにしている。瞳ひとみはうっすらと青く、その存在感はどことなく浮うき世よ離ばなれしていた。

　彼女の名前はラクア・ラクナ。言葉にすれば胡う散さん臭くさくなるけど……この世界を管理している神様の一人ひとりだ。

　神様が創つくったこの世界には、原因不明のバグが発生している。バグは世界のある特定の地域にのみに固まって現れ、その場所は『観かん測そく点てん』と呼ばれていた。

『観測点』の片隅に誰だれからも忘れ去られた場所ができたら、その場所は認識力を失い、その場所にあったあらゆる存在は形を失う。そして、何も情報の書き込まれていない空白ブランクに戻る。

　空白ブランクとなっている場所に誰かの認識や予測が向けられると、それが新しい認識力となって世界に顕けん現げんする。時に当あたり障さわりのない事象として、時に噂うわさや都市伝説を基にした不思議な出来事として……それがパンドラと呼ばれる現象だった。

　ツクモが記録したパンドラは満まん月げつ堂どうに貸かし本ほんとして並べられる。それを読むために、神様や天使が客としてやってくる。ラクアは満まん月げつ堂どうの一番の常連客だった。

「あら、シンちゃんもいたの。ご機嫌いかが？」

　少し間延びした、ゆったりとした声。シンちゃん、というのは俺おれのことだ。もう元の名前が何だかわからない。俺は読書を続けながら、どうも、と呟つぶやいた。

「新しい本は、そろそろ入ったかしら？」

　ツクモは読書を続けながら、まだだ、と答える。ラクアがキレた。

「ちょっと、私わたしを誰だれだと思ってるの。本読むのやめなさいよー」

　当然の不満だけど、ちょうどいい所だったんだから仕方ない。本を閉じて顔を向ける。ツクモの方は、まだ読書を続けていた。

　ラクアは新刊コーナーの前に立って、わざとらしく溜ため息いきをついていた。本棚には一冊も本が入っていない。

「少し前まで、いい感じだと思ってたんだけどねー」

「お前の、その弛たるんだ顎あごがか？」

　いきなりよくわからないことを言われ、ラクアは不思議そうに小首をかしげる。ツクモはやっと本から視線を持ち上げ、冷たい声で付け足す。

「……なんだ、自覚がないのか。お前、太っただろう」

「か、神に向かってなんてこというの。どの辺が弛んでるっていうのよー」

「クルン、鏡を持ってきてやれ」

「いらないわよっ！」

　クルンがちょこちょこと鏡を持って出てくるけど、ラクアの形相を見て、さっと背中に隠して戻っていった。

　ラクアは憤ふん慨がいしたように睨にらむけど、ツクモはまるで動じない。胸先三寸で世界を滅ぼすことができる神様を相手にこんな言動ができるのは、たぶんこいつくらいだ。

「図書委員の世話になるようになってから、ずいぶんと過食が増えているようだな。気をつけろ、肥満や糖尿病の神など誰も拝んでくれんぞ」

「だから、増えてないっていってるでしょー」

　少し興味が湧わいたので、ちょっと言葉を挟んでみる。

「へぇ、神様も糖尿病とかなるんですね」

「うっさいわねー。人間じゃないんだから、ちょっと太ったくらいで病気になんかならないわよー」

　あ、太ったことを認めた。ラクアは自分の失言に気づくこともなく、どこか古くさい仕草で腰に手を当てながら続ける。

「パンドラ本の話をしてたのよ。シンちゃんが手伝てつだってくれるようになってから、いいペースで記録できてると思ってたんだけどねー」

　ラクアはちらりと俺おれの方を見て微笑ほほえんでくれる。この慈愛に満ちた笑え顔がおだけが、彼女が神であることを証明している気がする。あ、でもやっぱり、顎あごが少し弛たるんでるかも。

「今週に入ってから、ぱたっと記録が滞ってるじゃない」

「努力はしている。他ほかになにか不満があるか」

「あんた、またそれを言うの……まぁ、いいわ。調子が悪い時っていうのもあるわよね。今回は大目に見るわ。次来た時もこの調子だったら、覚悟してね」

　ぴっと人差し指を立てると、きっと古いドラマの再放送でも見たんだろう、十年前のヒロインのように垢あか抜ぬけない口調で言う。

「世界、滅ぼしちゃうぞっ」

　顔が引きつる。冗談だとしても、笑えない。

　ぱさり、カウンターから自分は無関係とでもいうようにツクモがページを捲めくる音が聞こえた。『観かん測そく者しや』はお前なんだから、もう少し危機感を覚えてくれ。

　なぜ『観測者』なんて役割があるかっていうと、この世界が、完かん璧ぺきな理想世界を創造するためのモデルケースだからだ。神様はたくさんの世界を同時に試験運用していて、色々な実験を行っている。この世界で行われているのは『世界管理の自動化』、中に住む人間で世界をメンテさせようっていう怠たい惰だなプロジェクトだ。認識と予測による世界の構築も、ツクモのような記録係がいるのもそのせいだ。そして、神様たちはパンドラの記録が取れなくなった世界からは興味を失なくして実験終了になるらしい。だから、この貸かし本ほん屋やの仕事には世界の命運がかかっていたりする。

　と、そこでクルンがちょこちょこと近づいてくる。

　手にはトレーが握られ、ラクアの分の新しい紅茶とビスケットが用意されていた。

「あら、クルン。元気でやっているようね。この女の下もとが嫌になったらすぐに戻ってきていいのよ」

　ラクアが声を掛けると、クルンはとんでもない言葉を聞いたように首を振る。それからポストイットを書いて見せる。なにが書かれていたのか見えなかったけど、ラクアは哀かなしそうに顔を伏せた。

　紅茶とビスケットを手渡してから、クルンはさらにポストイットをラクアに見せる。「ラクア様もお元気そうです」、それを見て、女神様は慈愛に満ちた笑顔で小さく頷うなずく。クルンはさらにもう一枚ポストイットを貼はって差し出す。「まえにお会いしたより、すこしふっくらされてます」

　ぴしっ、笑顔に罅ひびが入る音が、聞こえた気がした。

　ツクモの毒舌と違って、クルンの無邪気な言葉は神様の心を抉えぐったらしい。健気けなげなオコジョは神様の様子にも気づかず、幸せそうに笑っている。

「きょ、今日きようはこの辺で帰るわ」

　ラクアはテンパった様子で言いながら、口にしかけていたビスケットをトレーに戻す。この人がお菓子を残すところを初めて見た気がする。

　ガラス戸を開けて店を出る時、小さな独り言が聞こえてきた。

「…………ダイエット、しようかしら」

　満まん月げつ堂どうのガラス戸の前、通りかかったアイスクリームのイラストがプリントされたトラックを物欲しげに見つめ、しばらく立ち尽くしてから溜ため息いきをついて歩き出す……残念な神様の姿が視界から消えるのを待って、ツクモは呟つぶやいた。

「わかったな、シン。もう少し責任感を持て。自らの無能のせいで世界が滅ぶなど、想像しただけで耐えられないだろう」

　人のことを棚にあげて、当然のように言ってくる。

「いや……なんか最近、勘違いしてるようだけどさ、俺おれはあくまで『月げつ光こう文ぶん庫こ』をタダで借りるために手伝てつだってるだけだからな。パンドラを記録するのは、お前の仕事だろ」

　ツクモは一いつ瞬しゆんだけ、むっとしたように顔を上げ、冷たい視線で俺を見つめる。

　だけど、すぐに思い直したらしく「それもそうだな」と呟いた。

「では、今月の本のレンタル代、しめて千二百五十円を支払ってもらおう」

「なんでだよっ」

「お前は、本をタダで借りる代わりに手伝っているのだろう。仕事ができていないのならば、金を払うのが道理だ」

　さっさと払え、とばかりにツクモは手を差し出してくる。

　今月はタダなのをいいことに、『月光文庫』以外にもたくさんの本をレンタルしていた。財布の中を思い浮かべる。悲しいことに、二週間前にバイトを首になった俺にはそんな余裕はない。

「ああ、そう言えば……今日きようの昼、クルンがパンドラが発生しているのを見つけたそうだ。店を閉めてから記録しにいこうと思うのだが、予定は空いているか？」

　断れるわけがなかった。俺は小さな声で「手伝ってやるよ」と言い、睨にらまれて、「手伝わせてください」と言い直した。

　それにしても、昼間は店番をしているはずのクルンは、どうやってパンドラを見つけてくるんだろう。

　さっきまで店の中にいたクルンを視線で捜す。奥の部屋で再びアイロンがけをしていた。今度は満足のいく出来に仕上がったらしく、満面の笑みで頷うなずいている。ああ、お前はほんとエラいよ。

　と、足元に紙くずが落ちているのに気づく。ラクアに、嫌になったらいつでも戻ってきていい、と言われたあとで見せたポストイットだった。「今がいちばん幸せです」そう書かれていた。ほんの少し泣きそうになった。







　ツクモの仕事を手伝てつだうようになってから、学んだことがある。

　奇抜なパンドラが起きる時は、子供が絡からんでいることが多い。良く言えば、常識に縛しばられていない柔軟な発想の成せる業。悪く言えば、思い込みの激しい妄想時代の産物だ。

　嫌な予感を覚えつつ、その小さなビルを見上げた。

　閉店時間になってから、クルンが見つけたというパンドラを記録に向かった。

　駅近くのビルが隣りん接せつして立ち並ぶ通り。パンドラが発生していたのは、古びたビルの屋上だった。地上からでも、狼煙のろしのようにうっすらと白い霧きりが立ち昇っているのが見える。

　ビルの窓には少し剝はがれかけたシールが貼はられ、でかでかと名前が書かれている。『栄学ゼミナール』、小学生を対象とした学習塾だった。

　パンドラをどうするかよりも、まず、どうやって屋上まで行くかが問題だった。入り口は正面玄関だけ、まだ授業前らしく子供たちがぞろぞろと中に入っていく。クルンなら違和感なく溶け込めるだろうけど、俺おれたちが入っていったら目立って仕方ない。

　と、さっきまで横に立っていたはずのツクモの姿が消えていた。辺りを見回すと、子供たちの列に混じって学習塾に入っていく……っておい。

　ツクモは堂々と正面から突入した。その後に、クルンもちょこちょこと続く。

　後先考えないで行動するやつだ。ったく、仕方ねぇな。つまみ出されるのを覚悟で後を追いかける。

　自動ドアが二つに割れ、その向こうでは大勢の子供たちが騒さわいでいた。

　運良く大人おとなの姿はない。一人ひとりだけ高校の制服の男子生徒がいたけど、俺たちを見つけても「あ、新しいバイトの人？　よろしく」と言って、会え釈しやくして通り過ぎていった。

「……高校生のバイトとかもいるみたいだな。いきなり入っていくからヒヤヒヤしたぞ」

　一いつ瞬しゆんの間を置いて、ツクモは当然のように頷うなずく。

「それくらいは、調査済みに決まっているだろう」

　うん、噓うそだな。まったく何も考えてなかっただろ。

　と、フロアで騒いでいた小学生のグループが俺たちを見つけて話しかけてくる。

　新しいせんせー？　どこのクラスですかー？　天パだー。

　こら、人を髪質で呼ぶのはやめなさい。

　ちょっと思いついて、パンドラのことを尋ねてみる。

「なぁ、このビルの屋上って行ったことある？」

　近くにいた女の子が、ぶんぶんとポニーテールを振り回すみたいに首を振った。

「ううん。だって、先生があそこには危ないから絶対にはいっちゃ駄目って言ってたもん」

　なんだか、嫌な予感がした。子供というのは、危険とか、立入禁止とかいう言葉に想像意欲を搔かき立てられる生き物だ。余計なことを妄想してるやつがいなけりゃいいけど。

　と、グループの端っこにいた、携帯ゲームとか好きそうな雰囲気の少年が頷うなずく。

「だって、屋上には魔まどう兵器があるからね。みっちょんが言ってたんだ」

　おい、急になに言い出すんだこのガキは。そんな認識を与えないでくれ。

　それが切っ掛けだったみたいに、次々と他の子供たちも騒さわぎ始める。

「違うよっ、ドラゴンが棲すんでるからいっちゃいけないんだよー」

「そうそう、水みず属ぞく性せいのやつっ」

「こだいのぶきがふういんされてるんだって、みっちょんが言ってた」

「知ってる、水属性のやつでしょっ」

　や、やめろーっ！

　悪い予感が雨雲のように広がっていく。屋上がどうなってるのか想像したくない……ああ、恐るべし妄想時代。パンドラが出来てたらみっちょんを恨うらもう。誰だれか知らねぇけど。

　と、チャイムが鳴って、子供たちは名残なごり惜おしそうにわらわらと各自の教室に戻っていった。

　さっきまで賑にぎやかだったのが噓うそのように、学習塾の廊下は静まり返る。

　子供たちに追いやられていたらしく、廊下の隅でクルンが丸くなっていた。ツクモが他の子供たちに囲まれていたのが不安だったのか、走ってきて背後から思い切りツクモの腰に抱きつく。くすぐったがり屋さんのツクモが、ひょわ、とらしくない声を上げた……本当に、なぜクルンがこんなに懐なついているのか不思議でならない。

　本物の先生に見つからないように、急いで階段を上った。

　運よく、誰にも会わずに最上階まで辿たどり着つく。鍵かぎは内側から簡単に開けることができた。ドアノブに手を掛けたまま、開くのを少し躊躇ためらう。さっきの小学生たちの妄想トークが頭の中に蘇よみがえってくる。魔ま導どう兵器、ドラゴン、古代の武器……もうなにが出てきてもおかしくない。

「シン、なにをやっている。臆おくするな、自らの存在意義をその手で示せ」

「だから、俺はこんなことをするために存在してるわけじゃねぇからな」

　振り向くと、ツクモはずいぶん下の階段の踊り場で腕を組んでいた。安全な場所から偉そうにしてんじゃねぇ。

　クルンがちょこちょこと近寄ってきてポストイットを見せる。「ボクやります」ついでにもう一枚付け足す「そんざいいぎを示します」あぁ、クルン、お前はもっと広い世界を見ていいと思うぞ。零こぼれそうになった涙を堪こらえて、オコジョは引っ込んでな、と低い声で呟つぶやく。

　覚悟を決めて、勢いよくドアノブを回す。

　夜の屋上に出ると、冷たい風が吹き付けてきた。

　狭い空間だった。金網のフェンスが張り巡らされ、屋上なのにあまり開放感がない。空には、ばっさりと半分に切られた月が浮かんでいる。

　見回すけど、特に変わったものはなかった。

　いや、視界の端で白い霧きりが揺れているのに気づく。空白ブランクになっているのはビルの屋上に設置されている給水塔だった。上に付いている蓋ふたの隙すき間まから霧きりが漏れ出ている。

「あの中に、パンドラができてるな」

　指を差してツクモに教えてやる。

「……それで？」

　ゾクリとするような冷たい声が返ってきた。

「俺おれは、パンドラを見つけて報告するだけでいいって契約だったろ」

「このパンドラを見つけたのはクルンだ。ここで千二百五十円、耳を揃そろえてきっちり払うというのなら話は別だがな」

　借金取りのように言ってくる。クルンがまた「ボクやります」と書いたポストイットを貼はって近づいてきた。零れそうになった涙を堪えて、オコジョの出る幕じゃねぇ、と低い声で呟つぶやく。

　教きよう訓くんを繰くり返かえしながら給水塔に歩み寄る。第二百十五訓、満月ツクモと関かかわるなら、覚悟しろ。願わくは、下にいた妄想時代真っ盛りのガキ共の情報が顕けん現げんしてませんように。

　古い給水塔の横にはさび付いた梯子はしごが付いていて、真上に小さな蓋がある。中を確認するなら、上の蓋を開けてみるしかない。給水塔に登ってそっと蓋に手をかける、劣化したプラスチックのざらついた手触りが気持ち悪い。

　そっと蓋を持ち上げる。次の瞬しゆん間かん、

　衝しよう撃げきがやってきた。

　水道管が破裂したように水が噴ふき上あがってくる。蓋を摑つかんだまま豪快に吹っ飛ばされた。給水塔から転げ落ち、冷たい屋上のコンクリートの上を転がる。

　背中をもろに打った、かなり痛いてぇ。でも、痛みに悶もだえている暇はなかった。

　立ち上がり、給水塔から噴き上がってきた水を見る。

　ただの水じゃなかった。水は辺りに飛び散ることもなく、給水塔から噴ふん水すいのように噴き上がったまま空中で止まっている。いや、それはまるで生き物のように動き、何かを形作っていた。

　クルンがちょこちょこと近寄ってきて、手に貼はったポストイットを見せてくる。そこには俺おれが思い浮かべていたのと同じ言葉が書かれていた。「首くびなが竜りゆうです」

　給水塔から飛び出した水は、首くび長なが竜りゆうの首から先になった。ネッシーと聞いてみんなが思い浮かべるアレだ。大昔に絶滅した海に棲すむ恐竜の首が、給水塔から生えていた。

　なんつーモノを想像してるんだ。これだから、子供の想像力は侮あなどれない。

　クルンがさらにもう一枚、ポストイットを見せてくる。「水みず属ぞく性せいです」、よくわからないけど、言いたかったんだろう。

　背後で、ツクモが自信満々に鼻を鳴らす。

「久々に、よい物語ができそうだな。クルン、ゆくぞ」

　冷たい声で言いながら、ピンと背筋を伸ばし、右手を真まっ直すぐに突き出した。

　名前を呼ばれると同時、クルンの体から白い霧きりが噴き出てくる。頭に耳が生え、尻尾しつぽが生え、体が縮んでいく。尻尾の先だけ黒く染まった純白の毛け並なみ、丸い耳につぶらな瞳ひとみ、現れたのは日本屈指のレアでキュートな小動物、オコジョだった。

　クルンはツクモの手に飛び乗ると、体を小さく丸める。球になった体が黄金色に輝かがやき始める。これが聖せい獣じゆうタマオコジョ、クルンの能力だった。自らの体を、パンドラの情報を修正する弾丸に変えることができる。

　ツクモの自信満々な表情を見て、途端に不安になる。

　満みち月つきツクモは極度の運動音痴で、奇跡のノーコンだった。そのせいで何度悲惨な目に遭ってきたことか。咄とつ嗟さに叫ぶ。

「俺おれが投げるから、お前は記録に専念しろっ」

「なにをいっている、『観かん測そく者しや』はこの私わたしだ」

「強がり言ってる場合じゃないだろ、ここはビルの屋上だぞ。お前に任せたら、クルンの命が危ないっ」

「面白い冗談だな。あんな大きな的だぞ、外すほうが難しい」

　心外だと言いたげに首くび長なが竜りゆうを顎あごで指す。いや、十分に有り得るから言ってんだろっ。

　ツクモは俺の忠告を無視して、先にやった者勝がちだとばかりに、思い切りクルンを放ほうり投なげる。こら、なんてことをっ。

　金きん色いろの弾丸は、予想通り的外れな方向に放たれる。幸いにも、ビルから落ちるほどの飛ひ距きよ離りはなかった。どうしたらそんな角度になるんだって検証したくなるほど真横に逸それて、俺の腕の中へすっぽりと収まる。おぅ、ナイスパス。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、ツクモの抑揚のない声が聞こえた。

「ふん、そこまで言うのなら仕方ない。今日きようは譲ゆずってやろう」

　最初からパスするつもりだったみたいに言ってんじゃねぇ。この切り替えの早さだけは見習ってもいいかもしれない。

　突っ込んでる暇はなかった。首長竜が鳴き声をあげ、襲おそい掛かかってくる。

「後は任せろっ。すぐに終わらせてやるよ」

　叫んでから、勢いよく駆け出した。目論見もくろみ通り、首長竜は動き出した俺を最初のターゲットに選んでくれる。がちがちと巨大な口を開閉しながら追いかけてきた。

　やる気のないサッカー部だけど、走り込みは十分やっている。おかげで親父おやじに鍛きたえられていた時の感覚が戻ってきていた。

　首長竜が追ってくるけど、まだ余裕があった。素早くサイドステップで躱かわし、すれ違いざまにボールを投げつける。

　クルンは、見事に首長竜の横っ面に減めり込こんだ。ぐにゃり、と首長竜の顔が歪ゆがむ。

　よっし、小さくガッツボーズをする。

「シン、なにをもっさりしている。まだ終わっていないぞ」

　ツクモの声が冷たく響ひびいた。意識を素早く給水塔に戻す。

　目の前に、水で形作られた大だい蛇じやがいた。なんで……パンドラが消えてないんだ。それに、もっさりってどういう意味だよ。

　考えてる場合じゃなかった。大蛇が素早く飛び掛かってくる。咄とつ嗟さに横に跳んで避よけた。逃げ遅れたカッターシャツの裾すそが、鋭するどく切り裂かれる。

　冷たいコンクリートの上に転がる。受け身を取って立ち上がったところに、クルンが駆け寄ってきた。

　いつの間に竜が蛇になったんだ……っていうか、ちゃんとクルンを当てたのに、なんで霧きりになってないんだ。

　大蛇は鎌かま首くびをもたげるようにして、再び俺おれに向かってくる。

　考えるのを中断して、無理やり答えを出す。きっと、さっきのは当たりが弱かったんだ。今度こそ、終わりにしてやるっ。クルンがポストイットを見せてくる「遠えん慮りよはいりません、蹴けってください」、そして再び金きん色いろの光を放つ弾たまへと姿を変える。悪いな、クルン。思いっきりいかせてもらうぞ。縁えん日にちの日は、ベビーカステラを買ってやるからっ。

　クルンをコンクリートの地面に落とす。と同時、思い切り蹴り上げた。

　シュートは、大蛇の顔のど真ん中に突き刺さる。今度こそ、完かん璧ぺきだ。

　クルンは跳ね返ると、空中で人間モードに戻る。クルクルと回転しながら器用に着地、と同時にお尻を押さえながら蹲うずくまった。あぁ、ごめんな。

　大蛇の顔がぐにゃりとゆがむ。喉のどの奥に歓かん声せいを溜ためる。だけど、

　次の瞬しゆん間かん、それは悲鳴に化けた。

　大蛇が爆ばく発はつするように広がり、すぐに別の物へ再形成された。空を覆おおうように水の怪物が広がっていく。現れたのは、巨大な蛸たこの足だった。まるで神話に出てくる大蛸クラーケン、古びた給水塔は海底の蛸たこ壺つぼのようだった。八本の吸きゆう盤ばんのついた足が一斉に襲おそい掛かかってくる。

「なっ、どうなってるんだよっ」

「シン、こっちだ」

　ツクモの声がする。振り向くと、昇降口にツクモが戻っていた。クルンを拾い上げて小こ脇わきに抱えると、駆け出す。

　頭の中で、敗残兵のように声が響いた。撤てつ退たいっ、撤退だっ！

　クルンが効かないんなら、どうしようもない。グロテスクな花のように夜空に広がる蛸たこ足あしに背を向けて、昇降口へと駆けた。背後から、這はうように吸盤が迫ってくる。

　飛び込んで、勢いよく扉を閉めた。

　追ってきた蛸足が扉にぶつかり、衝しよう撃げきが昇降口を震ふるわせる。一度だけじゃ済まなかった。悔しそうに何度も足を叩たたきつけてくる。中世において船を襲い難破させると恐れられた海の怪物、まるで沈みゆく船に取り残された船乗りの気分だ。

「確かに、あんなものに襲おそわれたら海のモズクになってしまうな」

　俺おれと同じことを考えたのか、ツクモが言ってくる。微妙に間違ってるけどスルーしよう。

「……確かに、あんなものに襲われたら海のモズクになってしまうな」

　言ってから、自分で間違いに気づいたんだろう、もう一度繰くり返かえす。どうやら、間違ったんじゃなくて冗談でした、ってことで丸く収めたいらしい。

　クルンがじっと俺を見つめてくる。その目が、何を言いたいのかはわかった。「突っ込んでください」、蛸たこ足あしが扉にぶつかって音を立てる。そんなことやってる場合じゃねぇだろ。無視していたら、お尻を抓つねられた。てっ、なにしやがるっ、ベビーカステラは取り消しだっ。

「……言っておくが、今のは藻も屑くずとモズクを言い間違えたのではないぞ。襲われて船が砕けてしまえば、船乗りたちは海に投げ出される。そうなった時に大蛸クラーケンの襲しゆう撃げきから逃れるためには、海かい藻そうの中に身を潜ひそめるのが一番だ。そのために当時は船室の中にモズクを常備していたという。つまりは、そういうことだ。勘違いしているようなので補足しておこう」

　うわ、勝手かつてに軌道修正しやがった。無理やり正当化するつもりらしい。むしろ、今の話の方が突っ込みてぇよ。

　クルンがポストイットを書いてツクモに見せる。「ちゃんと伝わってました」、ツクモが頷うなずく。うむ、ならばよい。なんだ、この茶番は。

　と、外が急に静かになった。ドアに突とつ撃げきをかけていた大蛸クラーケンが、やっと諦あきらめてくれたらしい。

「……なんで、クルンが効かないんだ。白い霧きりは見えてたし、天使のプロテクトってわけじゃないだろ」

「シン、どうやら今回のパンドラはいつも通りに戦ってはならないようだ。ひとつ、古いにしえの兵法家の言葉に従ってみよう。敵を知り己を知れば百戦また危うからず、という言葉を知っているか」

　俺は神妙な顔で頷いた。すっげぇ有名な言葉だからな、それ。

「なにか……考えがあるのか？」

「うむ。あいつは水みず属ぞく性せいだ。中国に伝わる五ご行ぎよう思し想そうでいうと、水みずに勝るものは土つちだ」

　すでに雲行きが怪しかったけど、とりあえず最後まで聞いてみる。

「まず土を大量に用意する。その後、私わたしがやつにクルンをぶつけ、しかるのちに記録するというのはどうだ」

「大事なところがずっぽり抜け落ちてるぞ。土はどうやって用意して、何に使ったんだ」

「ふん、決まっているだろう。その辺はどうにかするのだ」

「んな作戦があるかっ」

　あと、お前じゃクルンをぶつけられないから。敵より先に、もう少し己を知ってくれ。

　つんつん、と人間モードに戻ったクルンが俺の服を引っ張る。振り向くと、すでにズボンに何枚かポストイットが貼はられていた。「パンドラは水じゃないです」「タンクの中です」

　読んだ瞬しゆん間かん、閃ひらめきが走った。

　相変わらず、デキるオコジョだ。確かに水から白い霧きりは出てなかった。霧が出てたのは、給水塔の中からだけだ。そういえば、子供たちは魔ま導どう兵器とか古代の武器とか言っていたな……なんて想像力、恐るべし妄想時代。恨うらむぜ、みっちょん。

「どういうことだ。説明しろ、シン」

「……つまり、小学生たちが妄想したのは姿を変える水じゃなくて、中に入っている水を操あやつる給水塔だったってことだよ。水にいくらクルンをぶつけてもダメなんだ」

「うむ、正解だ。ちゃんと理解できているようだな」

　こら、なんでお前が試したみたいになってるんだ。クルンがポストイットを見せる。「お姉ねえ、さすがです」いや、最初に気づいたの、お前だからっ。

「でも、いくらなんでも、あの八本足の攻こう撃げきを避よけながら給水塔まで近づくのはキツいな」

「ふん、情けないことだ。私わたしならば華か麗れいに水みず蛸だこを避けつつクルンをヤツの急所に──」

「できねぇよ。己を知れっ」

　しばらく考えてから、作戦を提案する。

「こういうのはどうだ。俺おれが囮おとりになってあの蛸たこ足あしを引きつける、お前はその間に給水塔にこっそり近寄って中にクルンを落とすんだ。いいか、絶対に投げるんじゃないぞ」

　我ながらナイスアイデアだと思った。攻撃を避けるだけなら、そう難しくはない。俺がパンドラの注意を引きつけていれば運動音痴のツクモでも給水塔に近づける、上からクルンを落とすだけなら外しようがないだろう。

　俺の提案に、ツクモは当然のように頷うなずく。

「やっとその結論に辿たどり着ついたか。ずいぶんと時間が掛かったな」

「思いついてたんなら、さっさと言えよ」

「お前の成長を見届けたかったのだ。シン、成長したな」

　ぽん、と肩を叩たたかれる。ああ、もうなんでもいいや。

　クルンが手のポストイットを見せてくる。可愛かわいらしい丸まる文も字じで「しんた囮おとり大だい作さく戦せん（オペレーション・シンタデコイ）です」と書かれていた。相変わらずのセンスだ。

「……ふむ、悪くない」

　ツクモは作戦名が気に入ったらしく、大げさに頷く。俺は気に入らないけどな。あと、しんた、なんて名前じゃないけどな。

「では、しんた囮大作戦オペレーシヨン・シンタデコイを決行する。準備はいいか、シン。お前は磯いそ釣づりでいうならばゴカイ、ザリガニ釣りでいうならチクワだ。私が奴やつを倒すまで、溝どぶ鼠ねずみのように逞たくましく逃げ続けろ」

　それは囮じゃなくて餌えさだ。食われろってことか。一番危険な役目を引き受けてるってのに、他ほかに言い方はねぇのかよ。クルンがポストイットを見せてくれる。「チクワ好きです」へぇ、そうなんだ。この状況で言うことか。

　行くぞっ、半ばやけくそになって思い切り扉を開く。給水塔からは、さっきと変わらず巨大な八本の蛸たこ足あしが伸びていた。蛸足はすぐ俺おれに気づいて、一斉に迫ってくる。

　昇降口から駆け出す。蛸足は大げさに天高く持ち上げると、次々に振り下ろしてきた。全神経を集中させて、必死に降ってくる蛸足を避よける。まるで熱帯魚になった気分だ。

　ちらりと昇降口を見る。クルンを抱えたツクモが、そっと屋上に出てきていた。蛸たこの化け物は俺に気を取られて、ツクモたちに気づいていない。とりあえずここまでは作戦通りだ。

　蛸足の攻こう撃げきパターンが急に変化する。振り下ろすのを止やめ、何もない場所にペタリと足を下ろした。いきなり八本を横一列に並べ始める。

　今までとは違うその動きに、俺の頭は警告を発する。ワーニング、ワーニング。

　どうやらローラー作戦をするつもりらしい。今までは真上から叩たたくような点の攻撃だった。今度は、地面を這はうようにして真横に振り抜く面の攻撃だ。足しかないくせに、頭を使うじゃねぇかっ。

　勢いよく八本の蛸足が地面すれすれを滑ってくる。それは、巨大な壁かべが迫ってくるみたいだった。徐々に逃げ場所を奪いながら迫ってくる巨大な水の壁。狭い屋上では避けるスペースはほとんどない、逃げるほどに端の方へと追い込まれていく。もちろん、蛸足は跳び越えられるほど小さくもない。

「くそっ、大蛸クラーケンなんか最近のファンタジーじゃ脇わき役やくだろっ」

　一般的なファンタジーの流行を、せめてもの仕返しに叫んでみる。

　目の前にフェンスが迫ってくる。頭の中に表示される選択肢は二つ。Ａ夜空へダイブ。Ｂこのままフェンスに挟まれる。どっちも結果は同じ、デッドエンドだっ。

　頭の中に、ずっと昔に書いた教きよう訓くんが蘇よみがえる。

　第七十二訓、百点を狙ねらうよりも七十点を狙ってやった方が上う手まくいく。

　それと同時に、体中からふっと力みがとれるのを感じる。カッコよく決めようとか思うな。駄目で元々、やってみるしかないっ。

　右足に全体重をかけて思い切り踏ふみ切きった。もちろん、夜空へダイブを選択したわけじゃない。フェンスの上端を目掛けてジャンプし、三角跳びの要領でさらに高く空中へ跳ね上がる。空中で体を捻ひねり、俺を弾はじき飛とばそうと横よこ薙なぎにやってきた蛸足の群れを跳び越える。

　よく避けたっ！　ナイスだ俺っ！　自分でも信じられないくらいの見事なジャンプ。

「その調子だ、シン」

　ツクモも賛辞を送ってくれる。

　え。

　蛸足が、一斉に声がした方を振り向く。

　おい、こらっ、余計なことを言うんじゃねぇっ！　囮おとりの意味がねぇだろっ！

　ツクモはあと数メートルで給水塔に手が掛かるくらいまで近づいていた。なんつーとこで、ミスするんだ。大蛸クラーケンはツクモを目掛けて八本の足を走らせる。

「シンっ、今だ、走れっ！」

　凜りんとした声が響ひびく。

　そこで気づく。ツクモの手から零こぼれ落おちたオコジョが、俺おれのすぐ傍そばまで駆け寄っていた。

　作戦が逆じゃねぇかっ。クルンは俺に向かってジャンプし、空中で再び弾たまになる。

　こうなったら、やるしかねぇ。クルンを空中でキャッチすると、給水塔に向かって駆け出す。

　あと五メートル、四メートル。

　蛸たこ足あしの一本が、逃げようとしていたツクモの腕に絡からみつく。ひょわ、ツクモがらしくない悲鳴をあげる。

　三メートル、

　蛸足がにゅるんとツクモの足首から太ふと腿もも辺りまでに巻きつく。ひゃわ、ツクモがさらにらしくない悲鳴をあげる。

　二メートル、

　蛸足がにゅるにゅるとツクモの腰から胸元にかけてぐるりと縛しばり上あげる。ひょわわっ、なんかもう悲鳴じゃない声がする。

[image: ]

　ちらりと様子を見る……う、く、エロい絡まり方、って、んなこと考えてる場合じゃねぇっ。

　一メートル、ここまで来たら外さないっ。

　残りの蛸足たちが、いっせいにツクモの体を目掛けて襲おそい掛かかる。

　間一髪だった。俺おれの投げた弾丸が、給水塔の中に落ちる。

　その瞬しゆん間かん、蛸たこ足あしの形が崩れた。

　輪郭が揺らいだかと思うと、一いつ瞬しゆんで水に戻る。

「よし……あ、やべ」

　気づいた時には手遅れだった。ツクモに迫っていた蛸足が、一斉にただの水に戻る。滝に打たれたように、大量の水が降り注いだ。

　高飛び込みの選手がプールに飛び込んだような、豪快な音が響ひびき渡わたる。

　屋上に撒まき散ちらされた貯水。むんと夜に広がる湿気。その中で、全身びしょ濡ぬれになったツクモが転がっていた。

「お、おい……大丈夫かっ」

　慌てて駆け寄る。ツクモは水が滴したたっている長い髪をかき上げながら、むくりと起き上がった。ずぶ濡れになったことなど、まるで気にしてないような無表情だった。

「間一髪だな。危うく水みず蛸だこの慰なぐさみものになるところだった」

　こら、真顔でなんつーことを言うんだ。

　確かに、もうちょっと遅かったらヤバかったかもな。あの蛸たこの足が体中に巻き付いて、満まん月げつ堂どうの制服がびりびりになって、このへんぐいぐいって締しめ付つけられて、吸きゆう盤ばんが──って、何考えてんだ、俺っ。

「……シン、鼻血が出ているぞ」

　ツクモの冷たい声がする。

　なっ。噓うそだろっ。慌てて自分の鼻下に触れる。ちょっとヤバい妄想したけど、それで漫画みたいに鼻血を垂れ流すなんてこと……あるわけなかった。

　顔を上げると、ツクモが無表情で見つめていた。どうやら騙だまされたらしい。ふむ、そういう趣しゆ味みだったのか、と胸に刺さる呟つぶやきが聞こえてくる。ああ、今すぐにこのビルの上から飛び降りたい。

「お前の趣味は置いておいて、よくやった。作戦通りだ、シン。私わたしが身を挺ていして囮おとりを引き受けた甲か斐いがあったというものだ」

「ちょっと待てっ。どこが作戦通りだよ、なんであの場面で声を出すんだっ」

「作戦通りだ、敵を欺くにはまず味方からと言うだろう。私のパートナーならば、兵法も少しは学んでおけ」

「騙してどうするっ、いつからツクモ囮大作戦オペレーシヨン・ツクモデコイになったんだっ」

「なんだ、その作戦名称は。恥ずかしいから、あまり口外しない方がよいな」

「お、お前っ、お前らが勝手かつてにつけたんだろ、殴るぞっ」

　次の瞬間、ツクモの裏うら拳けんが俺の顎あごを捉とらえていた。思わず膝ひざを突く。成長しねぇな、俺。

「過ぎたことは水に流せ。ちょうど、今の私は水浸しだ」

　追い打ちのように、冷たい声が聞こえてくる。上う手まいこと言ったみたいな顔してんじゃねぇ。全然上手くないし、意味もわかんねぇから。

　背後から水を搔かき分わける音がする。振り向くと、給水塔の中から一匹のオコジョが顔を出していた。あぁ、ごめん、なんだかんだいって一番頑張ったのはお前だよな。

　オコジョは体を勢いよく振って水を弾はじき飛とばすと、ちょこちょこと駆け寄ってくる。近くまで来てから、ぽんっと白い霧きりを出して人間モードになった。その姿も当然ずぶ濡ぬれだったけど、満面の笑みを浮かべる。ずぶ濡れになったことより、ツクモの役に立ったことが嬉うれしいらしい。ポストイットを書いて見せてくる。「お姉ねえとおそろいです」、二人ふたりとも水浸しだって言いたいんだろう、喜ぶな。

　危険な役を引き受けてたはずなのに、なんか俺おれだけ楽したみたいじゃねぇか。

「シン、パンドラを記録する。本を取ってきてくれ」

　ツクモの冷たい声がする。給水塔からは、まだ白い霧が噴ふき出していた。

　昇降口に置いてあったクルンのリュックを取って戻ってくる。その中には、表紙にも背表紙にも何も書かれていない白紙の本が入っていた。これが、ツクモがパンドラを記録するための媒体だった。

『観かん測そく者しや』は、パンドラを物語として記録する能力を持っている。この時、今回のように発生したパンドラが世界の法則や常識からかけ離はなれたものだった場合、記録と同時に修正されたりもする。とにかく、記録が完了してやっと仕事は終わりだった。

　白紙の本を手渡す。ツクモはそれを開くと、髪から滴したたっている水滴がつかないように腕を真まっ直すぐ伸ばし、静かにいつもの台詞せりふを口にした。

「対象を確認しました。データの記録を……開始します」

　あれ、なんかいつもと違って丁寧な口調だな。

　……いや、ちょっと待て、これがツクモなわけねぇだろっ。

　聞こえてきた声と同時に、給水塔から噴き出ていた白い霧が光の粒へと変わる。光の粒は遺伝子の螺ら旋せん構造のように渦巻きながら、俺たちの頭上を越えて真後ろへと流れていった。

　振り向くと、昇降口にいつの間にか本を持った女性がいた。ここからは死角になっていてその顔までは見えない。光の粒子は彼女を取り巻くように囲み、風ふ呂ろの栓を抜いたように勢いよく本の中に注ぎ込まれていった。

　一いつ瞬しゆんで、彼女を取り巻いていた光は本の中に吸い込まれる。それと同時に、再び辺りが暗がりに包まれた。

「データ保管、完了しました」

　落ち着いた声こわ音ねが響ひびく。パタンと本を閉じ、胸に抱くようにしてしっかりと摑つかむ。パンドラの記録は、全すべて彼女が抱いた本の中に記録されていた。

「お前は何者だ。なぜ、その能力を持っている」

　呆あつ気けに取られている間に、ツクモの冷たい声が響ひびく。相変わらず、こいつの何が起きても動じないところはすごいと思う。

　しばらく待つけど答えは返ってこなかった。ただ、無視しているわけではないようで、昇降口からこちらへ近づいてくる。

「この町の『観かん測そく者しや』は私わたしだ。記録を返してもらおうか」

　ツクモがもう一度、ゾクリとするような冷たい声を発する。

　彼女が何者で、なぜパンドラを記録する能力を持っているのかわからない。でも、ただ一つだけわかっていることがある……苦労して記録できるとこまで修正したんだ。物語を横取りするなんてやりすぎだろ。

　月の光に迎え入れられ、パンドラを横取りした相手の顔が露あらわになる。

　思わず、息を吞のんだ。

　夜風に揺れる、頭の斜め上で束ねられた髪。本好きの同志だと言った、早はや川かわ鈴すず音ねだった。

「お断りいたします。私わたしがこの町の、新しい『観測者』になるのですから」

　聞こえてきた声には、風に揺れる野草が幹の中に隠し持っている芯しんのような、強い意志が感じられた。

「なにを言っている。この町の『観測者』が二人ふたりになるなど聞いていないぞ」

「二人になるのではなくて、私があなたの代わりになるんです。満みち月つきツクモさん、この二週間の間、私はずっとあなたの行動を監かん視ししてきました。はっきり言いましょう、あなたには『観測者』の才能がありません」

　夜の静けさが、ビルの屋上へと降ってくる。

　少し冷たい夜風を受けながら、静かに思った。

　……なにを、今さら。

　ツクモに才能がないことなんて、出会ったその日からわかっていた。二週間も調べた結論がそれだとしたら、とんだ時間の無駄だ。っていうか、二週間も監視されてたのかよ。

　突きつけられた事実を受け入れたわけじゃないだろうけど、ツクモは平然としていた。無表情のまま、つまらなそうに呟つぶやく。

「ふん、安い挑発だな」

　いや、思いっきり事実だけどな。

　ツクモが馬ば鹿かにされたことに怒ったらしい。クルンが険しい顔でポストイットを見せてくる。「あの人、ゆるせないです」何をするつもりなのかわからないけど、腕をぐるぐると回しながら駆け出す──のを、後ろからフードを摑つかんで止めた。ちょっと話がややこしくなりそうだから待ってろ。

「聖せい獣じゆうやボーイフレンドの力を借りないと記録ができないなんて……それでよく『観測者』を名乗れますね。才能だけじゃない、あなたにはこの町のパンドラを記録する資格が全くといっていいほどありません」

　言いながら、クルンと俺おれを交互に見る。

　一いつ瞬しゆんだけ、早はや川かわと目が合った。

　早川は俺に気づかなかったのか、すぐに視線を逸そらせる。

　ほんの少し、胸の中に寂しさが過よぎった。わずかな時間だったけど、彼女と本の話をしながら歩いたのはとても楽しい時間だったから。

　クルンが俺の腕からフードを引ひき離はなそうと、腕を回しながらじたばたともがき始める。こら、ややこしいことになるから少しじっとしてろ。

「勝手なことを言うな。監かん視ししていたという割には、お前は何もわかっていない」

　ツクモは得意げに鼻を鳴らす。それから、びしっと、俺を指差した。

「シンは、ボーイフレンドなどではない」

　微妙な空気が流れる。おい……今、それが重要か？

「それに、資格があるかどうかはお前が決めることではないだろう。私わたしは神から『観かん測そく者しや』の仕事を請うけ負おっているのだ」

　ついでのように付け足す。うん、それを先に言ってくれ。早川も気を取り直して、ぎゅっと本を抱き直しながら答える。

「今のところは、そのようですね。でも、これからこの町で起こるパンドラは全すべて私わたしが記録します。そうすれば神様も、全く記録のできないあなたよりも私の事を選んでくれるでしょう」

「聞き捨てならないな。まるで、私が劣っているような言い方ではないか」

「そう言っているんです。具体的に言いましょうか、あなたは『観測者』なのに空白ブランクが見えないのでしょう」

　早川は俺と同じように白い霧きりが見える体質らしい。ツクモは頷うなずき返かえすと、更に上から答える。

「ふん、どうやら探知能力には秀ひいでているようだな」

　じゃぁ、お前は何の能力に秀でているのか聞かせてもらおうか。

「それに、今夜のパンドラ程度なら、私は情報の修正を行わなくても記録することができます。だから、横から奪ったように言われるのは心外です」

　マジかよ、思わず呻うめきそうになる。それができるんなら、パンドラの記録がどれだけ楽になるか。ちらりと横目でもう一人ひとりの『観測者』を見るけど、相変わらず何を考えているかわからない無表情だった。

　ツクモも、負けじと言い返す。

「シンをボーイフレンドだと言われた方がよっぽど心外だがな」

　また微妙な空気が流れる。おい……今、それが重要か？

「どうしても自分の無力を認めたくないようですね。それなら、教えてあげます。この一週間、この町のパンドラは全て私が記録し続けていました。だというのに、あなたは先に記録するどころか、私わたしの存在に気づくことすらなかった」

「え……じゃぁ、今週に入ってから、急にパンドラを見つけられなくなったのは……全部、先に記録されてたからだったのか」

　思わず呟つぶやいてしまう。だけど、ツクモは全く動揺を見せず、それどころか全すべて知っていたとばかりに鼻を鳴らす。

「ふん、わかっていないのはお前だ。わざと泳がせていたというのに、そんなことも気づかないのか」

「……どういう、意味ですか」

「大昔の兵法家の言葉に、戦いとは常に一手二手先を読んで行うものだ、というものがあるのを知っているか」

　それはたぶん兵法家じゃなくて、赤あかい彗すい星せいの人だけどな。早はや川かわの視線が、すっと険しくなる。

「私わたしのことに気づいていたのに、放ほうっておいたというのですか？」

「当然だ。わざわざお前のような小物を探すのも面めん倒どうだったのでな。私わたしのことを甘く見て、そうやってツチノコのようにノコノコ姿を現すのを待っていたのだ」

　噓うそをつくなっ。パンドラを見つけられない俺おれをさんざん馬ば鹿かにしてただろ。あと、ツチノコは別にノコノコしてないからな。そもそも姿を現さないからな。

　早川は、見え透いた強がりを笑うことはなかった。それどころか素直に捉とらえたようで、緊きん張ちよう感かんを取り戻した声こわ音ねで呟く。

「そうだったのですか。どうりで、あっけなすぎると思ってました。明あ日すからが本番ということですね。それなら一つ、この町の『観かん測そく者しや』を賭かけて勝負をしませんか？　一週間で、どちらがより多くのパンドラ本を記録できるか。勝負に勝った方が、新しくこの町の『観測者』になるというのはどうです？」

　夜風がビルの頭を撫なぜるように吹き抜ける。風に言葉を攫さらわれたように、短い沈ちん黙もくが降りてきた。

　考えるまでもなかった。そんなの、受けるわけがない。

　相手が何者なのか、パンドラの回収能力がどれくらいなのかはわからない。現にこの一週間、ずっと先に記録されてたわけだし、向こうの方が上うわ手てだって可能性の方が高いだろう。大体、こっちは正式に神様に選ばれてるんだ。わざわざそんなリスクを冒す必要なんてどこにもないじゃないか。

　ツクモの方を振り向いて、絶対に受けるな、と視線で訴える。ツクモは大きく頷うなずいた。そして、冷たい声で呟く。

「ふむ、なかなか面白そうだな」

　おい、そんなアイコンタクト送ったんじゃねぇよっ。

「……だがな、そんな遊びに付き合ってやるほど私も暇ではないのだ。それに、挑戦など受けなくとも、この町の『観かん測そく者しや』は私わたしだからな」

　お、なんだ。珍しくちゃんと考えてるじゃねぇか。もっとも、勝負したら負けるかもしれない、というのは微み塵じんも考えてないようだけど。

「……そうですか。でも、予言しておきます。あなたは近いうちに、私わたしの挑戦を受けることになりますよ」

　そう口にしてから、いきなり俺おれの方に顔を向ける。

　さっき視線を合わせた時は、気づかなかったみたいにすぐ逸そらされた。

　でも、今度は違った。そっと笑え顔がおを浮かべる。まるで秘密を共有しているような、親密さが込められたような笑顔。ああ、よかった。俺のこと覚えててくれたんだ。

　次の瞬しゆん間かん、早はや川かわが目の前にいた。いきなり目の前まで駆け寄ってきて手を取る。俺の右手を、両手で包み込むように握にぎり締しめる。

「あ、えと……なに、これ」

　頭の中がホワイトアウトする。俺の呟つぶやきを無視して、早川は顔を思いっきり近づけてきた。っていうか近すぎだろ、どうなってるんだ、この子の距きよ離り感かんは。

「あの、今日きようは、色々と教えてくれてありがとうございました。またいい本があれば紹介してくださいね、同志の桐きり島しまくんっ」

　目の前で、早川が咲くように可愛かわいい笑顔を浮かべる。握り締められた手は温かくて、とても柔らかくて……どうしようもないくらい鼓動を速くした。

　早川は笑みを浮かべたまま、ぱっと手を離はなし、それじゃまた会いましょう、と呟いてから昇降口の方へ駆けていった。階段を下りる足音が遠ざかっていく。

　全員が、早川鈴すず音ねを追いかけるのも忘れて立ち尽くしていた。

　なんつー爆ばく弾だんを残していったんだ。クルンが悲しそうな目で見上げてくる。いや、違うって。たまたま知り合ってただけだって。

「……さて、釈明を聞こうか」

　背後から、ゾクリとするような冷たい声がする。

　振り向くと、ツクモが氷のような無表情で見つめていた。
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　教室に入ると、ヤンボがわかりやすく騒さわいでいた。猿が木の実でも割ろうとしてるみたいに、俺おれの机をばしばしと叩たたいている。うわ、朝から最高潮に関かかわりたくない。

「この時期の転校生って謎なぞだよなっ、謎っていえば俺だろ、なんかもうそれだけで俺とのフラグが立ってるとか思わねぇ？」

　思わねぇ。確かに、お前の頭ん中が謎だよ。

　机に近づくと、ヤンボがやっと来たかとばかりに近づいてくる。その横では、ケンちゃんが困った顔をしていた。散歩中に、雌犬とすれ違って興奮した飼い犬を宥なだめている飼い主の表情だ。

「新あら太た、転校生が来るってよ。しかも女子っ」

　そりゃよかった。適当にヤンボを押しのけて、無事に着席する。

「お前っ、なんだよ、そのリアクション。あれですか、満みち月つきさんといい感じだからって転校生には興味ないですかっ」

　全力で絡からんでくる。なんでこんなにウザく振ふる舞まえるんだ、このアホゥは。

　第百六十二訓くん、無視をすると決めたら徹てつ底てい的にやること。

　返事をせずに、窓の外に視線を向ける。この手のアホゥには、中途半端に反応するのが一番喜ばれる。やるなら相手が引くくらい反論するか、飽きるまで完かん璧ぺきに無視するかだ。

「あれだよな、女ができた途端に付き合い悪くなる奴やつって最低だよな。いや、まじありえねーって、ケンちゃんも、そう思うだろ」

　びっくりするくらいウザい表情で言ってくる。もうこれは才能といっていいかもしれない。

「なんてゆーの、友情なんて女と上う手まくいってない時の暇つぶしくらいにしか思ってないんだろ、なぁ、そうなんだろ。ちょっと奥さん、聞きました、この人ってばコレがアレでいい感じだからって親友のことをずっと無視してやがりますのよ」

　教きよう訓くんで対処できない例外もいるらしい。無視し続けても、ヤンボは全力で絡み続けてくる。『集まれ！ウザい子選手権』に出たらきっと優勝できるだろう。そんなのねぇけど。こいつとの距きよ離り感かんに、親友って名前をつけたのは間違いだったのかもしれない。

　それに……心の中で付け足す。ツクモとも、全然いい感じじゃねぇんだよ。




　もう一人ひとりの『観かん測そく者しや』、早はや川かわ鈴すず音ねにパンドラを横取りされた夜から二日ふつかが過ぎていた。

　早川とは偶然会っただけだってことを話してなんとか誤解は解けたけど、それで全すべてが収まったわけじゃない。ツクモはいつも無表情だけど、ほぼ毎日のように顔を合わせているせいで感情の動きも少しはわかるようになっていた。あの日から、ちょっとだけ不機嫌な日が続いている。

　あの夜以降、早川は頻ひん繁ぱんに姿を見せるようになった。俺たちが狙ねらっていたパンドラを一足先に記録して、ツクモに挑発するような言葉を、俺にはどういうわけか可愛かわいい笑顔を向けて去っていく。

　早はや川かわがどうしてパンドラを記録する能力を持っているのか、何が目的でツクモから『観かん測そく者しや』を奪おうとしているのかは依然として不明なままだ。

　昨日きのうの夜も、そうだった。

　久しぶりに見つけたパンドラ、日本に生息しているはずのない世界最大のネズミ、カピバラを追いかけていた。ただのカピバラじゃない、ヘルメットみたいに獣けものの頭ず蓋がい骨こつを被かぶった、可愛かわいらしいカピバラゾンビだった。最近どっかで、こんな話を聞いたな。

　近くにいたクルンがポストイットを見せてくれる。こころなしか、目がキラキラしていた。「ゾンビどうぶつえんです」ああ、お前も知ってるのか。

　場所は近くの公園、時間は夜の十時を回っていた。

　カピバラは意外にすばしっこく、一時間ほど追いかけっこをしてなんとか追い込んだ。公園の端にある花か壇だんに挟まれた一本道、両りよう脇わきから俺おれとツクモが挟はさみ撃うちにする。

　じりじりと距きよ離りを詰めながら、やっと長い夜が終わると安心したのがいけなかった。

　奴やつが動きの遅いネズミだと侮あなどっていた。

　俺が距離を詰めた瞬しゆん間かん、カピバラは、飛んだ。

　短い両足でちょこちょこともがきながら、体が宙に浮く。教室でヤンボが嬉うれしそうに話していたのを思い出す。これかっ、これがそのシーンか。確かに、カピバラが必死すぎてなんか怖こえぇよ。

「シン、なにをもっさりしている。追うぞっ」

　しまった、俺がもっさりしている間にカピバラは花壇の向こうに消えていく。だから、もっさりって何だよ。

　慌てて駆け寄り、花壇を飛び越えて追いかける。

　そこで見たのは、待ち構えていたようなタイミングで、早川が金きん色いろの光を本に記録するところだった。空飛ぶカピバラゾンビ（並べて言うとなんかすごい）の姿は、もうどこにもなかった。

「あら、こんばんは。こんな夜分にランニングですか？　そういえば、今、目の前にパンドラが飛び出してきたんです。夜の散歩もいいですね」

　パタンと本を閉じて、ツクモに落ち着き払った声で告げた。

　そして、俺の方に向き直ると可愛らしい笑え顔がおを浮かべ、ぱっと駆け寄る。いつもの近すぎる距離感で見上げながら、

「あの、桐きり島しまくんから薦すすめてもらった『休日の庭』、読みました。とても面白かったです。またいい本があれば紹介してくださいね」

　なんてちょっと嬉しいことを言って去っていく。パンドラの記録では敵対しているけど、本好きの同志だってことは変わらない、そう言うように。そのせいで、俺はどうしても彼女のことが嫌いになれない、どんな距きよ離り感かんで彼女に接すればいいのかわからないでいた。




　チャイムが鳴り、意識が教室に連れ戻される。

　呆あきれたことに、ヤンボは無反応だった俺おれにずっと絡からみ続けていたらしい。「続きは次の休み時間な」と最低の捨すて台詞ぜりふを残して、一つ前の自分の席へ座る。

「それにしても、なんでこんな時期に転校してきたんだろうね」

　ケンちゃんが離はなれ際ぎわに不思議そうに呟つぶやいた。確かに、転校して来るには半端な時期だった。

　廊下側の窓に、担任とその後に続く転校生の影が映る。

「くる、くるぞーっ」

　ヤンボが競馬レースに熱中している人みたいに声を絞り出す。転校生一人ひとりになんでこんなテンションを上げられるんだろう。教室のドアが開き、担任が入ってくる。その後に続いて、早はや川かわが顔を見せた。

　え？

　どういうわけか、ウチの制服に身を包んだ早川鈴すず音ねがそこに立っていた。いつものエンジニアポーチだけは腰に引っ掛けるようにしてぶら下げている。いや、わけもなにも……転校生は早川だったってことなんだろうけど。

　いくらなんでも、出来すぎじゃないか。ベタすぎるだろ。『月げつ光こう文ぶん庫こ』でも使い古されたテンプレートだ、謎なぞの転校生ってそのままじゃないかっ。

　早川が教卓の真ん中に立ち、担任に紹介される。

「早川、鈴音です。あの……よ、よろしくお願いします」

　そう言うと同時に、好感度百パーセントと言ってもいいほど完かん璧ぺきな笑え顔がおを浮かべた。ついでに、ちょこんと首を傾かしげる。

　その瞬しゆん間かん、ざわっと、教室の空気が変わるのがわかった。簡単にいうなら、彼女の笑顔に魅み了りようされたんだと思う。

　担任の計らいで、ちょっとした質問コーナーになった。この盛り上がり度で、転校生がどれくらいクラスに注目されてるかがわかる。早川鈴音は、もちろん大盛況だった。男子女子に関係なく、次々と手が挙がる。

「趣しゆ味みはなんですかー」「えっと読書、です」「好きな料理はー」「カ、カルボナーラです。あのカリカリに焼いたベーコンが好きです」

　早川は緊きん張ちようして少し詰まりながら、それでも精一杯質問に答える。その様子が、皆の好奇心をさらに誘う。それを遠く、液晶テレビ越しのトーク番組みたいに見ながら考える。

　ケンちゃんが転校するには変な時期だって言ったけど、不思議なのはそれだけじゃなかった。早川は二週間の間、俺たちを監かん視ししていたと言っていた。なら、二週間前からこの町にいたってことになる。なんで今いま頃ごろになって転校してきたんだ。それまでの間なにをやってたんだ。考えれば考えるほど疑問がやってくる。

「どこに住んでるのー？」「えっと、浜はま岡おか駅のすぐ傍そばです」「好きな有名人はー？」「えと……あ、ガチャピンですっ。特にあの背中のイボイボのところ」

　考えても、わからないことだらけだった。チャンスを見つけて聞いてみるしかないか。できるだけ、教きよう訓くんは守って行動したいけど。

　第四十一訓、転校生と一番に仲良くなるのは避さけること。

　小学校の時に学んだ教訓だ。転校生と早く仲良くなりすぎると、周りの生徒や友達からちょっと妬ねたまれたりする。後で、転校生が残念な奴やつだってわかったときのダメージも大きい。あんまり他ほかの奴らには、早はや川かわと先に出会ってるってのは気づかれないようにしないとな。

　ちょっと遅れて、流すように聞いていた質疑応答が頭の中に染しみ渡わたっていく。趣しゆ味みが読書ってのはやっぱいいよな。好きなポイントがベーコンなら、カルボナーラである必要はないよな。ガチャピンは有名人って括くくりでいいのかな。

　ふと気づくと、全員が俺おれの方を振り向いていた。

　え、なにが起きた？　顔を向けると、壇だん上じようの転校生は照れくさそうな笑顔をこちら向けて、小さく手を振っていた。な、なんのつもりだっ。
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　誰だれかがぱっと手を挙げる。

「桐きり島しまくんと知り合いですかー？」「え、はい。こっちに来てからいろいろ教えてもらってます」「どういう関係ですかー？」「あ、えっと、その……なんというか、言葉にしにくい感じ、です」「いつ知り合ったんですかー？」「えっと、三日前です。あ、昨日きのうの夜も、公園で会いました」

　前の席に座っているヤンボが、小刻みに震ふるえ始める。がばっと勢いよく振り向いて「異議ありっ！」と弁護士が叫ぶみたいに俺おれの机を叩たたいた。

「お前、どういうことだっ。転校生とは皆が同じスタートラインで交流を始めるのがルールだろっ、なに勝手にフライングしてやがるっ！」

　知らねぇよ。そんなルールいつできたんだ。

　俺の視界を遮るように、ヤンボが立ち上がって迫ってくる。ホームルーム中だろ、何とか言えよ担任。

「お、お前っ、満みち月つきさんはどーしたっ！　さっきの興味なさそうなリアクションはなんだよっ！　裏切り者、スケコマシっ、ゲンゴロウっ、お前がそんなやつだとは思わなかったぞっ！」

　なんだよゲンゴロウって。きっとこのアホゥは、スケコマシを虫の一種だと勘違いしてるんだろう。

　ずいぶん遅れて、山やま口ぐちぃ、気持ちはわかるけどすわれー、と担任が注意してくれる。なんか引っかかる言い方だけど、そこはスルーしよう。

　早はや川かわが空いている席に座り、担任と一限目の教師が入れ替わる。教室は表面上だけ落ち着きを取り戻したけど、アウェーのど真ん中にいるような居い心地ごこちの悪さはいつまでたっても消えなかった。できるだけクラスでは目立たないように心がけてるつもりなのに、なんでこんなことになるんだ。

　ぽつりと、呟つぶやくような声が横から聞こえる。

「……最低」

　隣となりの席の藤ふじ崎さきが、教科書をじっと見つめながら呟いていた。

　教科書のどこかに載ってたんだろう……そうであることを、願った。







　早川鈴すず音ねは、すぐに女子グループに受け入れられていた。休み時間のたびに、彼女の周りには人だかりができる。すでに他ほかのクラスにも友とも達だちがいるらしく、教室の外にも出かけたりしていた。そして俺は、休み時間のたびにヤンボに全力で絡からまれた。教きよう訓くんは、やはり正しい。

　やっと早川と話ができたのは、昼休みになってからだった。起立、礼、が終わると同時に席を立ち「ちょっといいか」と話しかけて、半ば強引に彼女を教室の外に連れ出す。クラス中から冷やかしの視線が向けられたけど、構ってられなかった。

　人ひと気けの無い階段の踊り場まで移動すると、午前中ずっと溜ため込こんでいた言葉を吐き出す。

「どういう、つもりだよ。なんでいきなりこの学校にきたんだ？」

「えっと……それ、言わなきゃ、駄目、ですか？」

　早はや川かわは言いにくそうに口ごもりながら、少しだけ顔を逸そらせる。

「ああ。いったい、何を考えてるんだ」

「……その、桐きり島しまくんともっと仲良くなりたかったから、です」

　えっと、そんな理由で転校してくるやついるわけないだろっ。

　でも早川は、ついに言っちゃった、とでも言うように恥ずかしそうに顔を赤らめながら、上目遣いで見つめてくる。なんだよ、そのリアクションっ。可愛かわいいからって誤ご魔ま化かされないからな……駄目だ。顔が熱くなるのを感じて、慌てて質問を変える。

「じゃ、じゃぁ、なんで、パンドラを記録する能力を持ってるんだ？」

「それは……言えません。でも、これだけは言えます。満みち月つきさんよりも、私わたしの方が『観かん測そく者しや』に相応ふさわしいと思います」

　表情を真剣なものに戻して、真まっ直すぐ見つめながら早川は告げる。

「この二週間、あなたたちがパンドラを記録するのを監かん視ししていたって言いましたよね。この町の『観測者』の実力を知るのが目的でした。だから、満月さんと一緒にパンドラの記録をしている桐島くんのこともずっと見てました」

　真剣な顔で歩み寄ってくる。普通に会話する距きよ離りから一歩近づく。どうなってるんだ、この子の距離感は。ちゃんと適切な間隔を守ってくれ。

「最初は、あんな酷ひどい仕打ちを受けてるのに、どうしてあなたが、満月さんを手伝てつだってるのか不思議でした。でも……すぐに気づきました。あなたは、この世界の平和を守るために、その身と心を犠ぎ牲せいにしてるんですよねっ。私はいつの間にか、満月さんじゃなくて……ずっとあなたを見ていることに気がついたんです。こんな気持ち、初めてです」

　なんだ、この展開っ。早川はさらに体を寄せてくる。俺おれのセンサーは敏感に面めん倒どうごとの接近を知らせていた。それもただの面倒ごとじゃない。パターン青。少し前まで避さけ続けてた、恋愛、って二文も字じが絡からんだ面倒ごとだ。

「……最初は、この気持ちがなんなのかわからなかった。だけど、気づいたんです」

　思わず後あとしざる。でも、逃げることが出来たのは一歩だけだった。すぐに、背中が壁かべに当たる。コーナーを背負ったアウトボクサーの気分。早川には色々と尋ねたいことがあって連れ出したはずのに、なんで俺が追い詰められてるんだ。

　ぱっと、早川が俺の右手を取る。

　両手で包むと、シスターが祈るみたいに胸の前に持ってくる。その手の温かさは、俺がよく知る文学少女とは全く違うものだった。すぐ近くで俺を見上げる瞳ひとみは、とても綺き麗れいだった。

　そっと、口を開く。

「桐島くん……今夜から、私と一緒にパンドラの記録をしてくれませんか？」

　ロープ際ぎわに追い詰められたところで、渾こん身しんの右ストレート。

　早川は真まっ直すぐに俺を見詰めてくる。とても冗談を言っているようには見えなかった。

「ちょっと、待ってくれ。知ってるだろ、俺おれはツクモのパンドラの記録を手伝てつだってるんだよ」

「だから、お願いしているんです。私わたしは、あの人みたいに酷ひどいことはしません。どんな時も一緒に戦うし、桐きり島しまくんに危険なことを押し付けたりもしません」

　ツクモにも、少しでいいから見習ってほしい言葉だった。こら、なにを考えてんだ俺。揺れそうになる気持ちを、ぐっと押さえつける。

「……いや、そうかもしれないけど。でも、ずっとあいつとやってきたからさ」

「優やさしいんですね。あの人を見捨てることができないんですね」

「そんなんじゃないって。それに……俺、世界を守るために手伝ってるわけじゃないしさ」

「謙けん虚きよなんですね。そんな噓うそをついて私を諦あきらめさせようとしても駄目ですよ」

「だいたい、俺なんかが手伝ったからって役に立たないだろっ。早はや川かわは、一人ひとりで十分『観かん測そく者しや』としてやっていけてるじゃないか」

　早川は一いつ瞬しゆんだけ、悲しそうに目を伏せた。え？　なんだ、それ。

　すぐに顔を上げ、真まっ直すぐに見つめながら、ぎゅっと体を寄せてくる。近い、近い近いっ。手が、その、当たってる。当たっちゃいけないとこに当たってる。

「……私は、ただ、パンドラの記録が欲しいから、あなたにこんなことを頼たのんでいるわけじゃないですよ」

　どういうことだ……なんだよ、これ。っていうか、距きよ離りが近いっ。距離感っ。

「私は、あなたと一緒にパンドラを記録している満みち月つきさんが羨うらやましかったんです。私も、あなたと一緒にパンドラの記録がしたい、ただそれだけなんです……どういう意味か、わかりますよね？　私じゃ、駄目ですか？」

　すぐ近くから、上目遣いに見つめてくる。

　ちょっと、まってくれ。それってあれか、そういうことなのかっ。

　本屋で会った時はとても楽しい時間を過ごせたと思う。いい子だなって思ってた。本好きの同志って言葉も響ひびいたさ。でも、好きとか嫌いとか、そんなんじゃないだろっ。よく考えろよ、転校初日だろっ。俺たちは敵同士だろっ。

　第五十訓くん、恋愛は読むものだけど、するのも悪くない。

　ちょっと前までは、恋愛なんてのは面めん倒どうなだけだと思っていた。だけど、ツクモと出会ってからその考え方は少し変わった。

　でもそれは、ツクモがいたからで……別に好きとか嫌いとかが面倒じゃないってのを全部認めたわけじゃなくて……でも早川のことを嫌いかって聞かれたらそんなわけなくて……ああ、くそっ、混乱してる、俺。

　落ち着け。第六十訓、いい人間関係を築くコツは、ちょうどいい距離を守ること。こういう時は距離感を思い出すんだ。もちろん物理的な意味じゃなくて心の距離感だ。早川との距離感につけた名前は……同志。本が好きな同志。うん……それって、なんだ？　曖あい昧まいな名前を付けすぎた、全然、立ち位置がわかんねぇっ。

「桐きり島しまくん。私わたしは、あなたのことが──」

「シン、なにをやっている」

　背後から冷たい声が響ひびく。

　すっと、熱を持っていた頭が冷えるのがわかった。

　俺おれの肩越しに、早はや川かわが覗のぞき込む。おそらく目が合ったんだろう、すぐに険しい表情になった。

　ゆっくりと振り向く。そこには、相変わらず無表情の満みち月つきツクモが立っていた。

「お前……なんで、ここに」

「いつもの時間になっても、図書室に来ないので捜しにきたのだ」

　と、ツクモがじっと俺と早川の間を見ているのに気づく。そこには、まだしっかりと握り合っている手があった。やべっ、ぱっと振りほどくように手を放す。

「……なぜ、貴様がこの学校にいるのだ？」

「私も、今日きようからこの学校の生徒なんです、ちなみに桐島くんと同じクラスです」

「ここで、なにをしていた」

「桐島くんに、付き合ってほしいって言いました。あなたに桐島くんは相応ふさわしくありません」

　廊下中に響き渡りそうな大声で、早川は宣言する。

「桐島くんは、優やさしいからあなたを見捨てられないんです。あなたは彼の優しさにつけこんで、利用してるだけです。私といる方が、彼はきっと幸せですっ」

　ツクモは、ふん、と鼻を鳴らし、冷たい声で答える。

「なにを言っているのかよくわからないが、シンは私わたしに無理やり付き合っているわけではないぞ。本人に聞いてみるがいい」

　顎あごで俺を指す。早川が、そんなことあるわけない、というような表情で振り向く。

　真まっ直すぐな瞳ひとみを向けられるとちょっと辛つらいけど、誤ご魔ま化かすわけにはいかない。正直に口にする。

「俺が……パンドラの記録をやってるのは『満まん月げつ堂どう』の本を、タダで借りるためなんだ。世界を守るためとかじゃ、ない」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、早川の目が悲しそうに細められた。それは、酷ひどい飼い主に苛いじめられながらも、飼い主に逆らえない可哀相かわいそうな子犬を見るような目だった。

「……私、諦あきらめません。桐島くん、待っててくださいね。私があなたを、解放してあげます」

　早川は真っ直ぐに呟つぶやいてから、ぱっと背を向けて立ち去っていく。遠ざかる彼女の後ろ姿、頭の斜め上で束ねた髪が緩ゆるやかなリズムで揺れていた。

　人ごみが割れる。彼女の背中はその向こう側に消えて、すぐに見えなくなった。

　え？　人ごみ？

　いつの間にか、階段の上と下に人だかりができていた。教室で弁当を食べ終わったやつらが出てきていたらしい。囁ささやきが聞こえてくる。

「付き合ってって言ってたよ」「転校生じゃない、今の」「マジで。しかも相手、雪ゆきの女じよう王おうじゃん」「あいつ、白しら雪ゆき姫ひめともなんか噂うわさあったよな」「なんであんな天パがモテるんだ」

　やっと噂が消えて静かになってたのに……また教室が居い心地ごこち悪くなりそうな気がした。あと、髪質のこと言ったやつは後で個人的に会いに来い。

　視界の端に、普段なら図書室にいるはずの宮みや野のの姿を見つける。俺おれたちのやり取りを聞いていたらしく、嬉うれしそうに頷うなずいていた。なんで、こんな時だけ図書室にいないんだよ。

　第二十五訓くん、学校での目立つ言動は慎むこと。

　ああ、教きよう訓くんは、やはり正しい。

　背後から、ゾクリとするような冷たい声がする。

「……さて、釈明を聞こうか」

　振り向くと、ツクモが氷のような無表情で見つめていた。







　ピークを過ぎた食堂には、食事を終えても喋しやべり続けている生徒の姿がちらほらと見えるだけだった。窓まど際ぎわのテーブルで向かい合って座る。

　俺たちは、ちょっと遅めの昼食を取るために食堂に移動した。ツクモもまだだったらしく、弁当袋を持参している。ちなみに、俺の前にあるのは定番メニューの狐きつねうどんだ。

「さっきのは、違うんだ。手を繫つないでたのは、あの子が急に──」

「お前が、何ど処こで誰だれと逢おう瀬せをしていようが気になどしていない。話を聞こうと言ったのは、あの女がなぜ『観かん測そく者しや』の力を持っているのかについてだ。当然、聞き出せたのだろう」

　ああ、そっか。思わず余計なこと口走っちまった。こいつが、俺と早はや川かわが手を繫いでたからって、どうこう思うわけねぇよな……いや、でも、さっき釈明を聞こうって言わなかったか。

　それから、すぐ肝心なことに思い至る。全くなにも聞けてないじゃないか。

「……悪い、なにも聞き出せなかった」

　ツクモは小さく、ふん、と鼻を鳴らす。使えないな、と言われた気がした。

「……そんなに、怒るなよ」

「苛いら立だってなどいない。私わたしが苛立つ必要などどこにもない。私はいたって平静だぞ」

　ふん、ツクモはもう一度鼻を鳴らすと弁当包みを開いた。

　ツクモの弁当は、本当にそれだけで足りるのかってくらい小さかった。蓋ふたには見覚えのある丸文字でポストイットが貼はってある。「おしょうゆは春巻きにかけてください」あのオコジョ少女は、こんなことまでしてるのか。

　開くと、色とりどりのおかずが入っていた。うわ、すげぇ旨うまそう。玉子焼きには海の苔りが一緒にまかれている。昆布巻きとかけっこう手間かかるのにな。そろそろ本気でクルンを養子に貰もらうことを考えよう。

「それで、あの女はなにを言っていたのだ」

「パンドラの記録を手伝てつだってくれって、言われた」

　正直に、早はや川かわに提案されたことを全すべて伝えた。監かん視しされている間に興味を持たれたこと。世界を守るために協力してくれと言われたこと。俺おれが話している間中、ツクモは正面からじっと見つめていた。話を聞き終えると、煮豆を箸はしで、つんつん、と突つつきながら言ってくる。

「シン、お前があの女と組みたいというのなら、私わたしは一向に構わないぞ」

「……だから、そんなこと思ってねぇよ」

　ていうか、俺がいなけりゃ、お前はパンドラの記録ができないだろ。白い霧きりだって見えないし、クルンもまともに投げられないだろ。

　ツクモとの距きよ離りにつけた名前を思い出す。同志なんかと違って、ツクモとの間には変わらない確かな関係があった。契約、という名前の居い心地ごこちのいい距離感。

「それに……俺は別に、世界を守るためにお前の仕事を手伝てつだっているわけじゃないしな。『月げつ光こう文ぶん庫こ』をタダで読むためだ」

　しばらくしてから、そうだったな、と呟つぶやいて煮豆を器用に拾い上げた。

　なにを考えていたのかわからないけど、ツクモの機嫌がやや上向きになったことに全身の力が抜けるような安心を感じた。いつか、ケンちゃんが口にした言葉が頭を過よぎる。恋愛は好きになった方が負けなんだ。情けないくらいに、その言葉を実感させられる。

「そうだ。昨日きのう、あれからラクアに会った。近くのコンビニで立ち読みしてるのを見かけてな」

　と、話を変えてくる。そんな場所で、ひょっこり神様と会わないでほしい。

「じゃあ、早川のことなにか聞けたのか？」

「尋ねてみたのだが、ラクアはそのような者は知らないと言っていた。偽名の可能性も考えて容姿も説明したのだが、ラクアが『観かん測そく者しや』として役割を与えている者の中に、そのような女はいないそうだ」

「じゃぁ、なんでパンドラを記録する能力を持ってるんだ。別の方法で力を手に入れたってことか？」

「それも聞いたが、人間が偶発的に能力を手に入れることなど有り得ないと言っていた」

「……能力を渡しておきながら、忘れた奴やつがいたとか？」

　俺が知っている神様はラクアだけだ。あの人なら、そういうとんでもないポカをやらかすかもしれない。

「その可能性もない。ラクア自身が忘れることはあったとしても、『観測者』となった人間の情報は天てん地ち創そう造ぞうデータベースに必ず登録されるそうだ」

　忘れる可能性は否定しなかったらしい、さすが残念な神様は言うことが違う。

「これからは時間との勝負になる。パンドラを見つけたら、すぐに私に報告しろ。『観測者』の仕事に愛着などないが、どこの馬の骨かもわからない者に奪われるわけにはいかない」

　冷たい声には、静かな決意が秘められていた。どこの馬の骨かもわからない、って慣用句を日常会話で使うの初めて聞いたな。わかっても嫌だよな。これはウチの馬の骨です、ってどういうシチュエーションなんだろ。どうでもいいけど。

「あの、さ……俺おれ、どうしてもあの子が悪い子に見えないんだよ。なにか、理由があってこんなことをしてると思うんだ」

「なんだ、エラく肩を持つではないか」

「別に、そういうわけじゃねぇけどよ」

　ツクモの箸はしが、また煮豆を、つんつん、と突つつき始める。なにを苛いら立だってるのか知らないけど、あんまり煮豆をいじめるな。

　ピタリ、とツクモの箸が止まる。そして、抑揚のない声が響ひびいた。

「そこまで言うなら、ひとつ確かめてみるとしよう。シン、今日きようの放課後は空いているか？」

　その声は、新しい面めん倒どうごとを予感させるものだった。







　放課後。俺は部活を休んで、ツクモと一緒に電柱の陰に並んでいた。

　俺たちの視界の先には、早はや川かわ鈴すず音ねが歩いている。今にも軽くスキップしそうな足取り、なにかいいことがあったわけじゃなくてデフォルトでそうなんだろう。

　昼休みにツクモが提案してきたのは、なんのことはない、放課後、早川の後を尾つけて調査しようというものだった。

　早川鈴音は駅に向かわず、帰宅する学生で賑にぎわう通りから外れていく。自己紹介の時に浜はま岡おか駅の近くに住んでると言っていた。浜岡は隣となりの駅だから、電車を使わずに歩いて帰るつもりなんだろう。転校初日だし、一緒に帰る友とも達だちもいないようで一人ひとり閑静な住宅街を歩いていく。

　ツクモが、決定的な状況証拠を見つけた名探偵のように呟つぶやいた。

「駅には向かわないらしい、なにか臭におうな」

「いや、あいつの家、隣の駅らしいから。普通に歩いて帰ってるだけだと思うぞ」

　教えてやると、ツクモはいつもの無表情に、ほんの僅わずかな不機嫌さを混ぜて振り向いた。

「なぜ、そんなことまで知っているのだ」

「自己紹介の時に聞いたんだよ」

　ふむ、そんなことだろうと思った、となぜか偉そうな答えが返ってきた。

　当たり前だけど、早川に変わったところはなかった。空き缶を拾ったり、家の柵から顔を出している犬と戯たわむれたりしながら歩いていく。途中から、ツクモもなぜか空き缶を拾い始めた。どうでもいいところで対抗意識を燃やすなよ。

　十五分ほど経たっただろうか。浜岡駅に近づいたところで、ツクモはやっと気づいたように呟いた。その手には、ビニール袋一杯の空き缶がぶら下がっている。

「……なにも不審なところはないな。どうやら普通に下校するつもりのようだ」

「だからそう言ってるじゃねぇか。お前、この状況で何を期待してたんだよ」

　答えると、ふん、とツクモは鼻を鳴らす。また下らないことを思いついたらしい。

「何も起きないのならば、起こせばよい。あの女の本性を暴あばくには、決定的な状況が必要だ」

　今度は何をするつもりだ、決定的な状況ってなんだよ。

　と、その時だった。背後から、聞き覚えのある声がする。

「あれ、桐きり島しま先せん輩ぱいじゃないっすか。それに……満みち月つきも」

　振り向くと、一年の不良、一いちノの瀬せとその取り巻き二人ふたりが立っていた。赤いメッシュを入れた金髪に、安くキレそうな顔立ち。手には相変わらず金属バットがある。こいつらはツクモの親衛隊フアンクラブをやっていた残念な不良たちだ。ツクモと出会ったばかりの頃ころは狙ねらわれたりもしたけど、今では不本意ながら一目置かれている。幸いなことに、まだ昼休みの早はや川かわとの話は、こいつらの耳には届いてないらしい。

「む、お前たちか。ちょうどいいところに現れたな」

　ツクモが振り向く。親衛隊フアンクラブを解散した今でも、ツクモの言うことは特別らしい。なんかあったのか、と一ノ瀬が舎弟みたいに歩み寄ってくる。ツクモは少し先を歩く早川を指差して告げた。

「あの女の目の前で、老人なり幼女なりを襲おそってこい。どういう反応をするか見てみたい」

　こら、なんつう頼たのみ事ごとをするんだ。さすがの元親衛隊フアンクラブ隊長も、渋い顔をする。

「あいかわらずキレてんなぁ、さすが俺おれたちの女神だ。でもよぉ、それはさすがに無理だぜ。いくらお前の頼みでも警察の世話にゃなりたくねぇ」

　一理あるか、ツクモが不服そうに呟つぶやく。一理どころじゃないけどな。

　と、視線の先に何かを見つけたらしい。ツクモが顎あごで指す。

「む、ちょうどいいカモがいたな」

　顔を向けると、早川が歩いている道の先にはワッフル屋があり、白い服を着た外人さんが近くに立ってじっと焼き上げる様子を見ていた。店員が困ったように、ちらちらと外人さんを気にしている……うん、見間違えようがない。ラクアだった。

「あの女なら大丈夫だ。私の知り合いだからな、訴えられることはない」

　あれ神様だぞ、一応。

　ほんとっすか、それならいいっす、と頭の足りない不良たちはラクアの方に駆けていく。途中で早川を追い抜いて、ラクアの周りをぐるりと取り囲む。ラクアは状況がわからないらしく、不思議そうにきょろきょろしていた。口が小さく動くのが見える。あら、ナンパ？　そんなわけねぇだろ。

　ツクモが落ち着き払った声で呟く。

「これで、あの女の本性が見られるな」

　いや、ここで女の子一人ひとりが助けにはいらなかったとしても、別に非難されるようなことじゃないと思うけどな。

　一いちノの瀬せになにか言われて、ラクアはぱっと笑え顔がおになる。それから、嬉うれしそうにポケットをひっくり返した。おそらく所持金ゼロ円をアピールしてるんだろう。あんなにカツアゲのしがいがない人もいない。

　と、早はや川かわが駆け出した。仲裁に入るつもりらしい。一直線に一ノ瀬たちを目指している。

　一ノ瀬が振り向く、飛び掛ってくる早川を見て反射的にバットが動く。その瞬しゆん間かんだった。

　早川の腰にぶら下がっているポーチから、何かが飛び出す。

　鞭むちのようなものが一いつ閃せんする。それが何だったのか、速すぎて見えなかった。残像のようにブレながら、大きく撓しなった武器がバットを横よこ薙なぎに払う。気づいた時には、武器はポーチの中に消え、一ノ瀬のバットはくの字に折れ曲がっていた。

　……な、なんだ、今の。『観かん測そく者しや』の能力なのか。

　早川は先制されて出鼻を挫くじかれた不良三人組に向けて、一生懸命に何かを語り始める。不良たちは、最初はキレた振りをして早川を脅そうとしてたけど、徐々に態度が改まり、最後には道の真ん中で正座しながら頷うなずいていた。ちなみにラクアは、ワッフル屋の前に戻っている。あ、店員さんに注意された。

　しばらくして、一ノ瀬たちは早川と別れて俺おれたちの方に戻ってきた。首尾はどうだ、とツクモが聞くと、すっかり陶酔したような表情で、

「いい子だ」「いい子でした」「ありゃぁ、聖女っスよ」

　と答える。明あ日すから、早川親衛隊フアンクラブが出来上がりそうな勢いだ。ちなみに、早川の使った武器が何だったのかは、誰だれにも見えなかったらしい。気がつくと曲がっていた、そうだ。

「あっさり啓けい蒙もうされるとは、情けない者たちだ」

　一ノ瀬たちが去ってから、そんなことを呟つぶやく。

　と、今度はラクアが俺たちの方に近づいてきた。手には、いつの間にかワッフルが握られている。二枚の生地の間にたっぷりと生クリームが挟まっていて、かなり美お味いしそうだ。

「あら、ツクモにシンちゃん。聞いてよー、さっきね、見知らぬ女の子に買ってもらったのよー」

　嬉うれしそうにワッフルを見せる。神様が見ず知らずの人にたからないでください。あと、いい加減に節制しないと本当に太りますよ。

「ダイエットするんじゃなかったんですか？」

「やってるわよー。でも、私わたしって神様でしょ。つまり、これはお供えものなのよ。供えてくれたものを食べないのは失礼じゃない、神として」

　ああ、そうですか。都合のいい時だけ神様にならないでください。

「ところで、さっき金髪の三人組と話してなかった？　あなたたち知り合いなの？」

「私わたしは忙しいのだ、十円やるからさっさと行け」

「なによー、それー」

　ツクモが野の良ら猫ねこでも追い払うようにしっしっと手を振る。ラクアは「最近、ひどくない」などと呟つぶやきながらも、ちゃっかりと手を突き出す。

　視線を正面に向けると、早はや川かわは信号待ちで困っていたらしいお婆ばあさんの手を引いて、横断歩道を渡っていた。やっぱりいい子だよ、君は。

　その姿を見ながら、ツクモはついに観念したように呟いた。

「どうやら認めなければならないようだな。あの女は、私に挑戦する資格がある」

　ついに、早川がいい子だってことを認める気になったらしい。でも、すっげぇ上から喋しやべってんな。一応、お前は年下だからな。

「だがな、シン。これだけは忘れるな。たとえそれがどれほど善良な人間でも、この町の『観かん測そく者しや』を狙ねらってくる以上、私の敵であることに違いはない」

「いや、んなこと最初っからわかってるから」

　ツクモは話に置いてけぼりにされて、退屈そうにワッフルを頰ほお張ばっていた神様に向き直る。

「ラクア、一つ確認したい。母が私に『観測者』を譲ゆずったように、私も誰だれかに譲ることは可能か？」

「もが？　そんなわけないでしょ。辞めるのは自由だけど、後任を決めるのは私わたしの仕事よ」

「もし、その者が私より優すぐれた能力を持っていたとしてもか」

「まぁ、それなら検討の余地はあるわね。ちょっと、なにを考えてるのよー」

　ツクモとラクアのやり取りを聞いていて、俺おれの頭の中に閃ひらめくものがあった。

　ちょっと待てよ、俺が言うのと、ツクモが隠れていた場所から踏ふみ出だすのは同時だった。

　背筋をピンと伸ばし、毅き然ぜんとした足取りで早川へ近づいていく。早川も気づいて振り向く。

　向かい合う、二人ふたりの『観測者』。夕日が電柱の影を引き伸ばし、二人の間に黒いラインを描く。

　早川はツクモを見つめ、感情を無理やり押し殺したような声で呟つぶやいた。

「変なところで会いますね。まさか……私わたしの後を尾つけていたんですか？」

　尾けてたのは謝あやまるけど、二週間も監かん視ししてた奴やつに言われたくないな。

　ツクモは早川の非難を完全にスルーして、冷たい声で宣言した。

「早川鈴すず音ね……先日、お前が言った挑戦を受けよう」

　それは、予想していた通りの言葉だった。いきなりの提案に、早川は驚おどろいたようにツクモを見つめる。

　ラクアは下の方から零こぼれ落おちそうになっているクリームを気にしながら、俺に向かって、どゆことー、と視線で聞いてくる。俺が答えるより先に、ツクモが言葉を続けた。

「期日はあの日から一週間、パンドラ本の頁ページをより多く記録した方がこの町の『観測者』になる……それでいいな」

　早はや川かわは小さく、それでいて強く頷うなずき返かえす。

「ええ、競きそうのはあくまで頁ページ数すうです。パンドラは小さなものをたくさん集めても、大きなものを集めてもいいです。まさか、こんなに早く承しよう諾だくしてもらえるとは思いませんでした。お昼に私が桐きり島しまくんと話してたことが、よっぽどきいたみたいですね」

「何を言っている、これは私わたしの誇りの問題だ。シンは関係ない」

　ラクアもやっと状況が飲み込めたようだった。どこか古臭い仕草で、指先だけで手を叩たたく。

「あら。なんか面白そうなことになってるわね」

　他ひ人と事ごとのように呟つぶやく。そんな軽いリアクションでいいのかよ。あと、鼻の下にクリームついてますから。

「負けてからそんな約束は知らない、なんて言わないでくださいね」

「ああ、二に言ごんはない。それに勝つのは私だ、その念押しに意味などない」

　そう言うと、ツクモは背を向けて歩き出した。毅き然ぜんとした足取りで俺おれたちの方に戻ってくる。

　相変わらず何を考えているのかわからない無表情だった。近寄って声を掛ける。

「……いいのかよ、負けたら満まん月げつ堂どうはどうなるんだ」

「当然、なくなるだろうな」

「それがわかってんなら、なんで、勝負なんか受けるんだよっ」

「初めて会った時は、歯し牙がにもかけないつもりでいた。だが、相手を認めてしまった以上、戦いから逃げて店を守ることに意味などない。母から店を継いだとき、私はたった一人ひとりでも満月堂を守りぬくと決めた。これは試練なのだ、私の力で勝ち取って見せる」

　ツクモはピンと背筋を伸ばし、自分自身を律するみたいに宣言した。

　その言葉は、心に小さく引っかかった。ツクモが過ごしてきた年月に比べれば、俺が手伝てつだった期間なんかほんのわずかだろう。だけど……その決意の中に俺がいないことが、ちょっとだけ寂しかった。




　その夜、俺たちはパンドラを探して町を巡った。

　早川と出会ってから、俺とツクモの間にあった距きよ離り感かんが少しずつズレていっているような気がしていた。なんとかツクモの信しん頼らいを取り戻そうと必死で駆け回ったけど……その夜も白い霧きりを見つけることはなかった。パンドラ本は一ページも増えないまま、一日が終わる。

　空に浮かぶ月は、俺のことを嘲あざ笑わらうみたいにちょっとずつ満まん月げつへと近づいていた。




　　　　＊




　日曜日、羽はね木き神じん社じやの縁えん日にちの日がやってくる。

　目を覚ますと、すでに昼前だった。土曜日も夜遅くまでパンドラ探しを手伝った。収しゆう穫かくはゼロだけど、疲労だけはたっぷりと残っている。

　洗面所で顔を洗ってから、鏡の前で無理やり自分に気合いを入れる。

　早川との勝負のことも心配だけど、もう一つ気になっていることがある。最近、ツクモとの関係がちょっと居い心地ごこち悪くなっていた。パンドラが見つけられてないのが一番の原因だけど、こればっかりは運に頼たよるしかない。

　こんなことをしている状況じゃないかもしれないけど、羽はね木き神じん社じやの縁えん日にちは、最近、ちょっとズレかけているツクモとの距きよ離り感かんを、正しい距離に戻すチャンスだと思っていた。

　満まん月げつ堂どうに着くと、店の前でクルンが待っていた。最近疲れているのか、ガラス戸に寄りかかってうとうとしている。

　寝顔も可愛かわいいなぁ、こいつ。そう思ってしばらく眺めてから、白い頰ほおをちょんっと突つつく。その瞬しゆん間かん、オコジョ少女はびくっと跳ね起きた。ごめん、そんなに驚おどろくとは思わなかった。クルンはきょろきょろと辺りを見回し、俺おれに気づいて、すぐにポストイットを書いて見せてくる。「寝てません」いや、別にいいから。

　店にツクモの姿はなかった。クルンに聞くと、先に神社に行って店の設営をしているらしい。

「なんで、こんなところで寝てたんだ」

　尋ねると、クルンがポストイットを見せてくれる。「寝てません」いや、それはいいから。質問を変えて聞き直す。

「なんで、こんなところで待ってたんだ？」

　ポストイットを見せてくれる。「お姉ねえにできるだけはやく来いといわれました」つまり、俺が来たらすぐに出発できるように満月堂の戸と締じまりまで完かん璧ぺきにしてから待ってたらしい。

　店の前にはリヤカー、その上には本が詰め込まれた段ボール箱がどっさりと載っている。これを神社まで引いてけってのかよ。考えただけでも腕がだるくなる。

「……そういや、本はもう全部リヤカーに積んであるんだな」

　クルンはさっきと同じポストイットを見せてくれる。「お姉にできるだけはやく来いといわれました」お前、一人ひとりでこれやったのか。なんか色々とごめん、言ってくれればもっと早起きして来たのに。

　リヤカーはクルンの手作りらしく、側面には可愛かわいらしい丸まる文も字じで『リヤカーキング２号』と書いてあった。王様なら２世の方がよかったんじゃないか、なんてどうでもいいことを思う。

　クルンが手に貼はったポストイットを見せてくれる。「早くいきましょう」、羽木神社があるのは町外れ、それもかなり急な坂の上にある。長い旅になりそうだ、そう思いながらリヤカーを引いて歩き出す。

　出発から数分で、バイト代を払ってでもヤンボを呼ぶべきだったと後悔する。後ろからクルンも必死に押してくれてるけど、リヤカーはゆっくりとしか進まない。途中で、休きゆう憩けいしようか、とクルンに尋ねるけど、当然のように頭をぶんぶんと横に振られた。そのせいで休みなく歩きっぱなし。通りをすれ違う人たちからは「おう、兄にいちゃんがんばれよっ」といちいち声を掛けられる。下町の人ひと懐なつっこさが少しうっとうしいです。

　四十分ほどの苦行を経て、ようやく羽はね木き神じん社じやに辿たどり着つく。

　段ボール箱を抱えて石段を上ると、そこにはもう祭りの準備が整っていた。

　真まっ直すぐに石畳が延びる境内、その両りよう脇わきに屋台が並び、頭上にはライトが張られている。スピーカーからは子供の時に聞いたのと変わらない、ひと昔前のヒットチャートが流れていた。

　と、鳥居のすぐ傍そばに、見覚えのある制服姿が背中を向けてしゃがみ込んでいるのに気づく。

　目の前には金魚すくいの屋台があった。大きな水すい槽そうを挟んで、金魚すくい屋の親父おやじが困ったように声をあげる。

「なぁ、姉ねえちゃん。それくらいにしねぇか。何回やっても無理だって。まだ商売前だってのに、網がなくなっちまうよぉ」

「ふん、お前は一つ勘違いをしている。私わたしはまだ本気を出していない」

「姉ちゃん、それ言うの五回目だぜ」

　親父の忠告を綺き麗れいに無視して、ツクモは新品の網を振り上げる。その足元には、すでにチャレンジして失敗したんだろう、十本以上の破れた網が転がっていた。

「見ていろ。今にすくいあげてやるぞ、魚類」

　ツクモは勢いよく振り下ろし、ざぶんと水の中に網をつける。狙ねらうはとびっきり元気でまるまると太ったデメキンだ。こいつ、金魚すくいを何もわかってないな。

　とわっ、変な掛け声と共に網を持ち上げ、見事に穴が空く。

「うむ、なるほど。親父、もう一回だ」

「……おい、なに一人ひとりだけ遊んでる。設営はどうしたんだ」

　声を掛けると、ツクモはぱんぱんとスカートを払いながら、ゆっくりと振り向いた。

「この者が試しに一回やってみるか、というので協力してやっていたのだ」

　親父は背後で苦笑いを浮かべている。クルンが手に「ありがとうございました」というポスイットを貼はって近づいていくのが見えた。

「それで、店はどこだ？」

　あっちだ、とツクモが指したのは、境内の一番奥だった。拝はい殿でんのすぐ近くに青いピクニックシートが広げられている。その後ろには見覚えのあるスクーター。先に行って設営してるって、ただシートを敷しいただけじゃないか。あと、スクーターを使えればもうちょっと楽に運べたと思うんだけどな。

「遅かったな、シン。牛ぎつ車しやの牛だってもっと早くやってくるぞ」

「牛車の牛は、その道のプロだからな。比べる相手を間違ってるぞ」

　ツクモの背後では、クルンが金魚すくいの親父から網を受け取っていた。どうやらクルンもお試しを貰もらったらしい。お祭りは初めてと言ってたから、おそらく金魚すくいも初めてなんだろう。貰もらったボウルと網を珍しそうに眺め、親父おやじにやり方を教わりながら、見よう見まねでチャレンジする。

　どっかの下へ手たくそと違って、ちゃんと金魚すくいの基本通りだった。ボウルを水面すれすれに設置する。網を一いつ瞬しゆんだけ、金魚を跳ねさせるように水に差し込む。ナイスっ、網は破れてしまったけど、一匹の金魚がボウルの中に飛び込んだ。

　クルンは上う手まくいったことによっぽど驚おどろいたのか、子供が初めて海や雪を見たみたいに、目をキラキラさせながら金魚を眺める。でも、はっと何かに気づいたようにきょろきょろと辺りを見回して、すぐに金魚を水すい槽そうに戻した。

　ツクモが振り向く。ふん、と鼻を鳴らす。

「なんだ、クルン。もう破れたのか、一匹もとれていないではないか」

　ツクモがまったく仕方がない奴やつだ、と呆あきれたように顔をする。クルンが駄目でした、みたいに恥ずかしそうに笑う。いや、違うだろっ。思わず叫びたくなるけど、クルンがあんまり嬉うれしそうだったので何も言えなかった。ツクモのプライドを守るためにわざわざ金魚を逃がしたらしい。金魚すくい屋の親父と視線が合う。親父も俺おれと同じように、ちょっと泣きそうな顔をしていた。

　石畳を段ボール箱を抱えて歩きながら、店の場所に向かう。

　横に並んでいるツクモを見て、小さく溜ため息いきを吐つく。ツクモの格好はいつもと同じ満まん月げつ堂どうの制服、期待してた浴衣ゆかた姿じゃなかった。この和風美人には浴衣姿がさぞ似合っただろうに。

　ただ、お祭りらしく頭には狐きつねのお面がついている。

「どうしたんだ……その狐のお面？」

「何を言っている、狐祭りだぞ。こうやって頭の上に掲げて、狐の霊魂を鎮しずめるのが習わしだ」

　ああ、確かそんなお祭りだった気がする。辺りを見ると、ちらほらと狐の面をつけている人たちも見えた。

「でも恋こい狐ぎつねの伝説ってちょっと情けないよな。相手のことが好きになって、負けちゃいましたなんてさ。日本の妖よう怪かいって、なんでそんなに人間っぽいんだろうな」

「私わたしはその人間らしさが面白いと思うがな。まぁ、伝説などそういうものだ」

　もしかしたら、この伝説を考えた昔の人も恋愛ジャンキーだったのかもしれない。

　ツクモは自分の頭についていたお面を外すと、ふらふらと段ボール箱を抱えながら近寄ってきたクルンにのせた。

　嬉うれしかったらしく、クルンはわざわざ段ボール箱をいったん下ろしてから、手に貼はったポストイットを見せてくる。そこには「コンコン」と書かれていた。キツネになりきるオコジョ。

　やっと屋台の場所まで到着する。ご苦労だった、とツクモが告げる。

「ん、今気づいたけど、お前だけ何も持ってねぇじゃねぇか」

「む、すまない。ついもっさりしていた」

　どういう意味かわかんねぇけど、そのもっさりの使い方は合ってるのか？

　店に本を運び込んでから、百円、二百円、三百円の三種類にわけて本を並べる。段ボール箱の中には『月げつ光こう文ぶん庫こ』も大量に混ざっていた。昔好きだった作品を見つけて、思わず歓かん声せいを上げる。

「お、懐なつかしいな。これ俺が中学の時にハマってたなぁ」

　一冊を抜き出す。タイトルは『猫ねこ又またと闇やみの秘伝書』、妖よう怪かいと忍者をミックスさせた和風ファンタジーだ。落ちこぼれ忍者の弥や助すけと妖怪猫又の少女ノラが、日本全国にばら撒まかれた闇の秘伝書を集めるために戦っていくというストーリー。猫ねこ耳みみヒロインのノラの可愛かわいさと忍術バトルが魅み力りよくだ。

　クルンがちょこちょこと寄ってきて、ポストイットを見せてくれる。「ボクも好きでした、ノラの猫耳がかわいいです」うん、お前がそれを言うのはどうかと思うけどな。

「あれ……クルン、いいのか？　お前『月光文庫』大事にしてたよな」

　満まん月げつ堂どうに『月光文庫』が揃そろっているのは、クルンが大好きだからだ。店に並べなくなった古い本も全部綺き麗れいに保管していると言っていた。尋ねると、クルンは一いつ瞬しゆんだけ哀かなしそうな顔をして「もう、心の中に入ってますから」と書いたポストイットを見せてくれた。どうやら、家計を助けるために手放す決心をしたらしい。あぁ、お前、なんていいヤツなんだ。

「お前たち、遊んでいないで手を動かせ」

　店主の冷たい声がする。そう言うツクモもやはり本好きの血は同じで、並べている傍そばから開き始め「懐なつかしいな、シン、これはもう読んだか」などと聞いてくる。

　結局、開店の準備が終わったころにはすっかり祭りは始まっていた。

　オープンしてすぐは、あまりお客さんはこなかった。まずは皆、屋台に夢中だ。古本市に人が来るのは、お腹なかがいっぱいになってからだろう。ツクモとクルンが、ちょっと店番を頼たのむ、といってどこかに出かけていく。

　二人ふたりは、十分ほどで戻ってきた。

　シン、と声を掛けられて振り向く。

　時間が止まった。

　息が、できない。心臓が震ふるえている。

　そこには、浴衣ゆかた姿に着き替がえたツクモとクルンがいた。ツクモはイメージしていた通りの藍あい色いろの浴衣に淡い紫色の帯、ワンポイントで蝶ちようの柄がついている。

　どうしようもなく、綺麗だった。空の大気が降りてきたみたいに、すっと景色けしきが澄すみ渡わたる。悲しいくらいに声が出ない。これをなんて褒ほめていいのかわからない。

「この格好で準備するわけにもいかなかったからな、神社の納な屋やを借りて着替えてきたのだ。どうだ、変なところはないか？」

　無表情のまま聞いてくるけど、俺おれは情けなく「あ、ああ」と言うことしかできなかった。ツクモは俺おれのリアクションがないのを別段気にした様子もなく、無表情のまま店に上がってすとんと横に座った。

　クルンは白地の浴衣ゆかたに若草色の帯、格こう子し模様を鏤ちりばめたような鮮あざやかな柄が描かれている。こちらも、とにかく可愛かわいいかった。

「縁えん日にちには浴衣があるとよいな、と言ったらクルンが作ってくれたのだ」

　そうか、最近、居眠りしてたのはこれを作ってたからなのか。きっと、今日きように間に合わせるために夜なべで仕上げたんだろう。ああ、それなのに休まずにリヤカーも押してくれたのか。クルンの健気けなげさに、胸がいっぱいになる。

　第二百十六訓くん、クルンの前では、アレが欲しい、という言葉は使わない。

　この教きよう訓くんは、ツクモと共有した方がいいかもしれない。お前の無責任な一ひと言ことのせいで、クルンがどれほど頑張ったかわかってないだろ……そう思うけど、今夜は何も言えなかった。クルンがポストイットを見せてくれる。「お姉ねえ、きれいです」確かに、その通りだ。「がんばったかいがありました」あぁ、あぁ、ありがとう、クルン。

「シン、お前の分もあるぞ。裏で着き替がえてこい」

　と、紺こん色いろの浴衣を渡される。そうか、寸法を測ってたのってこれのためだったのか。

　浴衣は、もう完かん璧ぺきなくらいピッタリだった。着替えてきた俺の浴衣姿を見て、ツクモが「落語家の付き人のようだな」と微妙な評価をくれる。

　横に並んで座っているツクモとクルンを眺めながら、本当に来てよかった、と思う。これが見られるんなら、リヤカーの苦行なんて軽いもんだ。

　辺りが暗くなり、ライトに光が灯ともる。

　その瞬しゆん間かん、世界が変わった。夜の闇やみの中に光で浮かび上がる石畳。まるで御お伽とぎ話ばなしの中に迷い込んだようだった。

　お祭りには財布の紐ひもを緩ゆるくする魔ま法ほうがかかっているらしく、古本市にも人が集まり始める。

　すぐに、俺は売り子の仕事に夢中になった。

　自分が好きな本が、まだ読んだことのない誰だれかに売れていくのがとても楽しい。読みもしないのにずっと本棚に仕し舞まっておくより、こうやってまた旅に出した方が本たちも幸せかもしれない。たまにお客さんの中にも「あぁ、この本懐なつかしいなぁ」なんて言う人がいて、会ったばかりなのに話が盛り上がる。

　最初の珍客がきたのは、お祭りが始まって一時間した頃ころだった。

　宮みや野の小こ雪ゆきがやってきて、店の正面にしゃがみ込む。ピンク色の、いかにも宮野らしく可愛かわいらしい浴衣姿だった。

「なんで……また、二人ふたりで、そんなこと……してるん、ですか」

　ぼそぼそと、呟つぶやくのが聞こえた。どうやら、俺とツクモが一緒なのが気に入らないらしい。

「なんだ、宮野も祭り見物か？　その浴衣、よく似合っているぞ」

　ツクモが気づいて声をかけると、宮みや野のは俯うつむいたまま小さく震ふるえた。きっと激しく喜んでいるんだろう。もちろん、そんな感情表現が伝わるはずもなく、

「なにを、怯おびえている」

　とツクモは不思議そうに尋ねる。

「一人ひとりなのか？　もし暇だったら店を手伝てつだってくれよ」

　俺おれがちょっと気を利きかせて尋ねると、宮野は視線を逸そらしたまま首を振る。それから、友とも達だちと一緒、と囁ささやく。

「ツクモさん……本、見ていっていいですか？」

「もちろんだ。サービスするぞ、そこに書いてある値札の通り格安で販売してやる」

　全くサービスしてないからな、それ。

「宮野、なにか読みたいものはあるか？　内容がわからなければ紹介してやろう」

　宮野は俯うつむいたまま、しばらく固まる。悩んでいるというよりは、何か心の準備をしているように見えた。横から別の客がアガサ・クリスティを買っていく。

　けっこうな時間が経たって、ちらりと俺を見てから、宮野は勢いよく顔を上げる。

「ゆ、百ゆ合りっぽいのありますか？」

　……おぉ。こいつ、思い切りやがった。

　それを聞いた瞬しゆん間かん、ツクモの眉まゆが怪け訝げんそうに寄せられる。それを見た宮野は、今にも泣き出しそうな顔になった。

　けど、ツクモが皺しわを寄せたのは百合の意味が分からなかったかららしい。フランス王国の小説か？　などと百合違いなことを尋ねる。

　気を利きかせたクルンがちょこちょこと近寄って、手に貼はったポストイットを見せる。そこに何が書いてあったのかは見えないけど、ツクモは、ほぅ、と興味深そうに呟つぶやいた。クルンはなんで知ってるんだろう。

「なるほどな、それなら丁度いいのがある」

　百円の段ボール箱から、一冊の本を取り出した。タイトルは『花と蜜みつ』。表紙には、白いハンカチに包まれたアイリスが風に揺れている。

「同性愛の心理を深く描いた傑作だ。主人公は自分が他人とは違うことを意識しながらも、それを隠して大人になる。運命的な出会い、社会的な偏見との葛かつ藤とう、自分を好いてくれる異性や、自分を受け入れ、あるいは拒絶する同性の友人たちのと人間関係、それらを通して本当の自分を見つけるまでを描いていた物語だ。人間ドラマとしても一読の価値はあるぞ」

　すっと、細い指で名残なごり惜おしそうに本の背をなぞってから、宮野の方に差し出す。

　宮野はそれを受け取らず、瞳ひとみをおろおろと彷徨さまよわせながら呟く。

「つ、ツクモさんは……こういう小説読むの、どう思われます？」

「著者は本の中で、同性愛とはあくまで好みの一つだ、と書いている。もちろん受け入れられるかは人それぞれだろうが、多くの人間の価値観を知ることは自分の器を広げることでもある。興味を持つのは非常によいことだと思うが」

「えと、その……アリかナシかで言えば、どっちですか？」

　おい、こら。なにを言わせようとしてるんだ、この百ゆ合り子こちゃんは。

「だから、アリだと言っているだろう……どうする？　買わないのか？」

　話を聞いていた宮みや野のの目には、涙が浮かんでくる。

　彼女の心の中では嵐が吹き荒れているんだろう。表情が次から次へと変わっていく。泣きそうになり、笑い、歯を食いしばり、そして叫んだ。

「が、がいますっ！」

　飛びつくように、ツクモの手から小説をひったくる。

　宮野は帯に巻いていた可愛かわいらしい小銭入れから、百円玉を取り出してツクモに手渡す。『花と蜜みつ』を浴衣ゆかたの胸元にそっと仕し舞まうと、ぺこりと頭を下げて走り去っていった。

　嬉うれしそうに遠ざかっていく背中に得体の知れない悪お寒かんが過よぎるけど、別のお客さんが夏なつ目め漱そう石せきを持ってきたので、それ以上は考えないことにした。

　店はそれからも大だい繁はん盛じようだった。売り上げは、きっと満まん月げつ堂どうの何週間分にも相当するだろう。

　仕事の合間に、クルンにリンゴ飴あめを買ってきてやる。いつも頑張っているオコジョ少女へせめてものご褒ほう美び。目をきらきらと輝かがやかせて、ポストイットを見せてくれた。「きれいです」、リンゴ飴を見るのは初めてらしい。「大切にします」いや、できるだけ早く食べてくれ。

　二人ふたり目の珍客がやってきたのは、祭りも盛りに差し掛かったころだった。

「あら、面白そうなことしてるわね。どーおー、儲もうかってるコン？」

　狐きつねのお面をつけて得意げにやってきたのは、神様だった。右手にはたこ焼き、左手首にはヨーヨーと金魚すくいの金魚がぶら下がり、背中には巨大な白クマが背負われている。この中では誰だれよりも祭りを満喫してた。

　半ば呆あきれながら、とりあえず聞いてみる。

「背中のクマ、なんですか？」

「射的で仕留めたのよー。さすがに安定感ばつぐんの白クマも、眉み間けんに三発くらったら一たまりもなかったわねー」

「その金魚は、どうしたんですか？」

「すくったのよー。たった一回で五匹よ、すごいでしょ。まさに神業ねー」

　嬉うれしそうに言いながら、たこ焼きを一つ口に放ほうり込こむ。はふはふ、と言いながら、その顔はいつもに増して幸せそうだ。

「この数の屋台を食べ歩いていたらさらに太るぞ。七福神の仲間にでも入れてもらうつもりか？」

「これだけしか食べてないコン」

　言いながら、左手で狐きつねを作る。なんか、ちょっとウザいです。

　っていうか、あんた明らかにもっと食べるだろ。

　と、その時だった。

　タクシーに乗っていると飛び込んでくる無線のような、ノイズまみれの声が聞こえてくる。

『こちらドロシーよ、応答して』

　聞こえてきたのは、ラクアからだった。もちろん彼女が喋しやべったわけじゃない、ラクアはおもむろに背中に手を伸ばし、白クマの首にぶら下がっていたトランシーバーを取る。その瞬しゆん間かん、見たことがないほど真剣な表情になった。

　トランシーバー、携帯電話の普及した今では滅多にお目にかかれない道具だ。俺おれも映画の中でスパイや特殊部隊が使ってるのしか見たことがない。

　ラクアは俺たちに向けて、静かにしてくれと指を立ててから、そっとシーバーを口に当てる。

「こちらブリキの樵きこり。現在、羽はね木き神じん社じやをパトロール中。怪しい人影はいないわ、通信終わりオーバー」

　すぐに、シーバーの向こうから声が返ってくる。

『こちらも異常はなし。なかなか尻尾しつぽを出さないわね、引き続き捜索に当たるわ。次の連絡は一時間後よ、通信終わりオーバー』

　通信は終わったらしい、ラクアは背後に投げるようにしてシーバーを白クマの首に戻す。

　気のせいかもしれないけれど、シーバーの向こうの声には聞き覚えがあった。とりあえず、無難なところから聞いてみる。

「……なんですか、そのブリキの樵ってのは？」

「え、ああ。コードネームよ。あなたたちも仲間に入る？　ちょうど、ライオンとカカシが空いてるわ」

　ラクアは一いつ瞬しゆんでお祭りモードに戻って、たこ焼きをパクつきながら答えてくる。ちなみに、元ネタは『オズの魔ま法ほう使つかい』らしい。

「なんで、そんなことしてるんですか？」

「あの子、こーゆーの好きなのよねぇ。わざわざトランシーバーまで買ってきちゃって」

　うん。やっぱり聞き間違いじゃなかったようだ。あの子っていうのは……間違いなく藤ふじ崎さきだろう。きっとシーバーを使ったやり取りとかコードネームで呼び合う状況とかに憧あこがれがあったんだろう。相変わらず、こっそりイタい子だ。

「相手はフジエルか？　私わたしたちよりもずいぶん真ま面じ目めそうに相手をしていたな」

　ツクモも気づいていたらしい。ラクアは古いアメリカのコメディみたいに、ワザとらしく肩を竦すくめた。

「ほら、だって……こういうのちゃんとやらないと、すっごい怒るのよねぇ。怒ると怖いじゃない、あの子」

　それには同意するけど、天使にビビってる神様ってどうなんだ。しかも、全くパトロールなんかしてないし。と、ラクアは次なるターゲットを目ざとく見つける。

「あらクルン、それどこに売ってたの？」

　視線は、クルンのリンゴ飴あめだった。クルンはポストイットに店の場所を書いて見せる。ラクアは教会に飾られている女神像のような慈愛に満ちた笑みを浮かべ、そっと囁ささやいた。

「さぁ、息抜きはおしまい。私わたしもパトロールに戻るとするわ」

　背を向けて、いつもより早足で歩き出す。うん、間違いなくリンゴ飴を買いにいったな。

　横で、ツクモが遠ざかるラクアをじっと見つめていた。

　ツクモが見つめているのは、ラクアの左手……そこにぶら下がっている金魚。

　嫌な予感を覚えるのと、ツクモが言うのは同じだった。

「そろそろ晩御飯にしようか。私わたしが買ってこよう、ちょっと店を任せるぞ」

　おもむろに古本市の売り上げが入った箱を摑つかむ。

「ちょっ、ちょっと待てっ！」

　慌てて、その手を摑んだ。

「晩飯は俺おれが買ってきてやるよ。っていうか、お前、金魚すくいに行く気だろ」

　よくわかったな、とでも言うように俺を見る。

「あの八福神にできて、私にできないわけがない」

　勝手に新メンバーを追加するな、紅一点の弁べん財ざい天てん影かげ薄うすくなるだろっ。

「せっかくの売り上げがなくなっちまう、諦あきらめてくれっ」

「シン、お前は金と誇りの二択を迫られた時、どちらを選ぶ？　魚類になめられたままでいろと言うのか」

「たい焼き買ってきてやるから、それで我慢しろ」

「馬ば鹿かにしているのか。たい焼きなど、あれほどの大物をどうやってすくうのだ」

「いや、すくわなくていいからっ」

「新あら太たみっけ。どう、売れてる？　はい、これ差し入れ」

　救世主のように、横から声が飛び込んでくる。

　店の前にケンちゃんが立っていた。部活帰りに直接寄ってくれたのか制服姿だ。その手には、タイミングよくたい焼きが握られていた。

　サンキュ、そういって一匹を受け取ると、ほら、とツクモの口に押し付ける。ツクモは少しだけ抵抗したけど、たい焼きが思いの外に美お味いしかったのか、諦めたように座りなおした。俺が押し付けたたい焼きを両手で受け取り、向きを逆にしてから口に含む。どうやら、頭じゃなくて尻尾から食べる派らしい。

「シンの知り合いか？」

　ツクモが聞いてきたので、ケンちゃんを紹介する。ケンちゃんは爽さわやかな笑顔を浮かべて、

「満みち月つきさん、浴衣ゆかた似合ってるね。とっても綺き麗れいだよ。こっちは、妹さんかな」

　俺おれが緊きん張ちようして言えなかった台詞せりふをあっさり口にすると、たい焼きをクルンにも手渡す。褒ほめられても、ツクモは無表情を崩さなかった。ただ、クルンがちらりと非難するみたいに俺を見る。ああ、悪かったよ、何も言えなくて。

　クルンがツクモにポストイットを見せる。「これはなんていう魚ですか」、ツクモは当然のように「鯛たいだ」と答える。間違ってないけど、こいつが言うと、どこまで本気なのかわからないからちょっと怖い。いや、さすがにそれはないか。

　クルンはしばらくたい焼きと睨にらめっこをしてから、尻尾しつぽと頭をつかんで、背びれにかじりつく。その食べ方は邪道だ。よっぽど美お味いしかったらしく、一口くわえてから目をぱちぱちとさせる。それから俺にポストイットを見せてくれた。「しぶ茶がほしいです」、うん、そこは素直に美味しいですって書いてくれてよかったと思うぞ。

「魚類の礼だ。好きな本を持っていっていいぞ」

　ツクモが、ケンちゃんに段ボール箱の中の本を指しながら告げる。たい焼きを魚類というんじゃねぇ。なんかマズくなるだろ。

　ケンちゃんは並んだ古本を前に、少し困ったように俺を見てくる。

「本かー。最近、読んでないんだよねぇ。僕にも読めそうなのあるかなー？」

「どんなのが好きなんだ？　ジャンルを教えてくれたら合ってるの薦すすめるよ」

「そう言われも……普段読んでないから、どういうのが好きかもよくわからないんだよねぇ」

「活字が苦手なら、ライトノベルとかもあるし。挿さし絵えがついてるから読書離ばなれしてた人にも読みやすいしさ」

「それなら、漫画でいいやって思っちゃうしねぇ」

『月げつ光こう文ぶん庫こ』を語り合える仲間を増やそうと必死になるけど、爽さわやかな親友はなかなかの難敵だった。本を読まない人は、活字を読むという行為に敷しき居いの高さを覚えるらしい。

「いや、そんなことないって。じゃぁ、これなんかどう、すっごい読みやすくて面白いよ」

　取り出したのは、準備をしていた時にクルンと盛り上がった『猫ねこ又またと闇やみの秘伝書』。ケンちゃんは手に取ると、ぱらぱらと捲めくり始める。

　突然、ふわりと花の香りが辺りに漂う。いや、それは店にやってきた女性の香水の匂においだった。さっきまでの俺とケンちゃんの会話が聞こえていたのか、ぽつりと呟つぶやく。

「そうよねー、本ってどういうのが面白いのかわからないのよね」

「あ、好きなジャンルを言っていただけたら、なんでも選びますよ」

　すっかり接客業が板についてきた俺は、自然に声を掛ける。

　あらそう、じゃぁお願いしようかしら。そう呟いて、女性客はケンちゃんの横にしゃがみ込む。俺は接客用の笑え顔がおを彼女に向けて、口を開く。

「……げ」

　そこにいたのは、見覚えのある顔だった。肩をむき出しにした黒いワンピース、腰に巻いたレザーベルト、濃こいメイクにウェーブの掛かった長い黒髪、どこか魔ま女じよのような雰囲気を持った天使、いや、元天使のリリエルだった。

「……おい。なんで、あんたがこんな場所にいるんだよ」

　声を硬くして尋ねると、リリエルも俺おれたちに気づいたように声をあげる。

「あら、いつかの坊やじゃない。久しぶりね」

　昔の同級生にばったり再会したような気軽さだった。いつからそんなフレンドリーな関係になったんだ。

　ツクモもリリエルに気づき、冷たい声で言ってくる。

「いつかの色ボケ天使ではないか。またよからぬことを企たくらんでいるのではないだろうな」

「ちょっと、そんなに信用しないでよ。別に、もう悪いことしようなんて考えてないわよ」

　リリエルは相変わらず哀愁たっぷりの声で言ってくる。あんな事件を起こしといて、警戒するなっていう方が無理だ。

「じゃぁ、こんなところでなにしてるんだ」

「もう聞いてるかしら。私わたしね、天使、クビになっちゃったの。クビどころじゃないわ。神様の出頭要よう請せいも放ほったらかしにしちゃったから、他ほかの天使たちにまで追われる身よ。お給料も貰もらえなくなったし、ネア様は自分のせいだとかいってさらに落ち込んじゃうし。ちょっと向こうの世界にいづらくなったから逃げてきちゃったの」

　なんとも迷惑な話だった。この世界はただでさえ面めん倒どうごとに溢あふれてる。やってくるのはいいけど、これ以上、面倒なことを持ち込まないでくれ。

「よりによって、なんで……この町に？」

「前の事件の時、この町に滞在してたじゃない。その時に、ちょっと働いてた場所があって、そこならいつでも雇ってくれるから。はい、これが名刺。よかったら遊びにきて」

　リリエルは胸ポケットからカードを取り出す。『ライク・ア・ブロッサム』と書かれた店の名刺だった。親切に地図がついているけど、何の店なのかは全く書いてない。怪しさ満点だ。

「ネア様も他の世界でちょっと暮らしてみれば、いい気分転換になるかなって思ったんだけどねぇ」

　ネア、というのは、かつて『エグニル』という世界を統治していた神様だった。

『エグニル』は、神様に対して反旗を翻ひるがえし滅ぼされたという並行世界だ。ネアは『エグニル』の世界に神様の技術を与え、反乱の切っ掛けを作ってしまった。その罪で、世界の管理者の権利を奪われた、と聞いている。

『エグニル』の世界は滅びたけれど、そこに住んでいた魔ま人じんたちの意識は完全に消去されずに、残ざん留りゆう思し念ねんとして世界の間を漂いながら、パンドラを利用してどこかの異世界に再び顕けん現げんしようとしている。二週間前に起きた事件が、まさにコレだった。リリエルがネアを元気づけるために『エグニルの魔人』を蘇よみがえらせようとしたという、なんとも傍はた迷めい惑わくな話だ。

「えと……その神様も、この世界に一緒に来てるのか？」

　嫌な予感が頭を掠かすめる。なんだか、さらに面めん倒どうなことになりそうだ。

「そうよ。でも、ネア様は知らない人の視線が怖いって言って部屋から出てこないの。だからせめて、本でも買って差し上げようかなって思ったんだけど……私わたし、パンドラ本はよく読んでたけど、物もの語がたりってなにを買えばいいのかわからないのよねぇ」

「なるほど。ならば協力してやろう」

　ツクモは呟つぶやくと、何冊か本を抜き出して薦すすめはじめる。過去に因いん縁ねんはあったとはいえ、売り上げに繫つながるのなら気にしないらしい。選び出されたのはどれも万人受けしそうな小説で、ツクモの書評センスを感じさせた。

「でもさ、この町にいるのはマズいんじゃないか。ラクアに見つかったら駄目なんだろ？」

「だから、この町を選んだのよ。あのズボラな女神なら、真剣に私を捕まえようとしたりしないでしょ。この場所にいる限り、他の世界を管かん轄かつしてる神が追ってくることもないしね。下へ手たな場所に隠れるよりは、よっぽど安全だと思うわ」

　と、その時だった。リリエルの背後に、白い人影が立ちはだかる。

　ラクアが戻ってきていた。手には、ばっちりリンゴ飴あめが握られている。

　俺おれの視線に気づいて、リリエルも振り返る。ラクアの姿を認めると、リリエルは艶つやっぽい笑みを浮かべて立ち上がった。

「これはこれは、お久しぶりですね、ラクア様」

「あんた、よくこんな場所に顔を出せたわねー」

　ラクアの声はリリエルの予想通り、完かん璧ぺきに面倒くさそうなものだった。リンゴ飴をくるくると回しながら続ける。

「どう、ネアは元気？　あなたと一緒にいるんでしょ？」

「まだ『エグニル』の世界を失ったショックから立ち直っておりません……そういえば、ネア様とあなたは世界の管理者養成学校の同期でしたね。どうでしょう、そのよしみということで、見逃していただけませんか。あの方をお救いできるのは、私だけです」

「うーん、別にね、私わたしは見逃したって構わないのよ。私の管轄でもう悪さをしないって誓ってくれたらそれでいいわ」

　神様の答えは、リリエルの狙ねらい通りだった。魔ま女じよは俺たちを振り返り、言ったとおりでしょ、とウィンクしてくる。だけど、次に聞こえてきた言葉がその悦よろこびに水を差す。

「でもねー、それじゃ許せないって子もいるのよ。あなたには悪いけど」

　言うと、手を背後に回した。白クマのヌイグルミの首にぶら下がっていたトランシーバーを手に取って呼びかける。

「こちらブリキの樵きこり、東の魔女を見つけたわ。繰くり返かえす、東の魔女を見つけたわ。通信終わりオーバー」

　ザザ、とノイズが走ったかと思うと、声が返ってくる。

『こちらドロシー、了解よ。ちょうどすぐ近くにいる、もうすぐ着くわっ！』

　通信が終わるのと、同時だった。

　夜の空気を切り裂いて、甲かん高だかい声が響ひびき渡わたる。

「ついに見つけたわよっ、リリエルっ！」

　その声に、俺おれのトラウマセンサーが反応する。

　辺りを見回し、声の主を探す。そして、拝はい殿でんの屋根の上に人影を見つけた。なんつー罰当たりな場所に立ってるんだ。っていうか、なにがもうすぐ着くだよ。ラクアと打ち合わせしてただろ、完全にスタンバってただろっ。

　暗くて顔は見えない。けど影ははっきりと確認できた。長い黒髪、カーテンのように波打ったフリルに包まれたシルエット、その手にはステッキが握られている。

　全員の視線が集まる。それを待っていたかのように、彼女は高らかに宣言した。

「月の光に導かれ、愛と正義の扉が開く。輪リングも翼つばさもないけれど、天使の誇りが剣となる。降臨、エンジェリーック・フジエル！」

　彼女の台詞せりふに合わせて、くるくるとステッキが回る。そして、決め台詞ぜりふを言うと同時に、おそらく決めポーズなのだろう、右足を左足の前に交差させステッキを高々と天に掲げる。

　間違いなく、藤ふじ崎さきだった。いや、『天てん使し代だい行こう』フジエルだ。あぁ、あいつの顔キラキラしてんな。すっげぇ楽しそう。バトン捌さばき上う手めぇな、かなり練習してるよな、あれ。学校では相変わらず猫かぶって優等生のくせに。人のことは最低とか言ってくるくせに。心の底からこの言葉を捧げよう、イタい。

　拝はい殿でんの近くの石畳では、通りがかった人たちが何事かと足を止めていた。どうやら皆さん、祭りのために用意されたイベントショーだと思っているらしい。
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　シャツが横から引っ張られる、振り向くとクルンがポストイットを見せてくれた。「あれ、きついです」うん、ちゃんと伝わってるから言わなくていいぞ。

　すぐ横で、さっきまで俺おれの薦すすめた本を読んでいたケンちゃんが「うわ、カッコイイ」と呟つぶやく。ケンちゃんは気が合う親友だけど、ここのセンスだけは合わないみたいだ。

　拝殿の屋根を見上げ、リリエルがうんざりしたように叫ぶ。

「ちょっと、あなた、まだ天使の真ま似ね事ごとなんかやってるの。いい加減、諦あきらめなさいよ」

「悪いけど正義に諦めるなんて言葉はないの、地の果てまでも追いかけるわ」

　そう言ってから、フジエルは大きくジャンプした。

　軽やかに石畳の上に降り立ち、その身を祭りのライトの下に躍おどらせる。

　ピンク色のエナメルソール、白いハイソックス、白地に黒いリボンを鏤ちりばめたゴスロリファッションに身を包み、手には自作と思われる魔法のステッキが握られている。細長い柄の先に王冠を被ったハート、天使と言うよりも魔ま法ほう少しよう女じよだ。

　顔は以前のコンタクトとは違って、派手な装飾の眼鏡めがねがかけられていた、おそらく正体を隠すための細工なんだろう。

　藤ふじ崎さきは屋台にいる俺たちには気づかず、辺りに増え始めているギャラリーも気にせずに、ステッキを器用に回転させてリリエルに向ける。どっぷりと、自分の世界に酔っていた。

　ふと、藤崎のステッキがリリエルから少し横にスライドされる。向けられた先には、リンゴ飴あめを舐なめているラクアがいた。

「ちょっと、金魚すくいはやっちゃ駄目って言ったでしょ！　誰だれが世話すんのよっ！」

「フジエル、本番中よ。集中して」

　ラクアはマネージャーのように言うと、仕切りなおしとでも言うようにパンパンと手を叩たたく。

『天てん使し代だい行こう』は、はっとしてステッキをリリエルに戻す。今のやり取りはなかったように続けた。

「さぁ、あの日の決着をつけるわよ、リリエル。それとも、大人おとなしく降参して神の裁きを受ける気があるのかしら？」

「……上等よ。せっかく勝ちを譲ゆずってあげたっていうのに、馬ば鹿かな子。あの時だって、あのまま続けていれば私わたしが勝ってたのよ」

「ふざけたこと言わないで。勝ったのは私わたしよ、確かに押され気味だったけど大逆転の策を仕込んでいたのよっ」

「『天てん空くうの騎き士し』を呼び出すつもりだったんでしょ。残念だったわね、あの時、私の罠カードの中に『融ゆう合ごう解かい除じよ』があったのよ」

「噓うそよ。そんなの、なんとでも言えるわっ。絶対に私わたしが勝ってた！」

「……なら、今ここでもう一度、力の差をちゃんと教えてあげるわ。おいで子猫ちゃん」

「望むところよ。偉そうにしてられるのも今のうちだからねっ」

　藤ふじ崎さきがポケットからカードの束を取り出す。おい、こんなところで始めるつもりかよ。

「いい、私が勝ったら大人おとなしく捕まって──」

　と、藤崎の声が止まる。

　その視線は目の前に立つリリエルを通り越して、ばっちり俺おれと重なっていた。みるみる内に、藤崎の顔が青くなっていく。

　ステッキが再びスライドして俺を指す。そんなもん向けるな、仲間だと思われるだろっ。

「な、なんで、あんたがいるのよっ！」

　動揺した声で叫ぶ。それから、両手で自分の服を隠すようにして近づいてくる。隠れるわけねぇからな。クルンがポストイットを見せてくる。「かなしいひとです」わかってるから。

　すぐ横で、さっきまで楽しそうに観戦していたケンちゃんが、ぽつりと呟つぶやく。

「あれ……新あら太たの知り合いなんだ？」

　藤崎の顔がケンちゃんの方を向く。その瞬しゆん間かん、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみが白くなった。

「な、ななな……な、ん、で、久く堂どうくんがいるのっ！」

「あれ……なんで、僕の名前も知ってるの？」

　どうやらケンちゃんは、藤崎がフジエルだってことは気づいてないらしい。辺りは暗いし雰囲気も全く違う、気づかなくても不思議はないかもしれない。けど、今のフジエルに、ケンちゃんのそんな心理に気づく余裕はなかった。おそらく、この世で一番見られたくない相手だったに違いない。

「いっ、いっやゃあああぁぁぁぁぁっっ！」

　悲鳴をあげる。

　藤崎はぱっと背を向け、神社の裏手へと走り去っていった。あいつ、逃げやがったな。

「ちょ、ちょっと。フジエルー、東の魔ま女じよはどーするのー？」

　ラクアが困ったように、その後を追いかけていく。

　拝はい殿でんの前には、状況が飲み込めず不思議そうな顔をするリリエルと、いきなり中断されて不満そうなギャラリーが取り残された。

　すぐ横で、ケンちゃんが呟く。

「あの人、なんで……僕の名前、知ってたんだろ」

　その声は、どこか上ずっていた。何かが心の琴線に触れたらしい。視線をぼうっと夜空に向けて、夢でも見ているようだ。あぁ、ヤバいな。どこかで聞いた名めい台詞ぜりふが頭を過よぎる。人が恋に落ちる瞬間を初めて見てしまった、かもしれない。

「ね、ねぇ、すっごかったよねぇ。格好よかった、服装も素敵だったよね。ああいう自分にしかないもの持ってる人っていいよね……フジエルさんっていうのかぁ」

　自分にしかないものっていうか、イタいだけだろ。天然ケンちゃんが呟つぶやくのを、複雑な気持ちで聞いていた。藤ふじ崎さきがフジエルだっていうのは伝えるべきなんだろうか……とりあえず、お客さんが松まつ本もと清せい張ちようを持ってきたので、答えは後回しにした。

　結局、リリエルはツクモが薦すすめた三冊の本を買い、ケンちゃんは『猫ねこ又またと闇やみの秘伝書』を貰もらって帰っていった。恋に落ちたばかりのふわふわしたテンションのまま遠ざかってくケンちゃんの背中に、『月げつ光こう文ぶん庫こ』を気に入ってくれないかな、と少し祈ってみた。

　祭りも終しゆう盤ばんにさしかかって、人通りも徐々に少なくなる。店も暇になり始めたので、買い出しにいくことになった。さすがに晩御飯がたい焼きだけってわけにもいかない。

　縁えん日にちをぶらついていると、店を空けてでもツクモと一緒に買い出しにこればよかったな、と思った。この雰囲気を、たった一人ひとりで歩くのはもったいない。

　いろいろ目移りした末に、焼きそばを買った。ビニール袋を提げて店に戻ろうと振り向いたところで、視界の端に見覚えのある姿が目に留まる。

　右手に綿菓子を持った早はや川かわ鈴すず音ねが立っていた。橙だいだい色いろの下地に、朝顔が描かれた浴衣ゆかた姿だった。普段は一ひと括くくりにしていた髪をアップに纏まとめている。その姿が余りに似合っていて、思わず心臓が跳ね上がった。

「あ、桐きり島しまくん、来てたんですね」

　早川も俺おれに気づいて声をかけてくる。と、そこで気づく。早川の足元に、ぴったりくっつくようにして小さな男の子がいた。弟？　と聞くと、早川は首を振る。迷子まいごなの、と相変わらずのいい子っぷりを見せ付けてくれる。

「お母さんとはぐれちゃったそうなんです。だから、一緒に探してるんです」

「えっと……事務局には行った？」

　聞くと、早川は不思議そうに顔を傾かたむけた。縁日にも事務局があるってことを思いつかなかったらしい。とりあえず、事務局テントまで案内することにした。

　子供はずいぶん早川に懐なついているらしく、ぎゅっと浴衣の裾すそを握っていた。

　だいじょうぶ、すぐ会えるから、早川は子供の頭を撫なでながら優やさしく声を掛け続ける。本当に、できた娘さんですよ。と、オヤジみたいなことを思う。

　事務局のテントに近づくと、早川の足にくっついていた子供が勢いよく走り出した。

　テントの下に、お母さんがいた。お母さんも駆け寄ってきた子供に気付き、ばっと抱きしめる。一いつ瞬しゆん、周りの景色けしきがきらりと光った気がした。

　よかった、早川は少し泣きそうな声で呟く。本当に嬉うれしそうな早川の横顔に、胸が熱くなる。他人のために、こんな風ふうに泣いたり笑ったりできるのってすごいよな。

「ここには一人ひとりで来たのか？」

　並んで歩きながら尋ねてみる。早はや川かわは少し恥ずかしそうに笑って答えた。

「お友とも達だちと来てたんですけど、ちょっとはぐれてしまって。私わたしも、迷子まいごだったんですよ。桐きり島しまくんは？」

「俺おれは店の手伝てつだいをやってるんだよ。今は買い出し中」

　手から下げている三人分の焼きそばを持ち上げて見せる。

　と、その時だった。

「シン、遅いぞ。クルンが待ちくたびれている、いつまでかかっているのだ」

　ツクモの声が、すぐ後ろから聞こえた。振り向くと、相変わらず無表情なツクモの姿があった。どうやら戻りが遅いので捜しにきたらしい。

　そこでツクモは、俺の隣となりに並んでいる早川に気づく。冷たい視線が、俺と早川を交互に見る。

「……シン、釈明を聞こうか？」

「いや、たまたま、ここで会っただけだって。迷子の子供がいてさ」

　慌てて言い訳するけど、ツクモの視線はさらに冷たくなっていく。

「そんなことよりも、いいんですか？　こんなところでお店なんかやっていて。ずいぶん余裕なんですね」

　早川がツクモに向き直って告げる。祭りのライトに照らされた石畳の上、二人ふたりの『観かん測そく者しや』が静かに向かい合う。

「人のことを言えるのか。お前だって遊びに来ているではないか」

「あなたとの勝負が始まってから、七ページ分のパンドラを記録しました。あなたは、一つも記録できてないのでしょう？」

　ツクモは、ふん、と鼻を鳴らす。それがどうした、と言わんばかりだった。

「お前は一つ、勘違いをしている。私わたしはまだ本気を出していない」

　じゃぁ、いつ出すんだよ。でも、早川はツクモの妄言を素直に受け取ったようだった。

「なるほど……ハンデのつもりですか、舐なめられたものですね。後悔、しますよ」

　後悔なら、もう十分してるけど。たった二日ふつかで七ページかよ。ツクモが勝負を受けた時、なんで全力で止めなかったんだろう。

　と、そこで早川は思い出したように俺に向き直る。

「桐きり島しまくん、一緒にパンドラの記録をしましょうと言った話は覚えてますよね。今でも気持ちは変わりませんか？」

　ツクモの目の前だというのに、堂々と聞いてきた。

「シン、遠えん慮りよすることはないぞ。その女と組みたいのなら好きにするがいい」

　人の気も知らないで、ツクモも勝手かつてなことを言ってくる。お前、一人ひとりでパンドラの記録ができると思ってんのかよ。

「あなた一人でパンドラの記録ができると思ってるんですか？」

　一いつ瞬しゆん、考えていたことを思わず口にしたのかと思った。でも、そんなわけはない。すぐに気づく。俺おれの心を代弁するように、早はや川かわがツクモに向けて言っていた。

「聞き捨てならないな、私わたしは一人ひとりでも十分にやっていける。ただ、シンが私の店の本を借りる金がないというので、雇ってやっているのだ」

　……をい。

　売り言葉に買い言葉だろうし、ツクモの性格を考えれば口が裂けても、俺の力が必要だ、なんて言えないのはわかってる。でも、わかっていても、その言葉は俺の心に釣り針みたいに引っかかった。

　早川は俺の方を振り向いて、小首を傾かしげるようにして笑う。まるで……ツクモの今の言葉を、待っていたように。

「そうですか。それなら、あとはあなたがどうしたいかだけですね。こんな風ふうに言う人に桐きり島しまくんはもったいないと思う。私わたしとなら、すごく息のあったパートナーになれると思う。ううん、パートナーとしてだけじゃなくて、もう一歩、踏ふみ込こんだ関係にもなれると思うんだけどな。どういう意味か……わかりますよね？」

　彼女の真まっ直すぐな好意が胸に響ひびく。俺は、全すべてを受け入れてくれそうな優やさしい笑顔に、何も答えることができなかった。

　背後から、早川せんぱい、と聞き覚えのある声がする。

　声の方を振り向くと、宮みや野のが立っていた。一緒に来てる友とも達だちって宮野のことだったのか、意外な繫つながりがあるもんだな。ちょっと興味が湧わいてきたので聞いてみる。

「宮野と、友達なのか。どこで知り合ったんだ？」

「あなたたちを監かん視ししてた時ですよ。同じように宮みやちゃんもあなたたちの後を尾つけてたから、話しかけてみたら気が合っちゃったんですね」

　ああ、なるほど、ストーカー繫がりか。宮野、まだやってたのかよ。聞くんじゃなかった。

　俺が視線を向けると、俯うつむいたまま、受けて立つというような囁ささやきが返ってきた。

「……負けません、から」

　だから、なんの勝負だ。宮野に促され、早川は名残なごり惜おしそうに告げた。

「今日きようは、これで帰ります……桐島くん、答えが変わったら、いつでも言ってくださいね」

　そう言うと、浴衣ゆかたの裾すそをひらりと舞まわせて背を向ける。二人ふたりは仲のいい姉妹のように楽しそうに話をしながら、羽はね木き神じん社じやを後にしていった。

　何を言われたって、答えなんか変わるわけがない。これから先も、俺はツクモに協力する。

　それでも、一いつ瞬しゆんだけ頭を過よぎった。

　もし、もしツクモより先に早川に出会っていたら、どうなっていただろう。もし最初に出会った本好きの同志が、ツクモじゃなく早川だったら、俺はそれでも、ツクモのことを好きになっていただろうか。

　祭りは終わりに差し掛かり、境内の人の数はもうずいぶん少なくなっていた。

　古本市に戻って店番をしながら焼きそばを食べた。ツクモは何も話そうとはしなかった。それまでクルンにまかせっきりだったくせに、売れ残った本の整理などをやり出す。

　人が少なくなったせいで、古本もほとんど売れなくなった。ただ、祭りが終わっていくもの悲がなしさを味わいながら眺めていた。

　境内を照らしていたライトが消える。御お伽とぎの世界はもうどこにもない。最後に流れていた一昔前のヒットチャートがひどく耳に残った。







　行きに比べてずいぶんと軽くなった『リヤカーキング２号』を引きながら、夜道を歩く。

　詰まれている段ボール箱は半分以上が空で、古本市の成功が身をもって体感できた。これで満まん月げつ堂どうの金欠も、少しはマシになっただろう。

　クルンは浴衣ゆかた作りでよっぽど無理したんだろう、段ボール箱に埋もれるようにしてリヤカーの上で丸くなっている。ツクモはスクーターを押しながら、ずっと無言のまま横を歩いていた。

「ずいぶん儲もうかったよな、満月堂の売り上げの一月分くらいあるんじゃないか？」

　少し気まずくなって話しかけてみる。ツクモは、ああ、と呟つぶやいただけだった。

「リリエルのやつ、いい迷惑だよな。わざわざ、この町に逃げてこなくたっていいのにさ」

　話を変えてみる。うむ、と上の空の答えが返ってきただけだった。

「……明日あしたから、またパンドラ探しだな。早はや川かわに負けないように頑張ろうぜ」

　一番、気になっていることを問いかける。今度は反応さえなかった。

　いい加減、苛いら立だってくる。なんで、いちいちこいつのご機嫌伺いしなきゃいけないんだ。

　それからは、ずっと無言だった。お互いに何も話しかけないまま、満月堂の前まで戻ってくる。売れ残った本と気持ち良さそうに眠っているクルンを店内に運び込むと、ツクモは一言だけ呟いた。

「もういいぞ、助かった」

　そのまま、俺おれと別れて店の奥に戻ろうとする。

　途中までは楽しかったのに、なんだか最後にケチがついてしまったような後味の悪さが残っていた。このまま帰るのも面白くない。なんとかすっきりさせたいと思って、店の中に入ろうとする背中に尋ねる。

「なぁ、お前、なんでそんなに不機嫌になってんだよ」

　言った瞬しゆん間かん、ツクモはぴたりと歩みを止めて、振り向く。

「不機嫌になど、なっていない」

「なってるじゃねぇかよ。なんで帰り道、何も喋しやべらねぇんだ。言いたいことがあるんなら、はっきり言えよ」

「私わたしはいつも通りだ。なんだ、漫才師のようにずっと喋しやべっていないとならないのか」

　確かにいつも通りの抑揚のない声だったけど、ずっとこいつの傍そばにいた俺おれには、いつも通りじゃないことがわかった。

　ツクモが不機嫌になっている理由は、だいたい想像がつく。俺が早はや川かわに気に入られて、パンドラの記録を手伝てつだってくれと言われてるのが不満なんだろう。だったら一ひと言こと、安心させてやればいい。そっと、できるだけ自然な風ふうを装って言う。

「心配しなくていいぞ、早川と組んだりしないからさ。俺がいねぇと、お前が危なっかしくてしかたないからな」

　冗談っぽく言ったつもりだったけど、すぐに冷たい声が返ってきた。

「シン、もしお前が私のことが心配で手伝っているというのなら、そのような同情は不用だ」

　同情。その言葉が、頭に引っかかった。

　同情なわけねぇだろ。俺の何を見てたんだよ。

「……どういう意味だよ、それ」

「お前があの女に協力したいなら、好きにするがいいと言っているのだ」

「なんだよ、その言い方。お前一人ひとりじゃ、パンドラの記録なんかできねぇだろ」

　それは早川とツクモとのやり取りを聞きながら、ずっと胸の中に溜たまっていた言葉だった。

　売り言葉に買い言葉だったってのはわかるし、強がりで負けず嫌いな性格も知ってる。でも、一回ちゃんと言ってやらないと気が済まなかった。

「俺がいなけりゃクルンだってまともに投げられない、白い霧きりだって見つけられないくせに。俺は、お前のために必死にやってんだろ」

「お前は、満まん月げつ堂どうの本をタダで借りるために仕事を手伝っていると言った。私のためにやっているというのは訂正しろ。私たちは対等な関係だ」

　確かに、俺がツクモとの距きよ離り感かんに付けた名前は、契約、だった。

　だけど、改めてそう言われると、納得できなかった。もうとっくに、満月堂のレンタル代以上に働いてるじゃねぇか。

「お前……本気で、俺がいなくても、やっていけると思ってるのか。お前だけで、早川との勝負に勝てると思ってるのかよ」

「……言ってほしいのか。お前が必要だと」

　その言葉は、一いつ瞬しゆんで俺の頭を冷やした。

　自分がなにをしたかったのかに、気づかされる。

「私はお前に会うまで、ずっと一人ひとりで店を守ってきた。これからもずっとだ」

　そのまま、俺の方を見ようとせずに背を向ける。いつもと変わらない感情のない声。だけど、拳こぶしがぎゅっと握にぎり締しめられていた。

　それまで意識なんかしてなかったけど、今の一言で気づいてしまった。

　契約を口にしたのは、認めたくなかったからだ。ツクモが早はや川かわへ言った言葉へ反発したのもあったけど……俺おれが必要だろって言わせることで、好きになった方が負け、そんな不条理な負い目を打ち消したかったんだ。

　かっこわるい感情。すっかり恋愛トラップに引っかかっていた。

　つまり俺は……早川に誘われて、ちょっとだけ調子に乗ってたんだ。

　でも、謝あやまる気にはなれなかった。先に、俺なんか必要ないっていったのはツクモの方だ。

「……勝手かつてにしろよ」

　俺が呟つぶやくのを聞いてから、ツクモはそっと戸を閉めた。ガラス戸の向こう、カーテンの奥に小さな背中が消えていく。

　俺も満まん月げつ堂どうに背を向けて歩き出す。頭の中には、ごちゃまぜになって自分でもよくわからない感情が渦巻いていた。半分はツクモへの不満だったかもしれない、もう半分は自己嫌悪だ。

　夜空には、満まん月げつより少し欠けた月が浮かんでいた。

『エグニル』の事件を解決した後、ツクモを背負って同じように不完全な満月を見上げたのを思い出す。

　あの時、月が欠けているなら欠けた部分に俺がなればいい、そんなことを思った。だけど、あいつは俺が必死で欠けてる部分を埋めようとしてたのに、一人ひとりで満月になったつもりでいる。

　第六十訓くん、いい人間関係を築くコツは、ちょうどいい距きよ離りを守ること。

　俺がちょうどいいと思っていた距離感はいつの間にか壊こわれてしまって、もうどこに立っているのかわからなかった。

　これは教きよう訓くんを守らなかった罰だと思った。ツクモとの距離に契約なんて名前を付けたくせに、もっと近くで繫つながっていることを望んだから、おかしくなったんだ。

　不完全な満月が、馬ば鹿かにするみたいに俺を見下ろしていた。
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　昼休みの図書室、誰だれにも邪じや魔まされずに本が読めたのはずいぶん久しぶりだった。

　当たり前の顔をして目の前に座ってくるツクモの姿はない。少し前までは、こうして一人ひとりで本を読むのが最高の昼休みの過ごし方だった。今だって静かに本を読んでいるのはとても楽しい。でも、なぜか、心にぽっかりと隙すき間まができたような寂しさがあった。

　辺りを見回す、宮みや野のはいつも通り少し離はなれたテーブルにいて本を読んでいた。タイトルは『花と蜜みつ』、縁えん日にちでツクモに薦すすめられた恋愛小説だ。たまに、一人で図書室に座っている俺おれの方を見て、安心したように笑みを浮かべる。

　突然、目の前の椅い子すが引かれた。

　やっと来たのか、そう思いながらも、また邪魔しにきたのかよ、咄とつ嗟さにそんな強がりが口をつく。

　でも、見上げたそこに立っていたのは、爽さわやかな笑顔を浮かべたケンちゃんだった。

「あれ、満みち月つきさんじゃないからがっかりした？」

　俺がどんな顔をしていたのかわからないけど、ケンちゃんは勝手に解釈して言ってくる。

「んなわけないだろ。今日はアイツがいないおかげで、久しぶりに静かに本が読めてるんだ」

「もしかして、喧けん嘩かした？」

　ケンちゃんが身を乗り出してくる。その目がきらきらと輝かがやいているのに気づいて、俺は素早く話題を変えた。

「それよりも……どうしたんだよ、図書室にくるなんて珍しいじゃん」

　俺が知る限り、ケンちゃんが図書室に来たのは初めてだった。爽やかな親友は、手に持った本を見せながら言ってくる。タイトルは『猫ねこ又またと闇やみの秘伝書』。

「お祭りで貰もらった本の続きを読もうと思ってね」

　ずいぶん気に入ってくれたらしい。あぁ、『月げつ光こう文ぶん庫こ』の良さがわかってくる人が、この世界に一人増えた。声には出さないけど、抱だき締しめたくなるくらい嬉うれしい。

「で、こいつは？」

　ケンちゃんだけを見ながら、後ろを指差す。

　そこには、図書室が一番似合わない男、ヤンボが立っていた。

　ヤンボはケンちゃんの隣となりに座ると、俺の方をじっと睨にらんでくる。

「さっき、ケンちゃんから面白い話を聞いたんだけどよぉ。なんか、昨日きのうの夜、ゴスロリのコスプレ少女とか、すっげえ色っぽいお姉ねぇさんとかに絡からまれてたそうじゃねぇかっ。そんな知り合いがいるなんて聞いてねぇぞ、紹介しやがれっ」

　ヤンボの目には、暗い炎が宿っていた。なんか、すでに面めん倒どうくさい。

　ケンちゃんは、昨日の出来事をこのアホゥに全部話してくれたらしい。この親友の欠点はお喋しやべりが大好きなところだ。制限しないと、水不足の年のダムみたいにあっという間に全部吐き出してしまう。

　俺おれの不満を混ぜた視線なんか気にせず、ケンちゃんは明あ日すを見つめながら呟つぶやく。もう完全に、恋する瞳ひとみだ。

「フジエルさん……綺き麗れいだったなぁ。また会えないかなぁ」

「なんでお前らばっかり、そういう美お味いしいことがあるんだっ。満みち月つきさんといい、転校生といい、なんで、こんな天パがモテるんだよっ」

　人のことを髪質で呼ぶんじゃねぇ。と、ケンちゃんが声を挟む。

「うーん、でも僕さ、あの転校生はちょっと違う気がするんだよねぇ。新あら太たのこと気に入ってるのは間違いないと思うけど、それはライクであってラブじゃない」

　また使い古されたクサい台詞せりふを、恥ずかしげもなく呟つぶやいた。爽さわやかケンちゃんだからギリギリ許されるレベルだ。

「……なんだよ、それ。どこをどうやったら、そんな風ふうに見えるんだ」

　ヤンボが面白くなさそうに尋ねる。ケンちゃんは当たり前のこと、例えば、太陽って眩まぶしいよね、塩って辛いよね、とでも言われたように、きょとんとした顔で答えた。

「え、だって、そういうオーラが出てたよ」

　どうやらケンちゃんには、俺たちと違う景色けしきが見えているらしい。恋愛ジャンキーの姉も、似たようなことを言っていた。あるレベルに到達すれば第三の目が開かい眼がんするのかもしれない。

「……そうだ、縁えん日にちといえばさ、昨日きのうの夜、神社の方から動物の鳴き声みたいなのがずっと聞こえてきてたんだよ。気になってなかなか眠れなかった」

　そういえば、ケンちゃんの家は羽はね木き神じん社じやの近くだって言ってたっけ。何気なく、窓の外、羽木神社の方向へ視線を向ける。そして、固まった。

　とんでもない物が目に飛び込んできた。

　竜たつ巻まきのように、町から白い霧きりが立ち昇っている。他ほかの皆みんなには見えてない、それもそのはずだ。立ち昇っている白い霧は、認識が失われた空白ブランクだった。あんな巨大な空白ブランクは見たことがない。

「もしかしたら、恋こい狐ぎつねが蘇よみがえろうとしてるんじゃないかな、なんてね」

　笑えない冗談だよ、ケンちゃん。引きつった苦笑いを浮かべる。

　昨日までなにもなかったのに、一晩で空白ブランクが発生するのは異常だった。藤ふじ崎さきに、不自然なパンドラが発生したら教えろ、と言われていたのを思い出す。認識を消したりできるのは天使だけだ。まさか、リリエルのやつ、この町に来たのはやっぱり何か企たくらんでたのか。

「桐きり島しま、ちょっと話があるんだけど」

　いきなり、背後から声が掛けられる。振り向くと、ヤンボとケンちゃんが場所を譲ゆずっていて、俺の心の中を読んだようなタイミングで藤崎が立っていた。







　藤崎と一緒に渡り廊下まで移動する。こいつが俺に用事、なんてのはパンドラのこと以外に有り得ないだろう。もしかして羽はね木き神じん社じやのパンドラに気づいんたんだろうか……なんて思いながら聞いてみる。

「話って、なんだよ」

「……昨日きのうのこと。再確認しておこうと思ったの」

　昨日？　どうやら、羽木神社で起きているパンドラのことじゃないらしい。

「あそこで、あなたが会った天使と私は、別人よ」

「え？　なに言ってんだよ。あれは、お前がラクアから依い頼らいを受けて──」

「いいから、別人なのっ。だから、その、久く堂どうくんにも絶対言わないで」

　ああ、なるほど。やっと藤ふじ崎さきの意図がわかる。それで、わざわざ俺おれを呼び出したわけか。

「約束する。言わないよ」

　俺が言うと、安心したように口元を綻ほころばせる。お、可愛かわいいじゃないか。藤崎は、すぐにはっとして真ま面じ目めな表情に戻す。

「さっき図書室で久堂くんが読んでた本、あなたが薦すすめたの？」

　ん、あぁ。曖あい昧まいに頷うなずく。どんなきっかけにしろ、藤崎が『月げつ光こう文ぶん庫こ』に興味を持ってくれるなんて意外だった。

「久堂くん、ああいうの、好き、なの？」

「ああいうのって、本のことか？」

「えと、その……獣けもの耳みみ、とか」

「え？」

　興味持ったのって、そっちかよ。思わず突っ込みそうになる。でも、俺が何か言うより早く、

「なんでもないわっ！」

　藤崎はそう叫んで、背を向けて立ち去っていった。

　相変わらず、あのイタ子ちゃんの考えてることは読めない。と、そこで気づく。羽木神社で起きている不自然なパンドラについて教えるのをすっかり忘れてた。そういやリリエルから名刺貰もらったことも言ってないな…………ま、いいか。

　改めて視線を空に向ける。羽木神社の空白ブランクが巨大な竜たつ巻まきのように立ち昇っていた。







　学校が終わってから、満まん月げつ堂どうに立ち寄った。

　別れ際ぎわの気まずさは、まだ俺の胸の中に錘おもりみたいにぶら下がっていた。

　でも、ツクモと早はや川かわの勝負で、羽木神社の巨大パンドラを記録した方が勝者に近づくのは間違いない。あそこまで派手に立ち昇っていたら、早川だって気づくだろう。一刻も早くツクモに教えた方がいい。

　古びた貸かし本ほん屋やは、相変わらず雰囲気たっぷりで裏通りに佇たたずんでいた。

　もう自分の家みたいに通いなれた店だけど、今日きようは足取りが重い。

　ガラス戸越しに、少しオレンジがかった照明の店内が見えた。骨こつ董とう品ひんのような机にはツクモが座っていて、片かた肘ひじをついて本を読んでいる。なにもかも、いつも通りだった。

　それを見た瞬しゆん間かん、縁えん日にちのことを思い悩んでいたのが馬ば鹿かみたいに思えてくる。そうだ、ツクモは過ぎたことをいつまでも気に病むような奴やつじゃない。昨日きのうのことだって何も気にしてないに決まってる。図書室にこなかったのだって、ただの気まぐれだ。

　急に足取りが軽くなる。現金なヤツ、俺おれ。

　いつも通りに振ふる舞まおう。それで、きっかけがあれば縁日のことを謝あやまってやろう。できるだけ冗談っぽく。それで、ちょうどいい距きよ離り感かんに戻れる。

　満まん月げつ堂どうの前に立つ。ガラス戸に映る俺の顔は、いつのまにか微笑ほほえんでいた。ツクモはまだ気づいてない。そっと戸に手を掛けようとした、その時、

　ぴしゃり、とカーテンが閉じた。

　え。思わず固まる。まだ辺りは明るい、閉店には早すぎる。

　カーテンの隙すき間まから、ひょこっとクルンが顔を出す。そして、ガラスにポストイットを貼はって見せてくる。「お姉ねえに、店にいれるなといわれました」そう書かれていた。

　さっきまでガラス戸に映っていた自分の笑え顔がおを殴りたくなる。

「なんだよ、あいつ。昨日のこと、まだ怒ってんのか」

　ガラス戸越しだからって、聞こえないわけないだろう。じっと俺を見つめてくるクルンに向かって声をかけた。

　クルンは、カウンターにいるツクモの視線を気にしながら小さく頷うなずく。それから、次のポストイットを見せてくれる。「伝言あればどうぞ」

　小さく嘆息する。クルンが、俺とツクモの間で気を遣っているのがひしひしと感じられた。

　でも、もうとっくに謝る気は失うせている。せっかくパンドラのこと教えに来たってのに、なんだよ、その態度。

「じゃぁ、これだけ伝えてくれ。羽はね木き神じん社じやで、でっかいパンドラが起きてる」

　びっくりしたのか、ぽんっ、とクルンの耳が飛び出る。

　しばらくしてから、クルンはぺたんと耳をたおした。それからポストイットを書いて見せてくる。「それだけですか」、そう書かれていた。

「ああ、そうだよ。これまで手伝てつだってきたよしみで教えに来たんだ。後は、俺がいなくたって一人ひとりでできるんだろ」

　そう言うと、クルンはちょっとだけ怒ったように頰ほおを膨ふくらませる。それから、手にポストイットを貼って突き出す。「しんたばか」、そう書かれていた。

　別に、腹が立つことなんかなかった。ただ、どこか冷めてしまったように思った。結局、お前はツクモの味方なんだ。

　背中を向けて歩き出す。背後からは、ずっとカーテンに包くるまったクルンの視線が追ってきていた。でも、全力で気づかない振りをする。

　満まん月げつ堂どうから離はなれながら、ツクモとの距きよ離り感かんがどんどん遠ざかっていくような気がした。







　家に帰って、ちょっとだけ凝こった晩飯を作った。

　俺おれの家は、駅から十五分ほど歩いたところにある。父親が転勤になり、母もそれについていったせいで、そこそこ広い一軒家に社会人の姉と二人ふたり暮ぐらしだ。

　食事は当番制じゃなく、気が向いた方がなんとなく作るっていうルールだった。普通ならどっちも面めん倒どうくさがりそうなもんだけど、俺と姉はこれで上う手まくいっている。お互いにどんなものでも文句を言わないっていうのが上手くいく秘ひ訣けつだと思う。

　いつも手抜き料理が並ぶ食卓だけど、たまに、ちゃんとしたものを作りたくなる。

　料理はいい。いい食材を使えば美お味いしくなる。時間をかければ美味しくなる。基本を守れば美味しくなる。ほんとうに、素直だ。

　だから俺は、なにか思い通りにならないことがあると料理をしたくなる。

　母が残していった料理の本を引っ張り出して、順序どおりに調理をすすめていく。選んだページはビーフシチュー、水の分量から肉の大きさ、ゆで時間まで正確に計る。

　下ごしらえが終わった辺りで、姉が帰ってきた。ぶんぶんと子供みたいにバッグを振り回しながら、匂においに誘われるようにキッチンに入ってくる。

「あら、弟が料理をしている」

　と、棒読み口調で解説してくれる。

　銀行員の姉は新入社員に気になる男がいるらしく、最近はなにかと上機嫌だ。バッグをリビングに放ほうり投なげてから、見物でもするように横から覗のぞき込こんでくる。

　何気なく近くにあった牛肉の賞味期限を確かめながら、全く関係のないことを聞いてきた。

「ねぇ、新あら太た。例の女の子とはうまくいってるの？」

　例の女の子、とはツクモのことだ。連れてきたことなんかもちろんないけど、気になる子がいる、と話したことはある。

　俺は咄とつ嗟さに顔を逸そらせた。昼間のケンちゃんとのやり取りを思い出したからだ。ハイレベルな恋愛ジャンキー共は、勝手に人のオーラを読み取るらしい。

「まぁまぁ、だよ」

「へぇ。上手くいってないんだぁ」

　楽しそうに、姉は肩が触れ合うくらいまで歩み寄ってくる。

　なんでわかったんだ、やっぱりなにか見えるのか。そう思って振り向くと、

「あんたって、なにかあるとちょっと凝こった料理作るもんね」

　と言って、ビーフシチューを指差した。

　ああ、なるほど。さすがに十年以上も同じ家で暮らしてない。

「うまくいってないオーラもでてるしね」

　……やっぱり、なにか見てたらしい。

「気が散るから、さっさと着き替がえてこいよ」

　追い払うように手を振るけど、姉はじっと俺おれの後頭部あたりを見つめている。そこからなにかがでてるのか、やめてくれ。

　集中。そう言い聞かせて、味付けに専念する。ブラウンルー二個、トマトピューレが二分の一カップ、ウスターソースが大さじ一杯……よし、完かん璧ぺき。あとは強火で十五分。

「あんたってさ、なんか機械みたいに料理を作るよね」

　いつの間にか視線を料理に戻した姉が呟つぶやいてくる。数学が苦手な子が数字の羅ら列れつを見たように、姉はシンクの上に並んでいる計量カップやスプーンを見つめていた。

　最後に塩小さじ一杯を加える。用法用量を守って正しく、薬じゃないけど、これが俺の料理哲学だった。

「それが一番美お味いしいんだよ」

　そう言うと、姉は興味なさそうに、ふーん、と呟いてリビングの方に引き返していった。と思いきや、おもむろに冷蔵庫を開いて戻ってくる。

「えいっ」

　いきなり鍋なべの中にトマトケチャップが注ぎ込まれた。計量なんかせず、思い切りチューブを押しただけだ。

　なにすんだよっ、思わず叫ぶけど、姉はしてやったとばかりに笑うだけだ。

「隠し味。本に載ってる通り作っても面白くないでしょ」

　なんとかトマトケチャップをすくい出そうとするけど、赤い塊はみるみるうちに鍋の中に消えていく。

「料理も恋も大事なのはチャレンジすること。同じことばっかりやってても、同じものしかできないよ。失敗を恐れない勇気が、新しい景色けしきを見せてくれるのだ」

　俺のリアクションが面白かったのか、姉は調子に乗ってさらに適当に調味料を手に取り、どばどばと追加していく。やめろっ、俺の料理哲学がっ、なんとか防ごうとするけど間に合わなかった。

「あ、やば。酢はちょっとマズかったかな……新あら太た、リカバーお願いね」

「できるかっ。どーしてくれんだよっ」

　にゃはは、と無責任に笑う。なんとかリカバーしようと考えるけど、微かすかに立ち込める酢の匂においはどうやっても消せそうになかった。

　せっかく時間かけて作ったのに台無しだ。

　せめて食べられる味であってくれ、そう祈りながら小皿に取って味見をする。

「ん……あれ？」

　ちょっと酢の匂においは気になるけど、思ったよりまともな味だった。

　クセがあるけど、これはこれでアリかもしれない。いや、けっこう好きかも。

　……でも、もう一回作ってくれっていわれたら作れないな。確か、トマトケチャップを力いっぱい、あとは醬しよう油ゆをどばどば、酢をちょびっと傾かたむける感じで……そんなことを考えていると、いちいち計量カップできっちりと量っていたのが馬ば鹿かみたいに思えてくる。

「あ、けっこういけるじゃない……きめた、この料理は、ビー酢スシチューと名づけよう」

　姉は味見皿を奪って口に運びながら、ふざけたことを呟つぶやく。まったく旨うまそうに聞こえない、『宇宙ランチ』にでも出てきそうな名前だ。

「ね、あんたは色々、考えすぎなんだよ。なにを悩んでるのか知らないけど、悩む前に行動あるのみだよ。どうせ後悔するんだったら、やることやって後悔したいじゃん。失敗したり、喧けん嘩かしたり、泣いたり怒ったり、そういうもうどうしていいのかワケわかんない時こそ、立ち止まっちゃいけないんだ」

「しょうがないだろ……すぐ近くに、それで失敗しまくってる人がいるからな」

　恋愛ジャンキーの姉を見る。俺おれの生きるトラウマは、それを聞いて誇らしげに声を上げて笑った。褒ほめてねぇって。

「よし、特別に、私わたしが恋のＡＢＣを伝授してやろう。あんたがコツコツつけてる教きよう訓くんよりも、よっぽど役に立つよ」

「なっ、いつ俺のノート見たんだよっ！」

　思わず叫ぶ。あれは、誰だれにも見せない秘密だったのに。でも姉は気にした様子もなく、あんなの私の秘密ノートに比べたらちっとも恥ずかしくないって、と嬉うれしくないフォローをしてくる。

「Ａ、焦あせるな。Ｂ、ブレるな。Ｃ、好ちゅきでいろ……迷いそうになったら、この三つを呪じゆ文もんのように唱えるんだ。そうすれば、自分がなにをすべきかわかるはず」

「は？」

　でっかいマシュマロで頭を殴られたような衝しよう撃げき。なにを言ってるんだ、この人は。いろいろ突っ込みたいところはあったけど、とりあえずＣが強引すぎる。

「まぁ、好きになったら余よ所そ見みをするなってことだよ。空気なんか読むな！　距きよ離り感かんなんか気にするな！　相手になんて思われようが、一途いちずに想おもい続けろ！」

　姉がぐっと拳こぶしを作って言ってくる。

　ばかばかしい、そう思った。

　でも、そのふざけたフレーズは、なぜか俺の心に響ひびいた。それはきっと、俺の気持ちがブレてたからかもしれない。ツクモは、どれだけ必死で手伝てつだっても全く振り向いてくれない……それどころか当然のようにしている。だから、俺おれのことを必要としてくれてる早はや川かわに、ちょっと惹ひかれそうになった。

「では復唱。焦あせるな、ブレるな、好すきでいろ！　はいっ」

「……やるわけ、ねぇだろ」

　うわ、ノリ悪ぅ。そう言って、姉は外国人のように肩を竦すくめながらリビングに戻っていく。

　火を止めてから、時計とけいを見る。六時を回ったところだった。

　追いかけるようにリビングに戻ると、姉はすごい変わり身で、夏バテした犬みたいにソファの上に転がっていた。できたー？　とテレビに視線を向けたまま聞いてくる。

「……姉ねえちゃん、俺、ちょっと出かけてくる。飯、先に食べてて」

「なにをー。あたしの恋バナを聞きたくないってかー。ちなみにお題は、今日きようの広ひろ瀬せくんだぞ」

　姉はからかうように笑いながら言ってくる。いや、そんな人、顔も知らねぇし。

「帰ってから、聞くからさ」

「お、なんかいい顔になったじゃん。それに、こっちも」

　俺の後頭部辺りを指差す……だから、そっからなにが出てるんだよ。

「じゃぁ、なにかを悟って少年から男への階段を一段上った弟に、もう一つだけアドバイス」

「なんだよ」

「あたし、あんたのくっだらないメモの中でさ、一つだけ好きなのあったんだよね。ちょうどキリのいい数だったから覚えてるよ。えっと、百五十訓くんだっけ？」

「ぜ、ぜんぶ読んだのかよっ！」

　顔を真まっ赤かにして叫ぶ。くそ、今度から机には鍵かぎを掛けよう。

　家を出ると同時に、駆け出す。向かう先は、羽はね木き神じん社じやだった。あいつはきっと、パンドラの記録にやってくる。頭の中はまだもやもやしてたけど、とにかく、もう一度ツクモに会わないといけない。

　第百五十訓、大切なことは言葉にしないと伝わらない。

　子供の頃ころ、母の日に公園で花を摘んで小さなブーケを作った。直接手渡すのが恥ずかしくて、そっと台所に置いておいた。母は、プレゼントだってことにも、母の日だってことにすら気づかず──その日の晩御飯に出た刺身の隅っこに、丁度いいのがあったと、花を並べていた。

「多くの人は心の可能性を、過大評価しすぎてると思うんだ。心なんてのは曖あい昧まいで不確かなもので、通じ合うことなんて奇跡に近い。言葉にして伝える方が、祈ったり念じたりするよりずっと簡単でしょ」

　家を出る前に、背後から聞こえてきた姉の声を思い出す。

　それに気づくことができない人が、きっと、この世界には驚おどろくほど多いんだろう。俺の生きるトラウマは、時々いいことを言う。







　夜の境内は、縁えん日にちの時の賑にぎわいが噓うそのように閑散としていた。

　石段を登り鳥居を潜くぐると、どこからか獣けものの鳴き声のような音が聞こえてくる。ケンちゃんが言っていたのは、きっとこれのことだろう。

　縁日の夜のように辺りを照らしてくれていたライトはなく、長い石畳はどこか不気味に続いていた。参道の脇わきには、灯ひの入っていない石いし灯どう籠ろうが一定間隔で並んでいる。足元から這はい上あがってくる不安を振り払うように、石畳の上を駆け抜けた。

　……やっぱり、ここだったのか。

　辿たどり着ついた拝はい殿でんの前、閉ざされた観かん音のん開びらきの扉、その隙すき間まから白い霧きりが噴ふん出しゆつしていた。それも、中にドライアイスが詰め込まれているみたいに大量にだ。

　だけど、それは昼間見た時よりも小さくなっていた。昼間は、まるで竜たつ巻まきのように空高く昇っていた。今は小ぼ火やが起きている程度だ。それは……パンドラが顕けん現げんしているのを予感させた。

　なぜ、拝殿の中が空白ブランクになったのかはわからない。でも何が顕現しているのかは簡単に予想できた。細く甲かん高だかい獣の鳴き声が、拝殿の中から響ひびいてくる。

　それは伝説だった。

　この町に伝わる恋こい狐ぎつねの伝説。話を聞いたことがない子供なんていない……もう、町ぐるみでパンドラの認識を与えているようなもんだろう。

　時計とけいを見る。まだ『満まん月げつ堂どう』の閉店時間になっていなかった。しばらく、ここで待つしかないか。何気なく辺りを見回しながら思う。早はや川かわがまだ来てないみたいでよかった。

　と、そこで境内に先客がいたことに気づく。

　うちの高校の制服を着た少女が、赤い恋愛成じよう就じゆ専用の絵え馬ま掛かけの前に立っていた。その姿には見覚えがある──同じクラスの藤ふじ崎さき芳よし乃のだった。藤崎も同じタイミングで気づいたらしく、俺おれの方を振り返って、固まっていた。

「……き、きき、桐きり島しまっ、あんた、なんでこんなとこにいるのよっ！」

　言いながら、手に持っていた絵馬を後ろに隠す。ああ、どうやら藤崎がなんでこんな場所にいるのかは聞かない方がいいらしい。リリエルに勝つまで、恋愛禁止じゃなかったのかよ。

「この前、不自然なパンドラが起きたら教えろって言ったろ。それが、ここで起きてる」

　絵馬には気づかない振りをして、拝殿を指差す。

「ここで、ですって。恋狐の伝説が顕現しようとしているということ？」

「ああ、多分な」

「縁日があったばかりなのに、拝殿の中が誰だれからも認識されなくなるなんて確かに変ね。誰かが……おそらく、天使が、意図的に空白ブランクを作ったと考えて間違いないわ」

　その時だった。待ち構えていたかのようなタイミングで、蝶ちよう番つがいが軋きしむような音を立て、観音開きの扉がひとりでに開き始める。

　中から、大量の霧きりが吐き出される。

　開かれた扉の奥……立ち込める霧の中で、巨大な尻尾しつぽが揺れているのが見えた。子供の頃ころから聞き慣れた伝説だけど、いや、よく知ってるだけに足元から這はい上あがるような恐怖がやってくる。恋こい狐ぎつね、なんて名前で親しまれているけど、元は凶暴な妖よう怪かいだったんだ。どんなパンドラが生まれるかわからない。

「なぁ、お前も天使だろ。なんとかできねぇのか」

　聞いてみる。藤ふじ崎さきは当然のように首を振るだけだった。

「出来るわけないでしょ。私わたしは代行なんだから、能力を使うにはラクアの許可がいるの」

「じゃぁ、すぐに許可してもらえよ。連絡手段くらいあるんだろ」

「放ほうっておくといっつもふらふら出歩くから、キッズケータイを持たせてるわ。でも……『天てん使し代だい行こう』の許可を貰もらうにはいろいろと書類を揃そろえて、天てん使し派は遣けん管かん理り局きよくに申請出さないといけないの。アニメみたいに簡単に変身できるものじゃないのよ」

　相変わらず神様の世界は事務的で、淡い幻想をあっさりと壊こわしてくれる。キッズケータイ持たされてる神様ってどうなんだ。あと、変身っていうか、単にお前が趣しゆ味みで着き替がえてるだけだろ。突っ込みどころは絞ってくれ。

　拝はい殿でんの奥では、霧が真ん中に集まり徐々に伝説を形作っていく。どうやら、人の姿をしているらしい。『猫ねこ又またと闇やみの秘伝書』にも妖よう狐こは出てくる。ある程度以上の妖よう力りよくを持った狐きつねは人の姿にも成れると書いてあった。きっと、多くの人たちもそれと同じ認識を持ってたんだろう。

　次の瞬しゆん間かん、霧が消え失せる。

　一いつ瞬しゆんで、顕けん現げんが起きていた。

　開かれた扉の奥……立ち込める霧の中に、女が立っていた。

　もちろん、ただの人間じゃない。小麦色の髪、そこから生えた尖とがった獣けものの耳、背後で炎のように揺れている巨大な尻尾。それは紛れも無く、人に変へん化げした妖よう狐この姿だった。

　白い狩かり衣ぎぬに赤い袴はかま、腰まで届く髪を赤い紐ひもで二ふた俣またに縛しばっている。白い肌に薄うすい唇、獲物を射抜くような狐きつね目め、整っているけど怜れい悧りで近寄りがたい雰囲気を放っていた。手には、金細工が施された扇子を持っている。

「だれじゃ、わらわを呼び出したのは」

　現れた狐は、流れるような声で呟つぶやいた。
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　呼び出した覚えなんかない。でも、俺おれの認識が妖狐に形を与えたものの一部に含まれてないとは言い切れない。町の誰だれもが知ってる伝説なんだから。

　わかりきっていた。でも、確かめないわけにもいかなかった。

「お前……恋狐、なのか？」

　ばさり、巨大な尻尾が揺れる。

「なんじゃ、狸たぬきにでも見えるか？　無礼な男じゃ。わらわは恋狐、恋に悩める者たちの願いを応援するため蘇よみがえった。もし叶かなえたい願いがあるならゆうてみよ。わらわの心に響ひびけば、力を貸してやろう」

　せっかくだけど、パンドラに頼たのむような恋心は持ち合わせてない。俺おれが何も答えないでいると、恋こい狐ぎつねは面白がるように笑いだす。扇子をかたかたと開き、どこかの貴族のように口元を隠した。

「恋こい話ばな一つもでぬとは、無粋な男よ。どちらにしろ、そなたの恋に協力する気など毛頭なかったがな。わらわは、面食いなのじゃ」

　なんだその理由っ。失礼な狐きつねだ。

　と、恋狐は次に藤ふじ崎さきの方を見る。それまでずっと静観していた藤崎は、小さく呟つぶやいた。

「……獣けもの耳みみも、悪くないわね」

　言うことはそれだけか。恋狐は値ね踏ぶみするように爪つま先さきから頭の先まで観察し、パタン、と扇子を閉じてから告げる。

「そなたも駄目じゃな。頭の良さそうな女は嫌いじゃ」

「ちょっと、なんなのその理由っ。話くらい聞きなさいよ」

　話、聞いて欲しかったのか。ちょっとだけ期待してんじゃねぇよ。

「それに、胸が貧相な女も嫌いじゃ」

「む、胸は関係ねぇだろっ！」

　恋こい狐ぎつねは人の好き嫌いが多いらしい。とりあえず優雅に笑っている様子から、伝説に謳うたわれているような凶暴さが見えないことだけは安心だった。

「さてと、せっかく呼び出されたのじゃ。わらわの心に響ひびくような恋愛があるかどうか、絵え馬までも見てやるかの」

　そう言うと、恋狐は軽く飛び上がった。

　飛ぶというよりも空気の上を歩くように、ふわりと数メートルの距きよ離りを移動する。狩かり衣ぎぬと長い髪を棚引かせながら、境内の隅に着地した。そこは恋愛成じよう就じゆ専用に設置された絵え馬ま掛かけの前だった。たくさんの絵馬がぶら下がっている。

「世が変わっても、恋に悩めるものたちが多いようじゃな」

　もう俺おれと藤ふじ崎さきには興味がないらしい。完全に無視して、当選ハガキでも選ぶように絵馬を一枚引き抜くと、ラジオのＭＣみたいに読み始める。

「『たくちゃんと両りよう想おもいになれますように。あや』　ふむ、十二歳か、青い恋じゃな」

　絵馬に書いている願い事を音読し、嬉うれしそうに目を細める。絵馬を声に出して読まれるとかなりこっ恥ぱずかしいよな……そんなことを思った瞬しゆん間かんだった。

　ばきっ。木の板が割れるような音が響いた。

「子供は嫌いじゃ。それに、普通の恋愛はつまらぬ」

　恋狐は、二つに割った絵馬を背後に放ほうり投なげる。

　ええーーっ。

　なんだそのざっくりした理由っ。どうやら好き嫌いが多い、どころじゃないらしい。

「ちょっと待てよ。あんた、恋狐なんだろ。本当に恋を応援する気があんのかよっ」

　妖よう狐こは耳をヒクつかせながら、俺を振り向いて睨にらんでくる。

「あるに決まっておろう。わらわは恋を応援するために蘇よみがえったのじゃ。じゃが、どうせ叶かなえるのであれば、嫌いな者より好きな者の方がよいじゃろう。安心せい、願いごとはまだまだある」

　恋狐はそう言うと、次の絵馬を選び始める。でも、俺の中ではどんどん不安が増していった。

「『京きようちゃんが振り向いてくれますように。信のぶ夫お』　なかなか達筆じゃな、文字に心が籠こもっておる。まるで心が洗われるようじゃ」

　恋狐は楽しそうに何度も頷うなずきながら、嬉しそうに絵馬を見つめる。よかった、今度は気に入ってくれたらしい。ばきっ。おい。

「……それは、何が気に入らないんだ」

「知れたこと。わらわは、股またの下から余計なものをぶら下げてるような生き物が大嫌いなのじゃ。汚らわしい男の願いごとなど、誰だれが聞いてやるものか」

　ここに来て、まさかの男嫌いかよっ。範はん囲いが広すぎるだろっ。俺に言った面食いだから駄目ってなんだったんだよっ。

　と、そこで気づく。教科書や観光地図に描かれている恋狐は人じゃなくて獣けものの姿だった。だから、よく知っている伝説でもすぐには閃ひらめかなかったんだ。

　藤ふじ崎さきも同じことに気づいたらしい。先に言ってくる。

「あれ……恋こい狐ぎつねって確か、羽はね木き神じん社じやの巫み女こに恋をしたはずよね。なんで女性なの？」

「だから、言っておるじゃろう。わらわは普通の恋愛は好かぬ、男は嫌いじゃと。つまり、そういうことじゃ」

　境内が、静寂に満たされる。

　え、えーと、つまり、そういうことだよな。

　なるほど、好き嫌いが多いわけだ……って納得できるわけねぇだろ。

　誰だれだ、こんな認識を与えた奴やつはっ、勝手かつてに伝説を捻ねじ曲まげるなっ。

「……くそ、だから胸の大きさが関係あったのか」

　藤崎が呟つぶやくのが聞こえてくる。冷静に分析してんじゃねぇよ。優等生のくせに、くそ、とか言うな。

　俺おれの心の中の突っ込みが届くはずもなく、恋狐は次の絵え馬まに手を掛ける。これだけの数の絵馬があっても、恋狐の心に響ひびくものがあるかどうか怪しくなってきた。

「『大好きな人と色々したいです。ゆき』　うむっ!?」

　突然、今までと違うテンションで呻うめいた。

「これはなかなか見込みがありそうじゃ。気に入ったぞ、娘。そなたの願いを叶かなえてやろう」

　今までのと何が違うのかわからないけど、響くものがあったらしい。

　ところで、恋の願いを応援するって、そもそも何をするんだろう。危険なパンドラじゃないようだけど、こんな奴やつを野放しにもしとけないよな。ああ、ツクモ、早く来てくれっ。

　と、その時だった。背後から、静かな声が響く。

「対象を確認しました。データの記録を……開始します」

　そこに立っていたのはツクモじゃなかった。横で藤崎が呟つぶやくのが聞こえる。

「……転校生？　なんで、あの子が『観かん測そく者しや』の真ま似ね事ごとなんかしてるの」

　そこには、両手で本を開いた早はや川かわ鈴すず音ねが立っていた。

　まずい……この伝説のパンドラを記録されたら、ツクモは負けたも同然じゃないか。

　でも、どうしようもなかった。記録はすでに始まっている。この町に伝わる伝説のパンドラ、昼間見た白い霧きりの竜たつ巻まき、間違いなくかなりのページ数になるだろう。もしかしたら、これだけで本一冊分になってもおかしくない。

　漠然としていた不安が、急に頭の中に現実味を帯びて浮かんでくる。

　この勝負に負けたら、満まん月げつ堂どうは、なくなる。

　でも、そんな不安を壊こわすように……早川の呟きが響いた。

「……そんな、記録が、できない」

　記録開始の声が聞こえてから、ずいぶんの時間が経たっていた。でも、何も起きていない。恋こい狐ぎつねはさっきと変わらない姿勢でそこに立っている。伝説の妖よう狐こは金きん色いろの光に変わることはなく、早川の本には一文字も記されていない。これは、つまり、

「まさか……私わたしの能力では記録できないほどに大きなパンドラだっていうんですか」

　おそらく、今まで経験したことがなかったんだろう。信じられない、という表情だった。まあ、ツクモなら頻ひん繁ぱんにあることだけど。

「そこの娘……まさか、わらわを封じようとしたか？」

　恋狐の声が響ひびく。ゆっくりと、絵え馬まから早はや川かわの方へと顔を向ける。

　その目には、さっきまでのお気楽な雰囲気はなかった。両目が、猛もう禽きん類るいのように爛らん々らんと輝かがやいている。伝説に謳うたわれている妖狐と違たがわぬ凶暴さを伴っていた。

「身の程を知らぬ愚か者よ、報いを受けるがよい」

　恋狐は扇子を開き、すっと早川に向ける。

　それから、文様を描くように扇子を動かしはじめた。扇子の軌跡を追うようにして、空中に光の文も字じが浮かび上がる。

　文様が完成すると同時、奇妙なことが起こった。光の中から、無数の黒い塊が飛び出してくる。それは地面に着地すると同時に、四本の足で立ち上がった。影で作られたような漆黒の狐きつねだった。

「早川、逃げろっ！」

　思わず叫ぶ。早川は我に返ったようにはっとして、恋狐に視線を向ける。だけど、その体が逃げることはなかった。代わりに、意味のわからないことを叫ぶ。

「お願いします、ミズタニサン」

　そう言うと、腰から下げていたエンジニアポーチを軽く叩たたく。

　ポーチの中から、目にも止まらないスピードで何かが飛び出してくるのと、漆黒の狐たちが早川に襲おそい掛かかるのは一緒だった。

　ポーチから飛び出した何かは、残像だけを映して早川の前を通り過ぎる。一いちノの瀬せのバットを曲げた、あの不思議な能力だった。鞭むちのような残像が往復し、飛び掛かってきた漆黒の狐きつねを薙なぎ払はらう。

　打たれた狐きつねは、まるで炎が消えるように一いつ瞬しゆんで消えていった。

　早川の強さは圧倒的だった。次々と襲い掛かる狐を、残像が一匹も漏らすことなく打ち落とす。狐の数は瞬またたく間に減っていった。

「うそ……だろ。『観かん測そく者しや』って、本当はあんなに強いのかよ」

　想像以上だった。あれが、本来の『観測者』の姿なのか。

　ツクモはあんなレベルの違う相手の勝負を受けたのかよ。

「桐きり島しま、どうやら、これはかなり危険なパンドラみたいね。ただのパンドラなら手出しできないけど、天使が絡からんでいるなら話は別。ラクアのところにいって、能力解放の手続きをしてくるわ。できるだけ早く戻ってくる、あの子と二人ふたりで時間を稼かせいで。事情は、その後で聞かせてもらうわ」

「あぁ、わかった。なんとかしてみる」

「……獣けもの耳みみなんかに、負けないわよ」

　藤ふじ崎さきは身を翻ひるがえすと、勢いよく駆け出していった。どこに対抗意識を燃やしてるんだ。

　視線を目の前の戦せん闘とうに戻す。二人で時間を稼げ、と言われても俺おれの出る幕はなかった。とりあえず、早はや川かわを応援することしかできない。

　ついに、最後の一匹が残像に吹き飛ばされ、煙のように搔かき消きえる。それと同時、早川の使った鞭むちのような武器もポーチの中に消えていた。

　恋こい狐ぎつねは目を爛らん々らんと輝かがやかせたまま、ぺろりと舌を出した。そして、じっくりと早川鈴すず音ねの体を観察し始める。

「わらわの召しよう喚かん獣じゆうを退けるとは、なかなかやるようじゃの。気に入ったぞ、娘よ。どうじゃ、戦などやめて、わらわと二人で人ひと気けのない場所にいかぬか？」

　……おい、いきなり何を言い出すんだ、この百ゆ合り狐ぎつねは。

「な、なにを言ってるんですか。私は、あなたを記録しにきたんですよ」

「そうか、せっかくよい胸をしておるのにもったいないの」

　残念そうに呟つぶやくと、背後で揺らめいていた巨大な尻尾しつぽを持ち上げる。大だい蛇じやのようにゆらりと立ち上がる尻尾、だけど早はや川かわは動かない。当然だ。二人の間にはかなりの距きよ離りが開いている。尻尾を振り回されたところで、届くはずがない。

「誇ってよいぞ、わらわに尻尾を使わせたことを」

　次の瞬しゆん間かん、俺おれは駆け出していた。何度も危険なパンドラに遭遇してきたせいで、勘だけは敏感になっているらしい。頭の中にアラームが響ひびき渡わたる。ヤバいっ。これは駄目だっ。

　尻尾が振り下ろされる。

　それは、さっきの召喚獣の攻こう撃げきが遊びに見えるような、強烈な一いち撃げきだった。

　尻尾が地面に叩たたき付つけられると同時、風が生み出された。破壊力のせいで、迫ってくる風を見ることができた。土が抉えぐれ、石畳が捲めくれ上あがり、それが恋狐の足元から一直線に疾は走しってくる。

　さすがの早川も、これは受け止められないようだった。目を見開き、立ち尽くしている。

　間に合ってくれっ。そう心の中で叫び、渾こん身しんの力で最後の一歩を踏ふみ切きった。

　空中で早川の体を抱き留めると、そのまま横に押し倒す。勢いを殺し切れず、抱き合ったまま石畳の上を転がる。

　足元を、強烈な突風が掠かすめていくのがわかった。煽あおりを受けた灯とう籠ろうがあっけなく崩れ落ち、硬い音が響き渡る。

　なんとか、避よけられたらしい。

　背中に硬い石畳の感触を感じながら、目を開ける。

　なんて攻こう撃げきだ。あの風に巻き込まれていたら、今いま頃ごろどうなっていたか。

　遥はるか高みから、恋こい狐ぎつねの甲かん高だかい鳴き声が降ってきた。顔を向けると、拝はい殿でんの屋根の上、白い狩かり衣ぎぬを風に棚引かせながら伝説の妖よう狐こが見下ろしていた。背後には満まん月げつには少し足りない月、口元をどこかの姫君のように扇子で隠して笑っている。

「なかなかよい余興であったぞ、娘よ。これに懲こりて、身の程を知ることじゃな。次にわらわを封じようとすれば容赦はせぬ。ただ、別の用事で訪ねてくるのなら大歓迎じゃがな」

　恋狐はそのまま風に乗るように飛び上がると、どこかへと消えていった。

　くそ、とんでもないパンドラが顕けん現げんしちまったもんだ。

　そこで、体がやけに重いことに気づく。ゆっくり顔を持ち上げ、気づいた。胸の上に早はや川かわの顔がある。抱き合ったまま、石畳の上に寝転がっていた。

　彼女の、やけに柔らかい体の感触が、全身を通して伝わってきた。少し乱れた息が胸をくすぐる。立ち上ってくるシャンプーの匂におい。柔らかい胸の感触を下腹部に感じる。緊きん張ちようから解かれたばっかりだってのに、心臓が激しく脈打ち始めた。

　早川はぎゅっと目をつぶっていたけど、意識を失っているわけじゃなかった。よっぽど怖かったんだろう、指先が小さく震ふるえている。

「もう大丈夫だ……怪け我がは、ない？」

　そっと声を掛けると、早川はもぞもぞと体の上で動いて見上げてきた。そして、どういうつもりかさらに顔を近づけてくる。

「はい……大丈夫、です」

　ち、近いからっ。当たってるから。いつもながら、この子の距きよ離り感かんはおかしい。

　その時だった。丸いライトが俺おれたちの姿を照らす。

　気づくと、控えめなエンジン音が境内に響ひびいていた。いつの間に上ってきたのか、古びたスクーターが参道の真ん中に停とまっている。

　顔を向けると、スクーターの上には、ツクモと背中越しにちょこんと顔を出しているクルンがいた。

　時計とけいを見る。満まん月げつ堂どうが閉店になってから十五分……最悪のタイミングだ。

「……パンドラの気配を察知してやってきたのだが、もうここにはないようだな」

　ツクモは無表情のまま、俺たちのことを完全に無視して呟つぶやく。いや、パンドラの情報は俺が教えたんだろ。自分で気づいたみたいに言うな。って、突っ込んでる場合じゃなかった。

「……待てよ、これは違うんだっ。事故なんだよっ」

　誤解されている気がして、慌てて声を上げる。

　体を起こすと、ツクモはやっと気づいたとでもいうように冷たい視線を向けた。

「……シン、鼻血が出ているぞ」

　早川にぴったりくっつかれてたんだ、あれだけ心臓がバクバクいってたんだ、鼻血くらい出したっていいだろっ。心の中で叫びながら慌てて鼻下に手を当てる……出てなかった。

　ツクモは無表情のまま俺おれを見つめていた。騙だまされたらしい。あぁ、なにやってんだ、俺。

　スクーターのステップから降りると、手で押してＵターンを始める。後ろに乗ったままのクルンが、何か言いたそうにじっと俺を見つめていた。

　完全に背を向けてから、ゾクリとするほど冷たい声が聞こえてくる。

「シン、前にも言ったはずだ。満まん月げつ堂どうにお前は必要ない。お前が誰だれと組もうが私わたしの知ったことではない」

　聞いた途端、思わず口にしていた。

「ああ、そうかよ。俺だって、満月堂がどうなったってもう知らねぇからなっ」

　言ってから、すぐに後悔がやってくる。違うだろ、こんなことを言うために、わざわざ来たんじゃないだろっ。

　スクーターに跨またがってから、こちらを一切振り返ろうともせずにツクモは呟つぶやいた。

「私は、お前が本を借りるためではなく、望んで満月堂にいてくれているものだと思っていた。どうやら思い上がりだったようだ、残念だ」

「……え」

　呟きを残して、スクーターが発進する。

　言い返す間も与えずに小さな背中が遠ざかっていく。後ろに座ったクルンが、見えなくなるまでじっと俺の方を見つめていた。

　最後にツクモが言った言葉が、卑ひ怯きようなほどに俺の心を貫いていた。

　なんだよ……それ。ちゃんとわかってたんじゃねぇかよ。

「やっぱり、桐きり島しまくんはすごいです。さっきは助けてくれて、ありがとうございました。あなたがいなかったら、今いま頃ごろどうなってたことか」

　早はや川かわが、落ち着きを取り戻した声で言ってくる。

「今の……もう、満みち月つきさんと一緒にパンドラの記録をするのはやめたんですよね。だったら、これからは、私わたしを手伝てつだってくれませんか？」

　言いながら、体を寄せてくる。普通に話をするよりも、ずいぶん近い距きよ離りに早川の笑顔がある。でも、俺の心臓は、トクントクンと一定のリズムを刻むだけだった。

「……やめとくよ」

　石畳の上に座り直して、呟いた。もう、はっきりとわかっていた。

「なんで、ですか。満月さんの手伝いをするのはやめたんでしょう。だったら──」

　ぱっと、俺の右手が取られる。早川は祈りを捧げるみたいに握ってくる。温かく、とても心地よい感触、近すぎる距離感……でも、俺の心はもうブレなかった。

「……何回、誘ったって無駄だよ。俺は、君とは組めない」

「どうして、ですか」

「……好きなんだ、ツクモのことが」

　その言葉は滑り落ちるように、すんなりと出てきた。

「そんな……なんで、ですか？　あんなに酷ひどいことされてるのに、さっきみたいに酷いこと言われてるのに……なんでですかっ」

「自分でも、わからないんだ。強がりだし負けず嫌いだし、自分勝手かつてだし、人のことなんかこれっぽっちも考えないし、自分のこととかまるでわかってないし、不器用だし危なっかしいし」

　言っている内に、笑っていた。頭の中に色んなツクモの姿が浮かんでくる。基本的にどれも無表情で澄すましているけど、思い出してみると不思議と表情豊かに見える。

「……でも、好きなんだ。俺おれだって、わけがわからないよ。不条理だと思う、災難だと思う、でも……不思議と、悪くないんだよな」

　ふっと、手を包んでいた温もりが消える。

　早はや川かわは手を放し、体を引いて、感情を押し殺したみたいな顔で俺を見つめていた。

「そう、ですか……そうだったんですか。それなら仕方ないですね。私わたしも好きな人がいるので、桐きり島しまくんのその気持ちは、よく、わかりますから」

　うん、そっか。

　……え？

　今、何て言った。

「ちょっと、待ってくれ。えっと、早川が好きなのって、その、俺じゃないのか？」

　自分でこんなこと聞くのって、かなり自惚うぬぼれている気がするけど……でも、ここ数日、そんなことを何度も言われてたはずだ。

　俺が尋ねると、早川は思ってもみなかったことを聞いたようにきょとんとしていた。

「え、ええっ……えっと、あの、私……そんなこと言いました？」

　顔が、急に熱くなるのを感じる。なんだ、なんだよこれ。必死に思い出す。確かに直接はないかもしれないけど、同じようなことは何度も言われてたはずだ。

「いや、でも……ただパンドラを手伝てつだってほしいから誘ってるわけじゃない、とか……パートナーとしてだけじゃなくてもう一歩、踏ふみ込こんだ関係にもなれると思う、とか」

　しっかり覚えてる自分が、ちょっと気持ち悪い。けど、なにも思い出せずに自意識過剰な自惚れでしたって言われるよりはマシだ。

　早川は小さな声で、あ、と呟つぶやく。それから、申し訳無さそうに顔を赤らめた。

「えと、それは……その、友とも達だちとしてってつもりだったんです。本が好きな同志って言ったのもそうですし、人柄や雰囲気がぴったりで、すっごく一緒にいて楽しい人だなって思ってたから……困ったときとか相談したり助け合ったりできる、いい友達になれるだろうなって思ったんです」

　ああ、そういうことですか。全部、俺の勘違いですか。

　きっと、俺おれが勘違いした言葉や態度は、早はや川かわにとってごく普通の距きよ離り感かんだったんだろう。

　頰ほおが引きつる。いや、本当は苦笑いを浮かべようとしたんだけど、上う手まくできなかった。

「お二人ふたりを監かん視ししている間、ずっと、桐きり島しまくんと仲良くなりたいなって思っていて……宮みやちゃんが、背中を押してくれたんです。その後も、色々とアドバイスしてくれたんですよ」

「……宮みや野のが？」

「はい。宮ちゃんとストーキング友とも達だちなんですって話はしましたよね。それで、桐島くんが満みち月つきさんに酷ひどい扱いを受けてるみたいだって話や、桐島くんと一緒にパンドラを記録できたら楽しそうだなって話をしてたら……宮ちゃんがそうした方がいいって言ってくれて、その、だから、思い切って誘ってみることにしたんです。まさか、満月さんのことが好きだなんて知らなかったから……ごめんなさいっ」

　宮野は、ツクモと俺を離はなれさせるために、ちょっと余計なことを吹き込んだんだろう。そういや縁えん日にちで会った時、この二人やたら仲が良さそうだったもんな。ストーキング友達っていう表現は新しい。ぜひ、それ以上広めないでくれ。

　やっと出来の悪い苦笑いを浮かべることができた。自分が恥ずかしくて情けなかった。好意を向けられると勘違いして、調子に乗って、距離感がわからなくなって、ツクモと喧けん嘩かまでしてしまった。

　もう早川の顔を見てられなかった。耐えられなくなって視線を逸そらす。

　逸らした先でも、目が合った。

　円つぶらな瞳ひとみが、慰なぐさめるように見つめていた。

　……え？　なんだ？

　目をこすってみる。もちろん、こすったからって変わるわけじゃないけど。

　早川の腰に巻いたエンジニアポーチから、ちょこんと、細長いモノが顔を出していた。

　一いちノの瀬せの金属バットを曲げ、恋こい狐ぎつねの召しよう喚かん獣じゆうを打ち負かした残像の正体。どんな武器なのか、気になっていたことの一つだった。

　変わった形状。おそらくこれだけを見ていたら、誰だれも武器とは気づかないだろう。

　細長い、白く滑らかな外観。人間の腕と同じくらいの長さで、中心部が少し括くびれている。先端は九十度に折れ曲がり、丸みを帯びた黄色い流線形の嘴くちばしがついていた。

　わかっている。その武器の名前は、知っていた。一言で表現することもできる。ちょっとだけ現実逃とう避ひをしただけだ。

　白鳥だった。

　ポーチから、ヌイグルミのような白鳥が顔を出していた。へぇ、最近はこーゆーファッションが流は行やってるのか。もう一度だけ現実逃避を試みる。

　深呼吸を二回。んなわけあるかぁっ！

　駄目だった、もう逃げられない。頭の中に、以前に戦った『エグニルの魔ま人じん』の姿が浮かんでくる。

「あ、あの、実は隠していたことがあるんです。驚おどろかないでくださいね……その、私わたし……この世界の人間じゃ、ないんです」

　早はや川かわが、控えめな声で打ち明けてきた。

　いきなりこんなこと言われたら、この人は大丈夫なのか、って思うだろう……普通なら。

「うん、だと思ったよ」

　俺おれは力無く頷うなずいた。あっさり信じられたことが意外だったらしい、早川は驚いたように、え、信じてくれるんですか、と聞いてくる。そりゃ、そんな白鳥ぶら下げてる奴やつら、他ほかにいないからな。

「私、この世界と並行に存在していた『エグニル』っていう世界から来たんですよ。あの、紹介します。こちら水みず谷たにさんです。ご覧の通り、シングルスワンですよ」

　名前を呼ばれ、水谷さんは深々と頭を下げた。へぇ、礼れい儀ぎ正しい白鳥だな。スワンランクを名乗るのが『エグニル』流の挨あい拶さつらしい。

「言葉がわかるんだ、そいつ」

　思わず呟つぶやいた。その呟きは、何かスイッチを押してしまったらしい。

　早川の目が、瞬しゆん時じに輝かがやき始める。それも、尋常じゃないほどキラキラと。
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「よく、気づいてくれましたっ。そうなんですよ、ウチの水谷さんは、スワンの中でも特に珍しいスタンドアローンタイプなんです。世界に十七羽しかいないんですよっ」

　ああ、そうなの。こっちの世界じゃ、スタンドアローンじゃない白鳥の方が珍しいけどな。

　ぱっと腕を取られる。早はや川かわは俺おれの手を握にぎり締しめ、嬉うれしそうに早口でまくし立ててくる。

「正式名称はカモ目カモ科ミズタニサン、型式ＴＸ─28、言語認識はもちろん、鳴き声による豊かな感情表現も可能。戦せん闘とう能力は先ほどご覧の通り、瞬間速度は公称値で時速二百キロまで設定されてます。それだけじゃないですよ、攪かく乱らん用のブレス機能を備え、寒い夜にはあったか湯たんぽ代わりにも。数あるスワンの中でも最高ランクの呼び声が高いんです。しかもっ」

　ばっと早川は右手を水平に伸ばす。それに合わせるように、ばさっ、とポーチの中から片かた翼よくが飛び出した。水みず谷たにさんは目を閉じ、誇らしげに首を反らしている。

「片翼付きっ」

　……それがなんだってんだ。

　その後も、早川はよくわからないマニアックなことを嬉き々きとして話し続ける。ここを搔かいてあげた時の表情が可愛かわいくて──。ああ、普通の子だと思ってたのに。嘴くちばしの色が普通よりもちょっとオレンジがかっているのが特徴で──。俺おれが本の話をしている時も、こんな感じなのかな。もう少しお金があれば片翼の羽をファンネルに──。そっと新しく教きよう訓くんを書き加える。

　第二百十七訓、自分が好きなことを人に話す時はテンション三割ダウンで話そう。

　早川がポーチの中から、これ見てください、と血統書を取り出したところで、無理やり話を打ち切った。ああ、この前のサイードといい、『エグニル』の連中は皆、どうしてこんなにもスワンのことが大好きなんだろう。ジークスワンっ、早川の口から、よくわからない掛け声まで聞こえてくる。なんだよ、それ。

「それで、どうやって君は、この世界に顕けん現げんしたんだ？」

「……今はまだ言えません。約束ですから」

　早川は真まっ直すぐに俺を見つめてくる。それは、どれだけ聞かれても口を割らない、という強い決意を見せ付けてるみたいだった。

「でも、代わりに他ほかの質問ならなんでもお答えします。本当は桐きり島しまくんと一緒にパンドラを記録できるようになったら全部言おうと思ってたんですけど、もう諦あきらめましたから。隠す理由もありませんし」

　他にも、早川に聞きたいことはたくさんあった。つまり、早川鈴すず音ねは、パンドラを記録するパンドラだったってことになる。早川の存在がパンドラだったんなら、なぜ白い霧きりが見えなかったんだ？　それに、住む場所とかどうしてたんだ？　なんで当たり前のように転校してくることができたんだ？　気になっていることはたくさんあるけど、まず聞かないといけないのはこれだろう。

「君はなんで、パンドラを記録する能力を持ってるんだ？」

「私わたしが力を持ってるのは、エグニルの世界で『観かん測そく者しや』をやっていたからです。あちらの世界も、ここと同じようにパンドラは神様に選ばれた人が行うというシステムでした」

　つまり、エグニルを管理していた神に『観かん測そく者しや』としての力を与えられてたってことか。だからこの世界の天てん地ち創そう造ぞうデータベースにも名前がなかったんだ。

「じゃぁ、『観測者』になろうとしてる目的は？」

「それは、もっと単純な理由ですよ。たった一人ひとり、もう一度、会いたい人がいたんです」

　そう言うと、自分の胸に手を当てる。高鳴る鼓動、それを全身で感じるように。

「さっき言ってた、好きな人のこと？」

「そうです。私わたしは世界を守るためなんかじゃなくて……その人と、もう一度会うために『観測者』を目指したんです。私が『観測者』になって沢山の本を届ければ、かつて『エグニル』の神だったネア様が私に気づいて会いに来てくれる。彼ならきっと、私の力になってくれます」

　早はや川かわの表情は、今まで見せたものとは全く違うものだった。ずっと静かに笑っていた彼女が、頰ほおを赤く染め、はにかむように俯うつむいている。

　……なんてこった。この子も恋愛ジャンキーだったのか。しかも、これまで出会ってきた恋愛ジャンキーたちの中でも、もっともスケールの大きな恋をしていた。文も字じ通どおり、世界を股またにかけた大恋愛だ。

　ポーチから顔を出していた水みず谷たにさんも感極まったように目を潤うるませていた。片かた翼よくを目元に当てて、くぱぁ、と悲しそうな鳴き声を発する。確かに、感情豊かに鳴くなコイツ。

「……だから、満みち月つきさんには申し訳ないですけど、この町の『観測者』を貰もらうことにしたんです。ちゃんと、正々堂々と勝負して」

　思わず苦笑いを浮かべる。そんな理由で『観測者』を奪おうとしたのか。

　でも、どうしても憎むことができなかった。それはきっと、早川が眩まぶしいくらいに真まっ直すぐだからだろう。強がりも意地も見み栄えもなくて……ただ、自分の心に素直だから。焦あせるな、ブレるな、好すきでいろ。姉が言ったふざけた教きよう訓くんを実践しているから。

　なんだか急に、目の前が晴れていくような気がした。

　ツクモとの距きよ離りに、契約、という名前を付けた。でも、いつの間にか……それだけじゃ物足りなくなっていた。近づきたいと思ってるくせに、知らない距離で接するのが怖かった。これまで俺おれがずっと守っていた距離感の取り方が全く通じなくて、苛いら立だったり、わざと遠ざけてみたり、あいつだって俺を必要としてるはずだ……なんてかっこ悪いこと考えたりしてた。

　でも、そんなのはどうでもよかったんだ。

　俺は、ツクモの傍そばにいたい。

　重要なのは、たったそれだけのことだったんだ。

　第六十訓、いい人間関係を築くコツは、ちょうどいい距離を守ること。

　ずっと頼たよりにしてきた教訓。その下に、一文だけ注釈を付け足す。

　距離に付いた名前がずっと同じとは限らない。どんな関係かじゃなくて、どんな関係になりたいのかが大事な時だってある。俺おれはもう一歩だけ、ツクモに近づいてみようと思った。

　その時だった。頭上から、甲かん高だかい声が降ってくる。

「月の光に導かれ、愛と正義の扉が開く──」

　見上げると、鳥居の上に、仕事着を身にまとったフジエルが立っていた。なんつー罰当たりな所に立ってるんだ、お前は。俺たちが話してる横で、こそこそ登ってたのかよっ。

「──って、恋こい狐ぎつね、いないじゃないっ！」

　確認してから言え。いや、登る前に気づけ。

　藤ふじ崎さきは身軽な動作で飛び降りると、俺の鼻先にステッキを突き付けてくる。

「ちょっと、桐きり島しまぁ。私わたしが戻ってくるまで時間を稼かせげっていったでしょ」

「悪わりぃ、逃げられちまった」

「そんなんで、よく久く堂どうくんの友とも達だちになれたわねっ。あんたなんかに声をかけてくれた久堂くんの優しさに感謝しなさい」

「おい藤崎……ケンちゃんのことは、関係ないだろっ」

「ふ、藤崎って誰だれよっ。私は『天てん使し代だい行こう』フジエル、あの子とは別人よっ」

　ああ、もうそれでいいや。

　と、早はや川かわが立ち上がって藤崎、もといフジエルに近づいていく。その顔には初対面の時のお手本にしたいような好感度百パーセントの笑え顔がおが浮かんでいた。

「確か、同じクラスの藤崎さんですよね。あの、ずっとお話したいなって思ってたんです。なかなか教室では声かけられなくて……えっと、すごい格好、ですね」

　あ、最後にうっかり地雷を踏ふんだ。

「う、うるわいわよっ。理解してもらおうとは思わないけど、白鳥ぶら下げてる人に言われたくないわねっ」

　藤崎も、負けじとうっかり踏み返す。

「い、今、水みず谷たにさんのことを馬ば鹿かにしました？　ゆ、許さないですよ。今から、どっちがカッコイイって言われるか、町に出て聞いてみましょうっ」

「え……そこまで、しなくていいわ」

「もしかしてあなた、実はその格好、ちょっと恥ずかしいとか思ってるんですか。知ってる人に見られたくないと思ってるんですかっ。そんなので、よくも水谷さんを笑いましたねっ」

「は、恥ずかしいなんて思ってないわよっ。やるわよっ。やってやるわよっ」

　どっちもどっちだろ、突っ込みたかったけど、二人ふたりに責められるのが目に見えていたので黙だまっておくことにした。

　でも、放ほうっておいてはくれなかったらしい。早川が俺の方を振り向く。

「桐島くん、あの恋狐のパンドラは、かなりの頁ページ数すうになるでしょう……もし私わたしに勝つなら、あなたたちには最後のチャンスですよ」

　確かに、その通りだった。微笑を浮かべながら、親切に付け足してくれる。

「だから、早く満みち月つきさんと仲直りしなさい。さっきも言いましたけど、やるからには正々堂々です」

　ああ……そうだな。小さく頷うなずく。

「勝手かつてに決めないでくれる。あの獣けもの耳みみは、私わたしが消すわっ。『天てん使し代だい行こう』のプライドにかけて」

「あの、藤ふじ崎さきさんは関係ないじゃないですか。これは『観かん測そく者しや』の戦いです」

「関係なくないわ。天使がからんでいるパンドラなら、私も動く義務があるのっ」

「私わたしたちの勝負を邪じや魔ましないでくださいっ。責任感が強いのはいいことですけど、今回はちょっとだけ、なんとか頑張って胸に仕し舞まっててください」

「なにそれっ、遠まわしに胸が小さいって言ってるわけっ」

「言ってませんっ、自意識過剰ですっ」

　二人ふたりの会話を遠く聞きながら、そっと羽はね木き神じん社じやに背を向ける。

　夜空には、昨日きのうよりも少しだけ満まん月げつに近づいた月が浮かんでいた。







　通いなれた裏路地は、すっかり暗く沈んでいた。

　家々から漏れる団だん欒らんの明かりだけが、街灯の少ない通りをそっと照らしてくれる。この団欒の光の中に、ツクモとクルンの二人だけの生活もあるんだろう。そう思うと……微笑ほほえましいような、可お笑かしいような、不思議な気持ちがした。

　満まん月げつ堂どうの前に辿たどり着つく。

　もう足を引っ張るような重さはなかった。

　店は当然だけど閉まっていて、入口はカーテンに覆おおわれている。

　一いつ瞬しゆんだけ、目を瞑つぶる。それから、ガラス戸を叩たたいた。

　古びたガラス戸は、本気で叩けば壊こわれてしまいそうなほど頼たよりなかった。軽くノックしただけで大げさな音が響ひびく。

　聞こえてないわけはないだろうけど、返事はない。

「ツクモ、いるんだろ……頼たのむ、話を聞いてくれ」

　声を掛けてしばらく待つと、カーテンが少しだけ開いてクルンが顔を見せた。

　クルンはカーテンの外側へ体を滑り込ませると、右手に貼はったポストイットを見せてくる。可愛かわいらしい丸文字で「何時だと思ってる帰れ」と書かれていた。うわ、すっごいショック。もう一枚を付け足される。「と、伝えてこいといわれました」よかった、クルンにまで冷たくされたら立ち直れそうにない。

　どうしようか迷っていると、今度は左手を見せてくる。それはツクモからの伝言じゃなくて、クルンから俺おれへのメッセージだった。「くるのおそいです」そして、無む邪じや気きな笑みを浮かべる。

　オコジョ少女の笑え顔がおは、少しだけ勇気を分けてくれた。

　クルンは右手に別の言葉を書いて見せてくる。「店の中に入れるな、と言われてます」そして、また笑って頷うなずく。なにかを期待している表情だった。

　なるほど……そういうことか。

　なら、俺おれの覚悟を見せてやる。

　第百五十訓くん、大切なことは言葉にしないと伝わらない。

　教きよう訓くんを思い出し、クルンに頷き返すと、大きく息を吸い込んだ。

「ツクモ、聞いてくれっ！」

　ガラス戸に向かって叫ぶ。こんなに大声を出したのは、久しぶりだった。

「もう一度、お前の仕事を手伝てつだわせてくれっ！」

　クルンが、その調子です、と大きく頷く。

「タダで本を借りるためなんかじゃないっ！　きっかけはそうだったけど、今は違うっ！」

　クルンが嬉うれしそうに笑いながら、もう一声、というように拳こぶしを突き上げる仕草をする。言われなくたって、叫びたいことはまだまだあるっ。

「……好きなんだっ！」

　叫んだ瞬しゆん間かん、クルンが、ぽんっと耳と尻尾しつぽを出す。

　思わず、なんか口走ってしまった。い、いや、さすがにこれは言いすぎだっ。

「…………えと、この店がっ、好き、なんだっ！」

　クルンが、なんだそういうことですか、とでも言うように恥ずかしそうに耳を仕し舞まう。

　そこからは、考えなくても勝手に言葉が溢あふれてきた。ガラス戸の隙すき間まから漏れ出てくる満まん月げつ堂どうで過ごした心地ここちよい時間たちが、俺の背中をそっと押してくれる。

「満月堂が、好きなんだ。俺がこの店を好きな理由は、静かに本が読めて、クルンの旨うまい紅茶が飲めて、『月げつ光こう文ぶん庫こ』があって、他ほかにもたくさんの本があって、そして……お前がいるから」

　クルンが作ってくれた、俺の特等席。

　そこから見る、カウンターに座るツクモの横顔。

　オレンジ色のランプに照らされたその表情は、あまりにも綺き麗れいで、だから──

「俺が満月堂を好きだっていうのは、お前のこともひっくるめてなんだ。だから──」

　本当は逆だったのかもしれないけど。きっかけは必要だけど重要じゃない。今、この瞬しゆん間かんに伝えたいことは、たった一つ。

「だから……俺はずっと、ここにいる。ここにいさせてくれ」

　クルンが、決まりました、とでも言うようにガッツポーズをする。

　オコジョ少女の背後で、カーテンが開いた。

　わずかに開いたカーテンの向こうには、無表情のツクモが立っていた。ツクモはガラス戸の鍵かぎを開けると、相変わらず無愛想な声で言ってくる。

「近所迷惑だ、中に入れ」

　クルンが、やりました、と尻尾しつぽを出してぱたぱたと振る。

　真っ暗な満まん月げつ堂どうの中に入る。本たちも眠っているように静かだった。

　ツクモはカウンターに腰掛けると、卓上のライトの明かりだけを灯ともした。オレンジ色に照らされた横顔、ゾクリとするような冷たい声で言ってくる。

「お前は、この町内の主婦たちがどれほど噂うわさ好ずきか知らないようだな。これで私わたしは、しばらくの間、彼女たちに話題を提供することになった」

「……あ、と。悪かったよ。そこまで考えてなかった」

「別に、謝あやまる必要はない」

　両肘ひじをカウンターの上につくと、小さく息を吐ついて続ける。その声からは、少しだけ、さっきまでの冷たさが薄うすれていた。

「シン。お前が、この店が好きで手伝てつだいたいといってくれるなら断る理由はない」

　足元にクルンが近寄ってきて、太ふと腿ももあたりにパンチする。悦よろこびの表現らしい。それからツクモに向けて「紅茶淹いれてきます」とポストイットを見せて奥に戻っていった。もしかしたら、クルンの紅茶のことを叫んだことが嬉うれしかったのかもしれない。

　ツクモに歩み寄って声を掛ける、さっき叫びすぎたせいで、ちょっと喉のどが痛かった。

「悪かったな、心配かけて」

「別に、心配などしていない。私は一人ひとりでも店をやっていけると言っているだろう」

　抑揚の無い声で言ってくる。相変わらず、可愛かわいくねぇ。

「お前がいなくなるのが不安だったのではない。ただな、お前が本を借りるのためだけに私を手伝っていると言ったのが不満だったのだ。私は……お前と共にパンドラの記録をしにいくことは嫌いではなかった。だから、尚なお更さらそう思ったのだ」

「なんだよそれ……こっちの台詞せりふじゃねぇか」

　俺おれはそう呟つぶやいて、苦笑いを浮かべる。大切なことは言葉にしないと伝わらない。俺たちの心は通じ合っていたのに、誤解していたんだ。

「あれは、照れ隠しっていうか……認めるのが悔しかったから、つい言っただけだよ」

「つまらん見み栄えを張るから、話がややこしくなるのだ」

「をい、お前がそれを言うのかよ。お前だって早はや川かわの前で、俺なんか必要ないってさんざん言ってただろ」

「一緒にするな、あれは見栄を張っていたわけではない。お前があの女と楽しそうにしているのが、不愉快だっただけだ」

　え。

「それだけではないぞ。お前が、あの女のことを良い子だと繰くり返かえすのが不愉快だった。あの女に言い寄られてへらへらしてるのも不愉快だった」

　え、っと。

「これまで、こんな気分になったことはなかったのだ。他人にこうまで心を歪ゆがめられることはなかった。何より、なぜ自分が不愉快になっているのかがわからなくて、不愉快だった」

　予想外な言葉だった。それって、つまり、

「やきもち、やいてたってこと、なのか」

「な……だ、断固として否定する」

　ツクモは机に手を突いて、驚おどろいたように立ち上がった。

　いつも冷静なツクモのその仕草が、あまりにもらしくなくて……思わず笑ってしまった。

　知り合ってからまったく態度が変わらないように見えるけど、どうやら、やきもちを焼いてくれるくらいには気にかけてくれてたらしい。

　喧けん嘩かして、意地を張り合って、その原因すら嚙かみ合あってなかった。きっと、距きよ離り感かんを間違えたからこんなことになったんだ。

「なんだか……疲れたよ」

　心の底から、呟つぶやく。

　私わたしもだ、そう言ってツクモも同じように、静かに笑う。

　それは、卑ひ怯きようなくらい綺き麗れいな笑みだった。満まん月げつのように心を落ち着かせ、心をざわつかせる。

　満まん月げつ堂どうが好きだ。本が好きだ。クルンの淹いれてくれた紅茶が好きだ。でも、とびっきりの理由はそれじゃない。やっと、気づく、

　ああ、なんだ、簡単なことだったんだ。俺おれはこの笑え顔がおが見たいから、こいつの仕事を手伝てつだってるんだ。

　店の中に香ばしい香りが漂う。クルンが紅茶をトレーにのせて持ってきてくれる。

　それを飲みながら、今夜の出来事を話した。羽はね木き神じん社じやのパンドラのこと、早はや川かわが『エグニルの魔ま人じん』だったこと、そして、伝説を記録することが、早川に勝つ最後のチャンスだってこと。

　相変わらず、面めん倒どうごとは山積みだった。だけど……さっきまでと違って、ツクモが傍そばにいる、そんな何の根拠もない理由で、どうにかなりそうな気がしていた。

　目を瞑つぶって満月堂の空気を吸い込む。長い時間をかけて熟成された本たちの匂においがした。
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　店番をクルンに任せて、ツクモと一緒にリリエルが働いているという場所に向かった。

　恋こい狐ぎつねのパンドラがどこへ消えたのか、手掛かりはまるでなかった。空白ブランクを作って恋狐を生み出したのがリリエルなら、何か知っているかもしれない。

　目当ての店は町外れにある。学校から帰ってきてから着き替がえたらしく、並んで歩くツクモは、いつもの満まん月げつ堂どうの制服じゃなかった。

　膝ひざ下したまであるスカートにハイネックのブラウス、市いち松まつ模様が並んだ毛糸のベスト、色や素材は違うけどコンセプトは満月堂の制服と同じだ。

「てっきり、満月堂の制服でくるかと思ったけど」

「一応、あれは仕事着だからな。なんだ、私わたしが普通の服を着ていては変か？」

「いや……まぁ、良く似合ってるよ」

　もうちょっと代わり映えのある服にすればいいのに……とか言いたい事はあったけど、それは紛れもない本音だった。昔の女学生のような格好は、彼女のためにデザインされたんじゃないかと思うほど似合っている。

「私はあまり服を持っていない。普段着ているものも、香水も、ほとんど母が残していったものだ。だが、似合うと言われるのは嬉うれしいものだな」

　冷たい声こわ音ねで、らしくないことを呟つぶやく。それから、無表情のままベストを摘つまんだりする。

　日々の生活費にも困っているようなこいつには、同世代の女子みたいにファッションを楽しむ余裕はないんだろう。それでも、今度はスカートの端を摘んでいる、その様子はどこにでもいる普通の女の子と同じように見えた。

　ほんの少し、縁えん日にちの夜のことをもったいなく思う。あの日、ツクモが綺き麗れいすぎて何も言えなかった。帰ってから教きよう訓くんメモに新しい教訓を追加しよう。第二百十八訓、服装を褒ほめられて悪い気がする人はいない。

「いったい何の店なのだろうな、これは」

　リリエルに渡された名刺を見ながら、ツクモが聞いてくる。ピンク色の名刺に『ライク・ア・ブロッサム』の文も字じだけが躍おどっている。裏返すと、載っているのは地図だけ……何の店なのかさっぱりわからない。

「あの人が働くくらいだから……ホステスとか？」

　ちょっと想像してみる。ダルそうな話し方といい、胸元を強調した服といい、似合いすぎる。ツクモが相変わらず冷たい声で、発想が貧相な男だ、と呟く。悪かったな。

「じゃぁ、何の店だと思う？　言ってみろよ」

「うむ、あの元天使は意外と体力はありそうだからな、警備会社など似合うと思うのだが」

「『ライク・ア・ブロッサム』なんて警備会社があってたまるかっ」

　名前的に意外とパン屋とか飲食系じゃないか。土建屋ではないか。占い師とかやってそうじゃねぇ。劇団員に違いない。アパレル関係とかかもな。運送屋ではないか。交互に適当なことを言い合いながら目的地へと近づいていく。それにしても、なんでこいつの予想は力仕事が多いんだろう。

　通りの先に、目指している店が見えた。

　ガラス張りになった二階建ての建物、入り口には大きな文字で『劇団ＬＡＢ』と書いてある。ＬＡＢはライク・ア・ブロッサムの略だろうな。劇団かぁ、その発想はなかった。

「ふむ、私わたしの言ったとおりだ」

　ツクモが偉そうに腕組みしながら言ってくる。噓うそをつけ、力仕事ばっかだったじゃねぇか。そう言うと、睨にらみつけられた。

　……あ、言ってたかもしれない。

　窓の外から中を覗のぞき込こもうとしていたら、いきなり入り口のドアが開いて、背の低い女性が姿を見せる。上下揃そろいのスポーツウェアにポニーテール、ヘアバンドで前髪が持ち上げられてるせいでちょっと広めのおでこが目立っている。いかにも行動力のありそうな人だった。

「あ、入団希望の方ですかぁ？　どうぞどうぞ、見学してってください」

　いや、そんなつもりじゃないんですけど。慌てて断ろうとするけど、ツクモは当然のように頷うなずいて中に入っていく。相変わらず、こいつの物もの怖おじしないところはすごいと思う。

　劇団、なんて場所には敷しき居いの高さを覚えるけど、中に入ってみるとそんな偏見は無くなった。みんなラフな格好で、楽しそうに輪になって座っている。輪の中心では、おそらく主演なんだろう、背の高い男女が向かい合って演技の練習をしていた。さすがプロ、文化祭で演劇部がやってた劇とはレベルが違った。

　と、二人ふたりの白熱した演技を遮るように、覚えのある声が響ひびく。

「ちょっと、そこ、何度いったらわかるのぉ。立ち姿がなってないわ、もっとステージに見えるように胸をそらせてぇ」

　こっちまで眠たくなってくる、ダルそうな声こわ音ね。視線を向けると、部へ屋やの隅にリリエルがいた。一人ひとりだけパイプ椅い子すに座って、偉そうに足を組んでいる。

「あの人……なにやってんだ」

　俺おれが呟つぶやくと、近くにいた俺たちを案内してくれた女性が驚おどろいたように話しかけてくる。

「リリィさんを知ってるんですか？」

「ええ、まあ……でも、そんな名前じゃなかったような」

「なに言ってるんですかぁ、そんな名前ですよぉ。一ヶ月前にふらっと現れた、経歴不明の流離さすらいの天才演出家、蒼あお樹きリリィさんですよ」

　その声は、尊敬やら憧あこがれやらを多分に帯びていた。へぇ、有名人なんだ。本当かよ。

　それにしても……蒼樹リリィってなんだ。芸名というよりも、源氏名みたいだ。

　ツクモがやけに大人おとなしいな、と思って視線を向けると、どこで拾ったのかいつの間にか台本を読んでいた。相変わらず、活字に目がないやつだ。

「……なかなかに面白い脚本だな。古い機械には意思が宿っていて、人間たちを観察しているとは奇抜な設定だ」

　ツクモが呟つぶやいたのを聞いて、ポニーテールの彼女が勢いよく振り向く。

「その脚本、あたしが書いたんですよぉ。付つく喪も神がみみたいなのが現代の機械で起きたら面白いかなって……ほら、暗がりで光っている自動販売機とか、ビルの上の給水塔とか、なんか意思があるように見えたりすることありません？」

　へぇ、この人、脚本家さんだったのか。でも、どっかで聞いたことあるような設定だな。

「あ、申し遅れました。あたし、日下部くさかべ操みさ子こっていいます。みっちょんって呼んでください」

　へぇ、どっかで聞いたことある名前だな。って、おい。

「……小学生向けの塾でバイトしたりしてます？」

「な、なんでそれをっ。あなた、名探偵？」

　そう言いながら、差し出した自分の手を見つめている。ホームズじゃないんだから、そんなんで気づくわけねぇだろ。あんたのせいで、酷ひどい目に遭ったんだよ。

「次回作はですね、この町の伝説をベースにしたお話なんです。恋こい狐ぎつねが現世に蘇よみがえるんですけど、実は女だったってとこからはじまるドタバタ喜劇なんです。子供たちにも劇のお話とかしてるんですけど大評判なんですよぉ……えっと、あたしの顔、なんかついてます？」

　言いたいことは色々あったけど、やめよう。虚しくなるだけだ。俺おれはいつの間にか握にぎり締しめていた拳こぶしを、そっと解いた。

　ホールの真ん中ではテイクツーが始まっていた。主演の二人ふたりは、同じ台詞せりふをさっきと少し違う立ち姿で演じる。おぉ、確かにさっきよりぐっと臨場感が出た気がする。リリエルって本当にすごい人なのか……そう思って視線を向ける。

　リリエルは主演二人の演技を見ながら首を振り、ゆっくりと立ち上がった。そっとパイプ椅い子すを持ち上げると、役者たちに向けて放ほうり投なげる。え。

　誰だれにも当たらなかったけど、床の上を激しい音が響ひびき渡わたった。ホールにいた全員がびくりと首を竦すくめる中で、ダルそうな声が響いた。

「やる気ないんなら帰っていいわよぉ」

　うわ、意外とスパルタだ。みっちょんが「すてき」とよくわからないことを呟つぶやく。それから、はっと気づいたように声を張り上げた。こういう時に場を仕切るのも彼女の役割らしい。

「ご、五分休きゆう憩けいっ」

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、主演女優はぱっと裏口の方へ駆け出していった。ヘコんでるんだろう。

　なんだかよくわからないけど、すごい世界だ。元天使の意外な一面を見てしまった。

　と、花屋のような煩雑な香水の香りが近づいてくる。目の前に、リリエルが立っていた。

「あらぁ、あなたたち、本当にきてくれたのぉ」

　ダルそうな声で、少し癖くせのある髪をかき上げながら呟く。

「ちょっと聞きたいことあってな、わざわざ出向いてやったのだ」

「なんか意味もなく偉そうに言うわね。ま、休きゆう憩けいの間ならいいわよぉ」

　ツクモが俺おれに視線を向けてくる。どうやら、説明しろと言ってるらしい。なんか、最近、こういうのはほんと俺任せだよな。別にいいけど。

　羽はね木き神じん社じやで発生した不自然なパンドラのことを簡単に話す。聞き終えてから、リリエルは哀愁たっぷりの仕草で頭を振った。

「それで、神社の空白ブランクを私わたしが作ったんじゃないかって疑うたぐってるわけ？　ちょっと、一回や二回前科があるからって、簡単に疑わないでよ」

「いや……十分な理由だと思うけど」

「言ったでしょ、私は何も企たくらんでないって。ただ、ネア様の心の傷を癒いやすためにこの町に滞在してるだけよ。狐きつねの妖よう怪かいなんか顕けん現げんさせてなんの得があるっていうのよ」

　リリエルの言うことには、本当のようだった。ツクモも同じことを感じたらしく、噓うそは言ってないようだな、と呟つぶやく。

「ああ、でもそう言えば……最近、この町で、私と同じお尋ね者の天使を見たのよね」

「……他ほかにも、なんか悪さをした天使がこの町に来てるのか？」

「えっと、名前……なんだったかしらね。眼鏡めがねの、ほっそい体つきの奴やつよ。あいつなら、そんなわけのわからないこと計画してもおかしくないわね」

　ずっと黙だまって聞いていたツクモが、思いついたように声を上げる。

「……その天使は、九く朗ろうという名ではなかったか？」

「九朗？　あ、そう、それよ。クローエルって名前だったわ。確か、どっかの『観かん測そく者しや』と一緒に仕事放ほったらかして逃げちゃったらしいわよ。あんた、なんで知ってるの？」

「知っているというほどのことはないが、少しな」

　みっちょんの「休憩終わりー」という声が響ひびく。ばらけて話をしていた劇団員たちが、フロアに集まり始める。その中には、さっきの主演女優さんの姿もあった。

「あら、残念。もういいかしら？　なんか知らないけど、がんばってねぇ」

　リリエルはダルそうに呟くと、また輪の中に戻っていった。

「今の天使の名前、なんで知ってたんだ？」

　ツクモに向き直って、聞いてみる。

「あぁ。二年前に、母と一緒にこの町を出ていった男だ。母は、九朗、と呼んでいた」

　何でもないことのように答える。

　じゃぁ、さっきリリエルが言ってた『観測者』ってのはツクモの母さんのことか。ツクモが男と一緒に店を捨てて出て行ったって言ってたのは……相手、天使だったのかよ。

「……なんだか、また面めん倒どうなことになりそうだなぁ」

　得体の知れない胸むな騒さわぎを感じて、小さく呟いた。







　恋こい狐ぎつねの手掛かりを求めて、羽はね木き神じん社じやに立ち寄った。

　期待していたリリエルからは、大した収しゆう穫かくはなかった。他ほかに手掛かりもないので、推理小説で刑事がよく言う台詞せりふ、困った時は現場に帰れ、を実践することにしたのだ。

　昨日きのうの戦いの跡は、はっきりと残っていた。まだ誰だれにも発見されていないらしく事件にはなっていない。境内には、相変わらず人の姿はなかった。

「ふむ……なかなか歯は応ごたえのありそうなパンドラだ。あの女は、戦せん闘とう能力も優すぐれているようだな。さすが私わたしが挑戦者として認めた者だ」

　破は壊かいされた石いし灯どう籠ろうを見ながら、落ち着き払った声で呟つぶやく。さっきの自分の母親を奪った天使の名前が出た時にしてもそうだけど、こいつは、どうしていつも冷静でいられるんだろう。

　ツクモは相変わらず無表情のまま、抑揚のない声で聞いてくる。

「シン、私はあの女に勝てると思うか？　私は、あの女よりも、この町の『観かん測そく者しや』として相応ふさわしいと思うか？」

　珍しく弱気な言葉だった。

　冷静だと思ったのは、どうやら勘違いだったらしい。

　石灯籠の前に立ち尽くしているツクモに歩み寄る。

「確かに、早はや川かわはすごい能力を持ってると思うよ。白い霧きりだって見えるし、パンドラを記録する能力だって高いし、水みず谷たにさんだってすごく強いしな……でも、お前は一つだけ『観測者』として、あの子にないものを持ってる」

　ツクモが感情の読めない顔をこちらに向けてくる。何を考えてるのかわからない、次の言葉を期待されているようにも、興味がないようにも見える表情。どっちだろうと思って見つめていると、澄すんだ黒い瞳ひとみに吸い込まれそうになった。ぐっと耐えて、言葉を吐き出す。

「俺おれが、いるだろ」

　言っちまった。

　それは、勇気がいる言葉だった。ついでに、かなりクサいと思う。

　恥ずかしいのを誤ご魔ま化かすみたいに、苦笑いを浮かべた。だけど、ツクモはまるで揺らぐことのない無表情で見つめてくる。

　しばらくしてから、ゾクリとするほど冷たい声がした。

「照れもせず、よくそんなことが言えるものだな」

　くそぉ、恥ずかしいの我慢して言ったのに、なんだよ。

　言うんじゃなかった、後悔しながら顔を逸そらす。

　次の瞬しゆん間かん、柑かん橘きつ系けいの香水の香りが、俺の体を包んだ。

　流れるような黒髪が、顎あごをくすぐる。

　アイロンの行き届いたブラウスが手の甲に触れる。

　長い時間をかけて、何が起きているのかを、やっと理解する。

　満みち月つきツクモが、俺おれに抱き着いていた。

　両手を、背中に回すでも手を握るでもなく、そっと両側から挟むように添える。体は少しだけ離はなして、ちょんと、頭だけを俺の胸にのせる。それは、抱き着くというよりも、すぐ傍そばで触れ合っているといった方がいいような、優やさしい距きよ離り感かんだった。

　心臓が一いつ瞬しゆんで臨界点に達する。蒸気機関車のように煙を吐き出しそうになる。もう、これは、早はや川かわに迫られた時の比なんかじゃなかった。

　すぐ下から、ほんの少しだけ温かい声がする。

「……ありがとう、シン」

　それを聞いた途端、鼓動が急に治まった。

　代わりにやってきたのは、春の木漏れ日に包まれているような優しい気持ち。このまま溶けてしまいそうな心地よさが全身を包む。

　ふっと、ツクモの香りが遠ざかる。

　体を離して、測るようにして距離を取る。

　きっちり三歩下がってから、いつもの冷たい声に戻って言ってきた。

「すまない。少しだけ、弱音を吐いた」

　その顔は、相変わらずのなにを考えているかわからない無表情だった。一いつ瞬しゆん前のことはなんでもない。そんな澄すました顔をしている。

　俺もそれにのっかって、なんでもないような澄まし顔を作って答えた。

「謝あやまるなよ、そんなの普通のことなんだからさ」

　でも、周りには柑かん橘きつ系けいの香水の香りがまだ残っていて、声がやたらと硬くなる。

「今まで、お前が誰だれにも弱音を吐かずにずっとやってきたことが、普通じゃないんだよ。もっと自然に振ふる舞まっていいと思う……もっとさ、怒るときは一生懸命に怒って、泣く時は絶体絶命に泣けばいいんだ」

　俺がちょっとだけ試すように付け足すと、ツクモは小さく頷うなずく。それから、今まで弱音を吐ける相手などいなかったからな、と独り言のように呟つぶやいた。

　母親から満まん月げつ堂どうを受け継いでから、こいつは弱音一つ吐かずに、得意の強がりと負けず嫌いで必死にやってきた。でも、中身はどこにでもいるような普通の女の子なんだ。もう十分わかってたはずだけど、そのことを改めて実感させられる。

「漱そう石せきは好きか？　その台詞せりふを覚えているのが、シンらしいな」

　少し遅れて聞いてくる。やっぱり気づいてたか……名前の無い猫の名言を、ちょっとだけ拝借してみた。

「シン、一つ、この前言ったことを訂正する」

　いつもの冷たい声で言ってくる。

　ふわりと風が吹いて、参道を通り抜けていく。吹き抜ける風が、ツクモの黒髪を揺らした。

「どうやら、私わたしにはお前が必要のようだ」

　ずっと聞きたかった言葉。でも、それは望んじゃだめだって諦あきらめたはずの言葉。

　改めて実感させられる。俺おれはツクモのことが、好き、なんだよな。たった一ひと言ことが……どうしようもなく、嬉うれしい。

「なにか、あのパンドラが立ち寄りそうな場所の手掛かりはないのか？」

　次に聞こえてきた声からは、一いつ瞬しゆんだけ見せた弱さは、すっかり消えていた。

　言われて気づく。一つだけ、恋こい狐ぎつねが気に入ったといっていた絵え馬まがあったはずだ。たしか、右上の方だったよな。

　恋愛成じよう就じゆ専用の絵馬に近寄ると、恋狐が読んでいた絵馬を探す。それはすぐに見つかった。『大好きな人と色々したいです。ゆき』特徴のある丸文字で書かれている。

　他ほかの願いごとと代わり映えのない絵馬だった。ツクモも横から覗き込んでくる。

「それが恋狐が反応した絵馬か……シン、お前はよっぽど好かれているようだな」

　いきなり何を言うんだ、こいつは。

　疑問を表情にのっけて振り向くと、偉そうに頷うなずきながら答えてくる。

「宮みや野のの字だぞ、これは」

　ああ、そうか……だから、あの百ゆ合り狐ぎつねが気に入ったのか。納得すると同時に、嫌な予感が背中を這はってくる。恋狐が応援するって言ってたのは、宮野だってことか。

　さらに調べると、同じ筆跡の絵馬が他に十枚ほど見つかった。たくさん書けば叶かなうってわけじゃねぇからな。







　いったん満まん月げつ堂どうに戻ってから、スクーターに二人ふたり乗りして宮野の家に向かう。

　ツクモが運転するスクーターの後ろに乗るのも慣れてきた。慣れたっていうのはもちろん、体を離はなして二人乗りすることにだ。これが今の俺たちにとってちょうどいい距きよ離り感かんなんだと思う。運動音痴なツクモだけど、なぜかスクーターの運転だけはかなり器用にやってのける。

　宮野の家はツクモが中学校の卒業アルバムで調べた。二駅隣となりの閑静な住宅街、その中にぽつんと白亜の壁かべを持つ家がある。どこか宮殿みたいな外がい壁へきで囲まれたオーダーメイド住宅、白しら雪ゆき姫ひめにはぴったりな家だった。

　夕暮れに町が沈み始め、徐々に景色けしきが暗くなっていく。友とも達だちの家を訪ねるのには少し遅い時間かもしれないけど、もちろん満みち月つきツクモは気にしない。

　ブザーを鳴らすと、メルヘンチックな音楽が鳴る。そして、宮野の母親の声が聞こえた。

「どなたですか？」

「小こ雪ゆきさんのクラスメイトの、満みち月つきツクモというものだが──」

「え、あの、満月さん？　満月ツクモさん？　小雪ーっ、大変よ、満月さんが来られてるわ」

　どうやら、名前を知っていたらしい。というか、宮みや野の家けでは有名らしい。宮野が家でどんな話をしていたのか知らないけど、かなりの慌てっぷりだった。

　ドタドタと駆けてくるような足音が響ひびいて、息を切らせた宮野がインターフォンに出る。

「ど……ど、どうしたんですか？　いきなり」

「うむ、少し宮野の顔が見たくなってな」

　ツクモが言うと、はぁぅう、と吐息のような声が漏れてきた。

「ご、五分、待ってくださいっ。へ、部へ屋やっ、片付けますっ」

　インターフォンが切れる。どっから見ても綺き麗れい好ずきそうなのに、よっぽど見られたくないものが部屋にあるんだろう。

「あのさ、俺おれがいるってことも言ってくれよ」

　ツクモにとりあえず不満を言う。それがなにか問題か、というように振り向いてくる。お前は気づいてないけど、大いに問題だ。

　こんなお洒落しやれな家に住んでる人たちもサザエさんを見て笑うんだろうか、なんてくだらないことを考えていたら、五分が過ぎた。玄関のドアが開き、宮野が姿を見せる。なにをしていたのか知らないけど、ほんのり汗をかいていた。桃色の七分丈ジャケットにひらひらのフリルがついたスカート……やたら気合いの入った服を着ている。それ、多分、今着き替がえたよな。

　宮野は俯うつむきながら近づいて、少し赤みがかった笑みでツクモを見あげる。そこで、横に立っている俺に気づく。途端に笑顔が消えた。

「いきなり押しかけてきてすまない、少し話がしたいのだが」

　ツクモが話しかけると、宮野はまた顔を赤くした。栗り鼠すのようにこくこくと頷うなずいてから、こっちです、と緊きん張ちようした声こわ音ねで家の中に案内してくれる。ツクモが先を歩き、俺が後に続こうとしたら、残念そうに溜ため息いきをつかれた。悪かったな、余計なの付いてきて。でも、お前が早はや川かわに余計なアドバイスをしたせいで酷ひどい目に遭ったんだからおあいこだ。

　ここは少しでも歩み寄っていた方が話も聞きやすいだろう。そう思って、今け朝さ学んだばかりの教きよう訓くんを生かして話しかけてみる。

「そ、その服、似合ってるよ」

　第二百十八訓、服を褒ほめられて悪い気がする人はいない。実践にはなかなかに勇気のいる教訓だった。相手が女の子だと尚なお更さらだ。

「……スクーターで、二人ふたり乗りして来たんですか？」

　完かん璧ぺきにスルーされた。やっぱり、あの教訓は俺には向いてないらしい。

「ああ、そうだけど」

　答えると、悔しそうに睨にらまれた。宮野の言葉を、交通ルールを守らなかったのを非難していると勘違いしたらしく、

「すまない、次回からは二人ふたり乗りをするのは控えよう」

　と横からツクモが答える。ツクモが俺おれと距きよ離りを取ってくれたと勘違いした宮みや野のが、ぱっと表情を変えて嬉うれしそうに笑う。なんだろう、この嚙かみ合あってない感じ。

　宮野の部屋は二階の角かど部べ屋やだった。いかにもって感じの、可愛かわいらしいインテリア。ピンクのベッドにテディベア、花柄のカーテン、誰だれかさんと違ってちゃんと女の子をしている。

「お前の部へ屋やとはエラい違いだ」

　ツクモに向かって言うと、また後ろから溜ため息いきが聞こえた。

「わ……私も、ツクモさんの部屋、見たい」

　本とビックリ押し入れがあるだけの和室だけどな。レプリカでいいなら、俺のじいちゃんの部屋を見せてあげよう。

　と、本棚に中身の抜かれた写真立てが飾ってあるのに気づく。そこに誰が入っていたかは、想像するまでもない……っていうか、写真立てごと隠せよ。不自然だろっ。

　ドアがノックされて、インターフォン越しに話をした宮野のお母さんが入ってきた。

　宮野に似て、びっくりするくらい綺き麗れいな人だった。歳としもずいぶん若く見える、授業参観の時はよっぽど輝かがやいていただろう。手にはトレーが握られ、三人分のお茶が並んでいた。

　お母さんは、宮野と違って人好きのする性格のようだった。嬉しそうに話しかけてくる。

「あなたが満みち月つきさんね。本当に綺麗だわぁ。この子ったら、家ではあなたの話ばっかりしてるのよ。ほら、ポスターまで作って、あら？」

　お母さんが右手の壁かべを指差すけど、そこにポスターはなかった。うっすらと壁紙の色が変わっているのだけがわかる。かなりでかいポスターだな。

「む、そうなのか。私わたしはてっきり、宮野には余り好かれていないと思っていたのだが」

「えぇっ、そんなことないわよ。この子ってば、本当に──」

　お母さんがうっかり何かを喋しやべりそうになる。宮野はそれを遮るように、慌てて立ち上がった。母親から強引にトレーを受け取り、肘ひじでぐりぐりと押して追い出そうとする。

「わ、わたし、やるから……ママは、もう出てって」

　あらあら緊きん張ちようしてるの、可愛かわいい。と母親はからかうような笑みを浮かべて退散していく。いったい、この親子は家でどんな話をしてるんだろう。この美人な親子も一緒にサザエさんを見たりするんだろうか。後の方はどうでもいいけど。

「ど、どうぞ。つまらないものですけど」

　宮野はお中元を渡すみたいに言って、テーブルの上にお茶を並べる。ツクモの分、それに向かい合うように自分の分、それから俺の分……おい、俺の場所、露ろ骨こつに端っこだな。

　テーブルの隅っこに置かれたお茶の前に、仕方なく腰を下ろす。ツクモがちらりと俺の方を見て、さあ思う存分聞け、とメッセージを送ってきた。ああ、たぶんそうなると思ってたよ。

「あのさ、いきなり変なこと聞くけど、昨日きのうから変わったことはなかった？」

　尋ねると、やっと顔を向けてくれる。

「変わったこと、ですか？」

「誰だれかに後を付けられたとか、遠くから見られてるような視線を感じたとか」

　そう聞き直すと、宮みや野のは何かに気づいたように、すりすりと座ったまま俺おれの方に近づいてくる。今の質問に思い当たることでもあったんだろうか。そんなことを思ってちょっと期待していると、囁ささやくような声が聞こえてきた。

「なんで……ツクモさんの、香水の匂においするんですか？」

　ひくひくと小さな鼻が動いている。え、うそ……俺は自分の服を嗅かいでみるけど、全くわからない。

「あ、あれだ。スクーターに二人ふたり乗りした時に、移ったかな？」

　と、心当たりがないって感じの顔を作ってみる。

「噓うそだ……そんなの、私わたしも……私だって」

　誤ご魔ま化かし切れなかったらしい、宮野が呟つぶやく。ふらりと立ち上がって、まるで夢遊病患者のような足取りでベッドへと向かう。横向きにぺたんと座ると、横をちょんちょんと指差した。

「ツクモさん、続きはこっちで話しましょう」

　こら、下心が見えすぎるくらい見えてるぞ。

「いや、ここで十分だ。いつも布団ふとんで寝ているのでな、ベッドというのは落ち着かんのだ」

　落ち着かないとかじゃなくて、まずその誘いに疑問を感じろよ。

　宮野はスカートの端をぎゅっと握る。次の瞬しゆん間かん、ぱたん、と糸が切れたみたいにベッドに伏せた。枕を抱きしめながら唸うなる。

「う、うゅー」

　発音の難しい呻うめき声をあげて、壊こわれた。まぁ、いろいろ言いたいことはあるけど……とりあえず、まだ恋こい狐ぎつねは接触してきてないらしい。昨日の夜からずいぶんと時間が経たっているし、もしかしたら途中で気が変わったのかもしれない。

　そこで、奇妙なことが起きる。

　まず気づいたのは、音だった。微かすかに金属が擦すれるような音、振り向くと窓のロックがひとりでに外れていた。それから怪奇現象のように窓が開く。

　吹き込んできた風が、カーテンを揺らす。

　はためくカーテンの向こうに、人影が見えた。

　考えるまでもない、昨夜の狐きつねだった。

　恋狐は風に乗るようにして、ふわりと部へ屋やの中に飛び込んでくる。小麦色の髪を靡なびかせ、尻尾しつぽを揺らめかせながら、部屋の真ん中に降り立った。

「ふむ、ここがゆきという娘の部屋のようじゃな。いろいろと美しい女子おなごが多くて随分と寄り道をしてしもうた」

　おい、入ってくるなりわけのわかんねぇこと言うんじゃねぇよ。どうやら、女に目移りしてやってくるのに時間が掛かっただけらしい。

「これが恋こい狐ぎつねか……伝説と違って、人の姿をしているのだな」

　ツクモが落ち着き払った声で呟つぶやく。そっか、お前は昨日きのう見てないんだったな。

　恋狐は、そこで気づいたように俺おれとツクモを交互に見る。

「なんじゃ、余計な者がいると思うたら、昨日の小僧か。もう一人ひとりは……む」

　いきなり眉み間けんに皺しわを寄せ、恋狐はツクモに歩み寄る。

「か、完かん璧ぺきじゃ。ど真ん中じゃ。そなた、わらわと一緒に人ひと気けのないところに行って、人体の神秘について語り合わぬか？」

　おい、いきなり何を言いだすんだ、この百ゆ合り狐ぎつねはっ。

「なんだ、随分と変わったパンドラだな。人間の体に興味があるのか？　別に、語り合うならこの場でよいだろう」

「なんという大胆な娘じゃ。ますます気に入ったぞ。ではさっそく」

　やかましいわっ。さっそくなにするつもりだっ。俺は体をずらして二人ふたりの間に割り込むと、ツクモを背後に庇かばうように立つ。ツクモが、どうしたシン？　と呟く。お前はもうちょっと察してくれ。

「なんじゃ、小僧。わらわの邪じや魔まをするつもりか」

　恋狐が俺を睨にらみつけてくる。やべぇ、すげぇ怖こえぇ。と、その時だった。

「だ、誰だれですか……あなた」

　ベッドから顔を上げた宮みや野のが、呆ぼう然ぜんと恋狐を見つめて呟く。

「む、そうじゃった。また余計な寄り道をするところじゃった」

　恋狐は宮野に向き直ると、一いつ瞬しゆんで興味を無くしたように俺の目の前から離はなれる。プレッシャーが逸それた瞬しゆん間かん、全身からどっと汗が出てきた。やっぱり、伝説は本物だ。

　恋狐はふわりと飛んでベッドの上、宮野のすぐ傍そばに降り立つ。扇子を取り出すと、白しら雪ゆき姫ひめの形のよい顎あごに添えた。そして、妖あやしい声こわ音ねで囁ささやく。

「わらわは恋狐、羽はね木き神じん社じやに封じられし妖よう狐こじゃ。そなたの願いを読んで、ここに参った」

「恋狐……羽木神社の伝説ですか？」

「そうじゃ。わらわと契約を交わさぬか。さすれば、わらわとそなたは一つとなり、願いを叶かなえる力を与えてやろう。全すべてが思いのまま、望むがままじゃ」

「思いのまま……あんなことも、こんなことも？」

　宮野がなにを思い浮かべていたのかはわからない。でも、顔が赤くなっていく。

　ちらりと本棚に目をやる。図書室で何度か目にした怪しい小説が、縁えん日にちの日にツクモに薦すすめられた『花と蜜みつ』が並んでいる。嫌な予感が、首筋を伝った。

「そうじゃ。一ひと言こと、契約すると告げよ。さすれば、あんなことやこんなことだけじゃない、そんなことも思いのままじゃ」

「そ、そんなこともっ」

　何だかわからないけど、この二人ふたりは相性がいいらしい。

「宮みや野の、惑わされるな。その狐きつねはパンドラだぞ」

　ツクモの毅き然ぜんとした声が響ひびく。

　大丈夫だ、いくら宮野でも、いきなり窓から入ってきた狐の言いなりになんかならないだろう。それにツクモだってああ言ってるしな。宮野の顔が、こっちに向けられる。

　大好きなツクモ、それを背に守るようにして立っている俺おれ。宮野の目に、黒い火が灯ともった気がした。

　悪い予感っていうのは、よく当たる。それはきっと当たってほしくないと思っているから、当たった時の印象が強いだけなんだと思う。まぁ、そんな屁へ理り屈くつはおいといて……宮野は小さな声で呟つぶやいた。

「……契約、します」

「よく言った。わらわの力をそなたに捧げよう」

　次の瞬しゆん間かん、恋こい狐ぎつねは宮野に覆おおいかぶさった。扇子で宮野の顎あごを持ち上げると、

　いきなり、唇を、重ねた。

　おい、なにやってんだよっ。

　美少女同士のキスは、全く嫌らしさのないものだった。途端、恋狐の体が青白い霧きりへと変わり、宮野の体に粒子のようになって降り注いでいく。瞬またたく間に恋狐の体は消失し、代わりに、宮野の髪が小麦色に染まった。髪の中からピンと尖とがった獣けもの耳みみが生え、スカートの下からは体よりも大きな尻尾しつぽが生えてくる。

　宮野と、恋狐が、合体した？

　宮野はベッドから立ち上がると、優雅に微笑ほほえみながら俺たちに向き直る。その手には、いつの間にか恋狐が持っていた扇子が握られていた。

「お前……宮野ではないな」

　ツクモが呟く。異常な状況だというのに、その声は落ち着き払っている。

「宮野が、こんなに堂々としているのを見たことがない。顔を伏せることもなく、真まっ直すぐに私わたしたちを見つめているなど、普段の彼女なら有り得ないことだ」

　いや、もっと明らかな部分があるだろ。耳とか尻尾とか。

「よくぞ見抜いたな。わらわは恋を応援する間だけ、その娘の体を借りることにしておる。恋を叶かなえるには、心と記憶を共有するのがもっとも確実じゃからな」

　宮野と合体した恋狐の表情からは、絵え馬まを読んでいた時と同じで凶暴さは全く感じられなかった。扇子を開き、口元を隠しながら優雅に笑っている。

　ちょっと遅れて、気づく。

「……これって、すっごいマズイ状況なんじゃないか」

　宮みや野のの体が人質に取られたってことだ。いや、それよりマズいのは……この場所にクルンがいないってことだ。聖せい獣じゆうタマオコジョは、満まん月げつ堂どうで店番をしている。早はや川かわが記録できなかったこいつを、ツクモが記録できるわけないだろう。

「お前、あれを記録できるわけないよな？」

　一応、聞いてみた。

「なんだ、その否定を前提とした問いかけは。見くびるな」

「じゃぁ、できるのか？」

「そんなもの、やってみないとわからない。だが、今は本を持ってきていない」

　それ以前の問題かよっ。持ってきててもどうせ無理だけどな。

　恋こい狐ぎつねに向き直って尋ねる。

「願いを叶かなえるって、何をするつもりなんだ」

「知れたこと。わらわの術にかかれば、どんな相手もたちどころに虜とりこじゃ」

　嫌な予感が、頭を掠かすめる。

　恋愛成じよう就じゆの化ばけ狐ぎつねっていうくらいだから、何か特別な能力を持っているかもしれない。人間の想像力がどれほど豊かかってのは、パンドラを記録していたら嫌ってほどわかってくる。キューピッドの矢のように、人の心も操あやつれる術があるとしたら厄介だ。

「わらわが得意とする術は、暴力じゃ。全すべてを屈服させる魔ま性しようの言葉じゃ。わらわの術にかかれば、どんな相手も、泣いて交際を申し込んでくるようになるのじゃ」

　どうやら心を直接操るような便利な能力はないらしい。って……ちょっと待て。もっとエグいこと言わなかったか。術じゃねぇだろ。それのどこが、恋の応援だっ。

「じゃが、その前に一つやっておかねばならないことがあるようじゃの。恋愛成就のためにまず必要なのは障害の排除じゃ。さぁ、娘、聞かせてみよ。そなたの意中の者はどこにおる？　そして、そなたの恋路を邪じや魔まする無粋な輩やからはどこにおるのじゃ？」

　嫌な予感が、シナプスの間を駆け巡った。

　恋狐は目を瞑つぶり、ぶつぶつと小声で呟つぶやきはじめる。どうやら宮野の記憶を探っているらしい。

「……ふむ、なんじゃ」

　次の瞬しゆん間かん、目が開かれた。それと同時、俺おれとツクモを交互に睨にらむ。その瞳ひとみは、さっきまでの優雅な眼差まなざしじゃなかった。鋭するどい輝かがやきを放つ、猛もう禽きん類るいの瞳だった。ついでに舌を出して、ぺろりと上唇を撫なぜる。

「いずれの者も近くにおったようじゃの。面白いぞ、ゆきとやら……お主とは、つくづく趣しゆ味みが合うようじゃ」

　思わず、唾つばを飲み込んだ。

　趣味が合うってのは、意中の相手がツクモだってことだろう。それからもう一つ、恋こい狐ぎつねはまず障害を排除する、と言った。それって、つまり──

「やばい……あの狐きつねの狙ねらいって、俺おれじゃねぇか」

「まずいな、あの狐の狙いは、私わたしだ」

　すぐ後ろで、ツクモも同じようなことを呟つぶやく。

「え？」「む？」

　俺たちは同じタイミングで視線を合わせた。ああ、そっか、こいつ勘違いしてるんだっけ。

　恋狐にとり憑つかれた宮みや野のが、鋸のこぎりの刃のようなざらついた声で告げる。

「安心するがよい、殺しはせぬ……ただ、もう恋なんかしないと言うような思い出を作るだけだけじゃ」

　そんな思い出づくりには参加したくねぇっ。恋愛成じよう就じゆとして祀まつられてるくせに、その台詞せりふはどうなんだよっ。

「シン、焦あせりは禁物だ。早く決着をつけたい気持ちは私も同じだが、ここはいったん引いて様子を見よう」

　もちろん賛成だっ。焦りとかじゃなくて、全力で逃げ出したいけどなっ。

　宮野の部屋を、ツクモと一緒に飛び出す。すれ違ったお母さんに、お邪じや魔ましましたぁっ、と叫ぶ。失礼な帰り方だけど、大したおもてなしもできませんでぇっ、と言い返された。デキる。

　宮野家を飛び出す。恋狐は追ってこなかった。

　いや、二階の角かど部べ屋や、宮野の部へ屋やの窓から人影が飛び出してくる。ばさり、巨大な尻尾しつぽが大きく振り上げられる。

「シン、こっちだ、早く乗れっ」

　振り向くと、ツクモはすでにスクーターに跨またがっていた。駆け寄って後ろに飛び乗る。この状況じゃ、体を離はなして二人ふたり乗りなんかできっこない。悪わるい、と呟いて腰に手を回すと、ひょわ、とツクモがらしくない声を上げた。どうやら、ウィークポイントに触れたらしい。

「悪わるいっ……って、いつまで悶もだえてるんだ、早く出してくれっ」

「お、お前、そ、その脇わき腹ばらの下のところを触られると、私はだな……む、なんでもないぞ。しっかり摑つかまっていろ」

「お、おぅ」

　なんて言おうとしたのか、すっげぇ気になる。

「む。そういえば、宮野と二人乗りはしないと約束したのだったな」

「言ってる場合かっ！　早く出せっ！」

　アクセル全開で、宮野の家の門を飛び出す。かなりのスピードだった。でも、恋狐は難なく追ってくる。まるで風に乗るように、電柱から電柱へと優雅な動作で飛び移っていた。ゆっくりとした動作だけど、全く振り切れない。

　次の瞬しゆん間かん、ばさり、と尻尾しつぽが振り下ろされる。上空から掃射されたみたいに、風の刃やいばがスクーターの周りに降り注いだ。

　衝しよう撃げき。激しい破は壊かい音おんと一緒に砂煙が舞まい上あがる。

　スクーターは勢いよく土煙の中から飛び出す。俺おれもツクモも無事だった。運よく当たらなかった……わけじゃない、恋こい狐ぎつねの声が追ってくる。

「今のはただの威い嚇かくじゃ。一分待ってやろう、それでも逃げ続けるというのなら覚悟するのじゃな。大人おとなしく降伏すれば、少しは手加減を考えてやらんこともないぞ」

　追走する恋狐の表情にはまだ余裕があった、このまま振り切るのは無理そうだ。

「シン、よく聞け。このまま二人ふたりで逃げていても、捕まるのは時間の問題だ」

　ツクモも同じことを思ったらしい。落ち着いた声こわ音ねで言ってくる。

「だから、私わたしが囮おとりになろう。恋狐の狙ねらいは私だ。お前はここで飛び降りろ。そして、満まん月げつ堂どうに戻ってクルンを連れてくるのだ」

　ツクモにしてはちゃんとした作戦だった。だけど、根本が間違っている。

「待ち合わせ場所を決めておこう。三十分逃げ回った後、私はそこへ向かう。お前はクルンと一緒に先回りしていろ。どうだ、何か意見はあるか？」

「あるっ、その作戦には致命的な欠陥があるぞっ」

「安心するがいい、宮みや野のが好いているのはお前だ。恋狐はお前には手を出せない、この世界でもっとも安全なはずだ。飛び降りるのが怖いのであれば、私が協力してやろう」

　そう言って、ツクモはハンドルから片手を離はなした。至近距きよ離りから殺気が立ち上る。おい、なにするつもりだっ、ちょっと待てっ。今、世界で一番危ないのは俺だからっ。

　もうすぐ一分が過ぎる。くそっ、こうなったら、やるしかねぇっ。

　ぐっと腹の底に力を入れる。このままじゃ、恋狐にやられるのは時間の問題だ。それなら、可能性にかけた方がいい。

「わかった、お前の作戦に乗ろう。俺とお前が二手にわかれる、奴やつがどっちを追ってくるかはわからねぇけど」

「そんなもの、私に決まっているだろう」

「聞けって。あいつが追ってこなかった方が満月堂に戻ってクルンを拾う。追われた方が三十分時間を稼かせぐ、それでいいな」

「だから、そう言っているではないか。シン、速度を落とすぞ」

　ツクモの声は、当然、自分が追いかけられるという確信に満ちていた。そして、声と同時にアクセルを緩ゆるめる。俺が降りられるように、一いつ瞬しゆんだけスピードを落とす。

　飛び降りる直前になって、気づく。やべっ、待ち合わせ場所を決めてなかった。

　もうすぐ日が暮れる。どちらも迷うことがなくて、人目につかない場所。ぱっと頭に浮かんだのは、一つしかなかった。

「待ち合わせは、学校だっ」

　ツクモが頷うなずくのを確認して、細い腰から手を離はなした。この二週間、ずっとパンドラの記録を付き合ってたせいで、この程度のスタントはこなせるようになった。スクーターから地面に転がり落ちる。

　一人ひとり分の錘おもりを減らして身軽になったスクーターは、一気にスピードを上げた。ついてこれるものならついてこい、そう言いたげなスピードで遠ざかっていく。

　当然だけど、恋こい狐ぎつねがスクーターを追うことは、なかった。

　ふわりと、ゆっくり沈む雲の上に乗っているように、電柱の上から俺おれの目の前に降りてくる。

「娘を庇かばって残るとは、なかなか見せるではないか」

　地面に転がった俺の目の前に、恋狐が降り立つ。

「……おい、恋狐。こんな無理やり相手を従わせるような方法で、恋が叶かなうわけねぇだろ。宮みや野のだって、こういうやり方を望んでたわけじゃない」

　体を起こしながら、せめてもの時間稼ぎにと話しかけてみる。

「わらわのやり方が正しいか否かは、すぐにわかる」

「どういう、意味だ」

「今から三十分後にも、そなたが同じことが言えるか、ということじゃ。もしわらわのやり方が間違ってるというのなら、そなた自身の体で証明してみせるがよい」

　すっと、恋狐が扇子を持ち上げる。口元にはサディスティックな笑みが浮かんでいた。

　扇子がゆっくりと空中に文様を描き、その軌跡が輝かがやき始める。

　ツクモは今いま頃ごろ、追っ手がいないことに気づいただろう。振り切ったと勘違いして、満まん月げつ堂どうに向かってるだろう。あとは、俺の仕事をするだけだ。

　恋狐が描いた文様の中から、昨晩と同じような漆黒の狐きつねが飛び出してきた。全部で三匹、牙きばを剝むき出だしにして唸うなっている。

　三十分、どうやって時間を稼かせぐ？

　決まってる。

　逃げるに、決まってる。

　背を向け、全速力で駆け出した。




　とにかく逃げ回った。背後からは、漆黒の狐が追いかけてくる。

　少しでもスピートが落ちれば、たちまち追いつかれる。サッカー部の練習でも見せたことの無い全力疾走だった。全身から噴ふき出る汗、足ががくがくと震ふるえ始める。

　ずいぶん時間を稼いだはずだ。やっべぇ、約束の三十分越えてたらどうしよ。時計とけいを見る。まだ五分しか経たってない。もっと頑張れよ時間、進むの遅すぎだろっ。

　太ふと腿ももに痛みが走る。引っかかれたらしい。くっそ、スピードが落ちてきてるのかっ。見ちゃ駄目だ、そう思いながらも振り返る。

　チャンスとばかりに、漆黒の狐きつねが飛び掛ってくるのが見えた。

　やべぇ、言ってしまいそうだ。俺おれ、俺……もう恋なんかしな──

　その瞬しゆん間かんだった。

「桐きり島しまくん、しゃがんでっ」

　聞き覚えのある声が響ひびいた。

　しゃがんだ瞬しゆん間かん、頭上を白い残像が通り過ぎる。

　飛び掛っていた三匹の狐が、一いつ瞬しゆんにして薙なぎ払はらわれる。狐たちは、火が消えるようにあっさりと消滅した。

　すぐ傍そばに、早はや川かわ鈴すず音ねが立っていた。ポーチからは、水みず谷たにさんが顔を出している。

「どうして……ここに？」

「私わたしも、ずっと恋こい狐ぎつねを捜してたんですよ。白い霧きりが、すごいスピードで移動しているのが見えたから……それより、なんで宮みやちゃんがあんなことになってるんですか」

　簡単に、宮みや野のが恋狐に乗っ取られたことを説明する。敵同士とはいえ、早川が来てくれたのは心強かった。

　背後から、宮野の声が降ってくる。

「そなたは昨日きのうの娘か。相変わらずよい胸をしておる。なんじゃ、わらわと一緒に人ひと気けの無い場所へ行く気になったのか？」

「なにを言ってるんですか。宮ちゃんの体を、返しなさいっ」

　宮野は扇子を開き、口元を押さえながら言ってくる。

「そうはいかぬ、この娘は、わらわと契約を交わしたのじゃ。この娘が契約を解消せぬ限り、わらわはとこの娘は一心同体じゃ」

「なら、力ずくで取り返すまでです」

「面白いことを言う。そなたの力では、わらわを封じることは叶かなわぬとわかっているはずじゃ。もう昨夜のように容赦はせぬぞ」

　恋狐が尻尾しつぽを振り上げる。

　スカートが跳ね上がり、その下から覗のぞいたのは青と白のストライプ、はどうでもよくて……やばい、あれがくるっ。羽はね木き神じん社じやの境内を破は壊かいした、暴風の塊。

　昨夜の攻こう撃げきで早川も学んでいた。水谷さんでも、あの風は防げない。俺の手を引いて近くの路地へと逃げ込む。

　突風が、住宅街を突き抜けた。

　背後から衝しよう撃げき波はがやってくる。振り向くと、路肩に止めてあった自転車が折れ曲がりながら舞まい上あがるのが見えた。

「なんてことを……せっかく、先週、町内清掃があったのに」

　言ってる場合かっ。町の心配より、自分の身を案じてくれ。

「なぁ、一つだけあいつを記録できる方法があるんだけど」

　すぐに俺おれが言いたいことを察したようで、早はや川かわは少しだけ眉まゆを寄せる。

「聖せい獣じゆう、ですか……仕方ありませんね。今は記録の勝負よりも、宮みやちゃんを助けることを優先しましょう」

「ああ、ツクモと学校で待ち合わせをしてる。そこに着くまでは一時休戦だな」

　後ろでは、恋こい狐ぎつねがまたしても、何やら奇妙な文様を描いて獣けものを召しよう喚かんしようとしていた。

　時と計けいを見る、十五分が経過していた。早川と二人ふたりなら、なんとか学校まで辿たどり着つけるだろう。

　俺たちは並んで、学校へと走り出した。







　目の前に、校門が見えてくる。日はすっかり沈み、夜空には雲一つない綺き麗れいな満まん月げつが昇っていた。

　俺も早川も、ボロボロだった。服は砂まみれ、俺の手足は打ち身や擦すり傷きずが残り、早川の髪の毛も風に煽あおられすぎたせいで寝ね癖ぐせのように跳ねている。でも、幸いなことに大きな怪け我がはなかった。早川と水みず谷たにさんが、がんばって防いでくれたお陰だ。

「……おかしい、ですね。振り切れたとは思えないですけど」

　早川が気づいたように呟つぶやく。振り向くと、さっきまで猛追してきた恋こい狐ぎつねと、召喚されていた獣たちの姿が消えていた。

　とりあえず、ツクモと待ち合わせをしている学校に入る。

　夜の学校は、しんと静まり返っていた。人ひと気けがないせいで、グランドが普段よりもだだっ広ぴろく見える。

　辺りを見回す、ツクモの姿はどこにもない。いや、グランドの隅にスクーターが停とめてある。さらに探すと……いた。

　校庭の木々に埋もれるように、ちょこんと顔だけど出すようにしてツクモとクルンが隠れていた。クルンの仕業だろう、ツクモの髪の上には木の枝やら葉っぱやらがのっている。

　俺と目が会うと、ツクモはハンドサインで何かメッセージを伝えてきた。いや、そんなオリジナルの暗号いきなり出されてもわかんねぇから。

　どうせ、大したことじゃないだろう。そう思って、俺も適当にハンドサインを作って返してみる。すると、なにやら満足そうに頷うなずかれた。

　突如、月の光を遮って、黒い影が俺たちを覆おおう。

　見上げる。体育祭の時なんかに旗が掲げられるフラグポール、その細長いポールの上に、月の光を遮るようにして、宮みや野の小こ雪ゆきが浮かんでいた。

　棚引く髪、跳ね上げられたスカート、その下から覗のぞく青と白のストライプは見ないふりをして、背後では巨大な尻尾しつぽがゆらめく炎のようにゆらゆらと揺れていた。目のやり場に困るからさっさと下りてこい。

　恋こい狐ぎつねは喉のどを震ふるわせるように笑い始める。空から降ってくる哄こう笑しよう、宮みや野のなら絶対にしないような笑い方。

「なにをちょこまか逃げ回っておるのかと思えば、ここが決戦の舞台というわけじゃな。よいじゃろう、老いた猫にも、死に場所を選ぶ権利はあるからの」

　老いた猫は関係ないと思うけど、とりあえず突っ込むほどのことでもないからスルーしておく。と、恋狐がポールの上から跳び上がった。見えない階段でもあるように、空中をゆっくりと歩くようにして俺おれたちの目の前に降ってくる。着地、と同時に尻尾しつぽがばさりと揺れた。

「じゃが逃げる場所を誤ったようじゃな。このような何の障害もない場所では、わらわの風を防ぐ術はないぞ」

　恋狐の言う通り、だだっ広ぴろいグランドには逃げ場所は残されていない。だけど──俺は、さっきのハンドサインの意味を確信していた。「奴やつが隙すきを見せたら飛び出す、気づかない振りをしろ」なぁ、そうだろう、ツクモ。

　凜りんとした声が、響ひびく。

「誤ったのは、お前だ。女め狐ぎつね」

　恋狐の後ろ、校庭の木々からツクモが飛び出す。そのまま、恋狐の背後を取るように駆け寄ってくる。その手には、丸くなったオコジョが握られていた。

　恋狐は尻尾を止めて振り向くけど、間に合わない。完かん璧ぺきなタイミング。残った心配事は、一つだけだ。

　ツクモは思い切り振りかぶって──あぁ、やっぱり駄目だった！

　放たれたクルンは、どうやったらそんな方向に飛ぶんだってくらい真横に流れていく。あまりに登場が完璧すぎて、こいつの奇跡のノーコンを軽視してた。

　クルンは近くに立っていた校庭の木に当たり、跳ね返って地面に落ち、ころころと……運悪く恋狐の足元に転がっていった。すばやく人間モードに戻り、俺の方へ駆け出そうとするけど間に合わない。それより早く、恋狐にひょいっと首根っこを摘つまみ上あげられる。

「この小さき生き物が、切り札だったみたいじゃな。なんじゃ、もう手詰まりか？」

　恋狐が言ってくる……最悪だ。狐きつねに捕まるオコジョ。クルンは腕の中でじたばたともがいているけど、とても逃げられそうにない。

　大ポカをやらかしたツクモが、相変わらず無表情のまま歩み寄ってくる。

「シン、なにをやっている。さっきハンドサインで伝えただろう。真横の木に向かって投げ、恋狐の方に弾はじき返かえすから、お前はそれに反応して間合いを詰めて至近距きよ離りから奴に叩たたき込こめ、とな。お前は了解したと答えたはずだ」

　そんな意味だったのかよ。わかるわけねぇ。っていうか、どう考えても後付けだろ。

　手が届くくらいまで近づいてきたので、頭に刺さったままの枝を抜いてやる。と、そこでツクモが早はや川かわに気づく。

「シン、なぜ、その女と一緒なのだ」

「さっき、たまたま会って助けてもらったんだよ」

「尋ねただけだ、不機嫌になどなっていないぞ」

　先に言われた。じゃあ、そういうことにしとこう。

「……聖せい獣じゆう、捕まってしまいましたね。他ほかに何か考えが？」

　早川が言ってくる。その声は、擦すり切きれそうなほど真剣だった。

　記録もできない。まともに戦っても勝てない。唯一の対抗手段だったクルンもどっかのアホのせいで恋こい狐ぎつねに捕まってしまった。

「どこかの愚か者のせいで、クルンが捕まってしまったからな」

　ツクモが冷たい声で言ってくる。俺おれのせいかよっ。

「捕まっちまったものは仕方ないだろ。足止めされてるクルンを、なんとか助けないと」

「やっと、私わたしの本気を見せる時がきたようだな」

　振り向くと、無表情のまま手を組んでいた。ポキポキと鳴らしたいみたいだけど、残念ながら華きや奢しやな指先は全く鳴らない。

「おい、あれと戦うつもりか？」

　嫌な予感を覚えて尋ねると、

「シン、なぜペガサスが空を飛べるか知っているか？」

　意味のわからない問いかけが返って来た。ペガサスって神話のペガサスか？　なんでいきなりそんな名前がでてくるんだ？

「幼い頃ころに母に教わった話だ。馬の巨体を支えるには、あの翼つばさは小さすぎる。体は速く走るために進化したものであり、飛ぶためには出来ていない。それなのに、なぜペガサスは空を飛ぶことができるのか。それはな──」

　一いつ瞬しゆん、間をあける。聞き手を惹ひきつける絶妙のタイミング。

　意味がわからない問いだけど、その答えにわずかな興味を覚えた。

「自らが飛べることを、疑っていないからだ」

　へぇ……なんだ、精神論だけど、ちょっといい話じゃないか。

　と、思ったのは一いつ瞬しゆんだった。おい、ちょと待て。

「さぁ、信じろ。私たちは勝てる、ゆくぞ」

「ストーップ！」

　でっかい声で叫ぶ。

「現実を見ろ、ペガサスなんていないっ！　俺たちはあの化ばけ狐ぎつねには勝てないっ！」

　叫ぶと、嘆かわしいことだ、とでも言うように見つめてくる。しかたねぇだろ、精神論でなんとかなるレベルじゃないから。

　もう一度、思考を再開する。

　やっぱりクルンを当てるしか勝つ方法はない。それなら、なんとか恋こい狐ぎつねを動揺させて、クルンが逃げ出せるような隙すきを作らないと……でも、どうすればいい。

　ツクモも俺おれと同じことを考えていたらしい。また、冷たい声で言ってくる。

「シン、一つ作戦を思いついた」

　なんだよ、あんまり期待しないで尋ねる。

「私わたしの恋人になれ」

「……えっと、どういう、ことだ？」

「お前には以前話したことがあったな。こう見えても、私は中学の頃ころから意外とモテたのだ。だが、他ほかに好きな者がいると言うと誰だれもがあっさりと諦あきらめてくれた。もし私とお前が付き合っていると言えば、あの化ばけ狐ぎつねも諦めて宮みや野のの体から離はなれるのではないか？　それが駄目でも、多少なりとも動揺は与えられるはずだ」

「あ、あぁ。振りをしろってことか。それって……余計に怒らせたりしねぇか？」

「ならば、闘やるしかないな」

　と、ツクモはまた細い手を組んで、指を鳴らすのをチャレンジする。いや、その選択肢はないから。

「今の作戦、意外といけるかもしれません。本来の恋狐の伝説がどこまで認識に組み込まれているかわかりませんけど、恋を応援するのが恋狐なのでしょう。両りよう想おもいの二人ふたりを引ひき離はなすことはできないはずです」

　早はや川かわも、ツクモに賛同するように言ってくる。

　確かに、やってみる価値はあるかもしれない。どちらにしろ、他に方法は思いつかなかった。

「仕方ねぇ、やってみるか」

「私の意見は聞かないくせに、この女が言えば従うのだな」

「だから、いちいちつっかかるなよ」

「不機嫌になどなっていないぞ。率直な感想を口にしたまでだ」

　ああ、そうかい。もうそれでいいや。

　ツクモは拳こぶしを解くと、恋狐に向き直る。

「おい狐きつね、話を聞け」

「なにやらこそこそ話をしていたようじゃな、待ちくたびれたぞ。言うてみよ、遺言として受け取ってやろう」

「シンと私は、すでに付き合っている」

　ツクモは、相変わらず抑揚のない声で告げた。

　心が複雑なモノで埋め尽くされる。なんの躊躇ためらいもなく宣言できるってことは、やっぱり恋愛感情なんてもんはないんだろうな。

「私わたしたちはもう、共に歩むことを誓い合ったのだ。どんな障害にも屈することはない。お前も恋こい狐ぎつねならば、相思相愛の恋人たちの仲を裂くのは本意ではないだろう。シンのことは諦あきらめてくれ。宮みや野のには私から説明する、だから……宮野を解放してくれ」

　満みち月つきツクモは、ハッタリを言わせたら天才だ。恋狐の耳がぴくぴくと動いた。一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたような顔をしたけど、すぐに余裕の笑みを取り戻す。

「ふん、なにを言うかと思えば……ふざけたことじゃ。わらわは恋を叶かなえる妖よう怪かいじゃぞ。そのような噓うそが見抜けぬようなうつけと思うたか？」

「私たちは、これでもかというくらい好き合っている。私たちは同じ魂でできているのだ。お前がなにをしようと、どれほどの痛みや苦しみを味わおうと、二人ふたりの心が離はなれることはない」

　よくそんな台詞せりふがすらすらと出てくるものだ、文学少女は伊だ達てじゃない。ツクモの言葉に、恋狐の自信はわずかに揺らいだようだった。あるいは、揺らいだのは恋狐と合体している宮野の方かもしれない……と考えるのは夢を見すぎだろうか。

「ならば、この男の好きなところを五つ挙げてみよ。真に好いておれば、この程度の質問にはすぐ答えられるじゃろう」

　眉み間けんに皺しわを集めながら、試すように聞いてくる。なんだ、そのベタな質問はっ。

　ツクモは間髪容いれずに、抑揚のない声で答えた。

「そんなもの簡単だ。まず、空白ブランクが見えることだな。クルンを上う手まく投げることができる。不満は多いが頼たのんだことはちゃんとやる。それに、どれだけ殴られても気にせずヘラヘラ笑ってついてくる」

　無表情のまま、四つを淡々と告げる。なんだよそれ、ただの便利な奴やつじゃねぇか。やっぱりこいつは、俺をパンドラ記録に協力しているお手伝てつだいさんくらいにしか思ってないんだろう。あと、四つ目はもうちょっと言い方あるだろ。早はや川かわ、ちょっと引いた目で見るのやめてくれっ。

　一瞬の沈ちん黙もくを挟んで、五つ目が聞こえる。

「それに……共にいると、少し安心する」

　きゅん。自分の心臓が鳴った気がした。

　やべぇ、気を抜いてたら、ど真ん中に刺さってしまった。噓かもしんねぇけど、そんなこと言われたら……くそっ、嬉うれしいじゃねぇか。

　恋狐は、どこか苛いら立だたしげにツクモを睨にらんでいた。しばらくしてから、判断材料を増やそうとするみたいに視線をスライドさせてくる。

「次は、そなたの番じゃっ」

　お、俺も言わなきゃいけねぇのか。ツクモも当然のように無表情な顔を向けてくる。

　本人の前で真ま面じ目めに答えるのは、かなりこっ恥ぱずかしいよな。こいつの好きなところ……考えるけど、いざ言葉にしようとすると、なかなか思いつかない。

　恋こい狐ぎつねの視線が険しくなってくる。どうやら疑い始めているようだ。横でツクモも、なんでもいいからさっさと答えろ、と睨にらみつけてくる。くそ、仕方ねぇ。ぱっと普段のツクモを思い出して、浮かんでくるままに口にする。

「……え、えと、強がりなとことか、負けず嫌いなとことか、不器用なところとか、運動神経が全くなくてノーコンなところとか」

　とりあえず、四つ。横ではツクモが不満そうに見つめてくる。なんだよ、それしか出てこないんだからしかたないだろ。全部本当の事だし、なにが気に入らないんだ。

　五つ目が出てこない。あと一つだってのに、なにかないか、なにか……あ、そうだ。

「……あと、笑え顔がおが、可愛かわいい」

　咄とつ嗟さに、そんなことが口をつく。途端、ツクモは、ぷいっと顔を逸そらした。

　やっぱり気に入らなかったらしい。あれ、なんか耳が赤くなっているような──。

　ツクモはすぐに、俺おれに視線を戻してくる。向けられたのは相変わらずの無表情だった。やっぱ気のせいか。

　恋狐を見ると、さらに眉み間けんに皺しわがよっていた。どうやら、だいぶ困っているようだ。でも、まだクルンが逃げ出せる隙すきを作るほどじゃない。

「わかっただろう、私たちはこれほどまでに愛し合っている。諦あきらめて宮みや野のを解放しろ」

「まだじゃ、まだ信じられぬ。そこまでいうのなら、証拠を見せてみよ」

「なんだよ……証拠って」

「口づけじゃ。とびっきり熱いやつじゃっ」

　くそっ、さらに難題をふっかけてくる。しかもベタだしっ。

「なんだ、そんなことか」

　ツクモは何でもないことのように答える。さすがに、それは無理だろっ。

　視線で問いかける。おい、本気かよ。視線で答えが返ってくる。宮野を救うためだ、仕方ないだろう。お前はいいのかよ。当然だ、これくらいで心を乱すものか。

「なにを見つめ合おうておる。やるのか、やらぬのか、はっきり言うてみよ」

「やるに決まっている。私たちは愛し合っているのだからな。口づけなど、毎日学校で会うたびにやっているぞ」

　いくらなんでも、その例えは言いすぎだ。

「そうです。お二人ふたりの口づけはもはや朝の風景の一部ですからね」

　早はや川かわまでのっかってくる。そんなわけねぇだろ。くぱぁ、同意するように水みず谷たにさんが鳴く。黙だまれ、白鳥。

　ツクモが俺に向き直る。そして、さあ好きにしろ、とばかりに目を閉じた。こいつ、本当になんとも思ってないのかよ。正面からは恋狐が、怪しいところを一いち分ぶも見逃すまいと手品のギャラリーのように睨んでいる。

「いつものことだろう、何を照れることがある」

　冷たい声で言ってくる。くそ、勝手かつてな事を言いやがって。

　黙だまって目を瞑つぶっている姿は、どう触れたらいいのかわからないくらい綺き麗れいだった。閉じられた小さな唇に目を奪われる。心臓が、物もの凄すごいスピードで鼓動している。迷いを抱えたまま、そっとツクモに歩み寄った。

　熱い視線を感じてちらりと恋こい狐ぎつねを見た。首根っこ摑つかまれて右手にぶら下がっているクルンが、恥ずかしそうに両目を小ちっさな手で覆おおっている。おい、指が思っきり開いてるぞ。おマセなオコジョだ。

「早くしろ、シン。いつまで待たせるつもりだ」

　感情のない声。やるしかねぇのかよ……足が震ふるえだすのを我慢して、ツクモに歩み寄る。

「いつぞやの鏡を覚えているだろう。あれくらいやってみせろ」

　やかましい、余計なこと思い出させるんじゃねぇっ。ツクモに歩み寄る。

　初めてがこんな状況なんてのはちょっと嫌だけど……しかたねぇ。ツクモに歩み寄る。

　そうだ、これは宮みや野ののためだ。宮野を助けるためなんだ。ツクモに歩み寄る。

　やるからな、後で怒るなよ。ツクモに歩み寄る。

　……おい、なんかおかしくねぇか。

　さっきから距きよ離りが縮まらないと思ったら、こいつ、後あとしざりしてやがる。こら、言ってることとやってることが違うだろっ。

　と、その時だった。

「もうやめてぇっ！」

　声が、響ひびき渡わたった。

　それは恋狐のものじゃなかった。

「ごめん、なさいっ。私わたし、私……知らなかった。二人ふたりが付き合ってるなんて、知らなかった。一人ひとりで……まだいけるって、きっと振り向いてくれるって思ってた……馬ば鹿か、みたい」

「み……宮野、なのか？」

　表情から、さっきまでの凶暴さが抜け落ちていた。自信なさそうにオドオドしながら、顔を俯うつむけている……いつもの、俺たちがよく知ってる宮野小こ雪ゆきだった。

　宮野の体から、青白い霧きりが立ち昇る。粒子は、すぐ後ろで背はい後ご霊れいのように恋狐を形作った。

「なぜじゃ、ここまできて、なぜわらわを拒むのじゃっ」

　恋狐が、動揺した声で言ってくる。どうやら宮野が自分の意志で、恋狐を追い出そうとしているらしい。宮野はぎゅっと目を瞑って、必死で叫ぶ。

「こんなのいやだっ、こんなのだめ……私、間違ってた。負けたくなかったから、二人がいつも一緒にいるのが羨うらやましかったらから、だから……早はや川かわせんぱいを応援したり、恋狐にお祈りしたりした……でも、これじゃ駄目なんです。誰だれかの力を借りるんじゃなくて、ちゃんと……自分で伝えなきゃ意味がないんです。桐きり島しま先せん輩ぱいと、ちゃんと向き合わないと意味がないんです」

「その意気だぞ、宮みや野の」

　ツクモが応援するように告げる。いちおう言っとくけど、ちゃんと向き合うってのは、ライバルとしてって意味だからな。

「なにを言っておる、そのようなこと考えずともよいのじゃ。わらわに全すべてを委ゆだねよ、万事、うまくとりはからってやると言うておるっ」

　なだめ賺すかすように言いながら、青白い粒子は、また宮野の体に入っていこうとする。

　がんばれっ、宮野。心の中で必死に応援する。もうちょっとだ。

　横で、ツクモの冷たい声がする。

「宮野、私わたしがさっき、シンと付き合ってると言ったのは噓うそだ」

　ん。あれ？　それバラしちゃうのか。

　宮野が顔を上げる。宝石のように綺き麗れいな目で、ツクモを見つめる。

「本当は付き合ってなどいない、お前を救い出すために噓をついたのだ。だから、何も遠えん慮りよすることはない。さぁ、思いのたけをぶつけてみろ」

　いちおう言っとくけど、ぶつけられる相手は、お前だからな。

　ツクモの言葉は、宮野の心に響ひびいたようだった。宮野の体から、勢いよく青白い粒子が抜け出ていく。染まっていた髪からも瞬またたく間に色が抜ける。

「あ……あの……」

　宮野は、ぎゅっとスカートの端を摑つかみながら、搾り出すように呟つぶやいた。

「やっぱり、今は……駄目です。私わたし、もっといい女になります。ツクモさんは、前に言ってくれました。変わりたかったら、自分のことを好きになってみろって……私、やっぱり、自分のことがまだ、好きになれません」

　ツクモが鷹おう揚ように頷うなずく。うん、いいぞ宮野っ、その調子だっ。

　宮野の髪の毛から、完全に小麦色が抜ける。獣けもの耳みみと尻尾しつぽも消え去る。

「もし、私が私のことを胸を張れるようになったら、その時、ちゃんと伝えます。だから、だから……私の体から、でてって！」

　その瞬しゆん間かん、宮野の体から青白い霧が完全に吐き出される。ツクモは宮野に駆け寄り、ふらりと倒れそうになった体を受け止めた。それから、腕の中の少女に囁ささやく。

「宮野……よくやった。私は、お前のそういう正直なところが好きだぞ」

　宮野の顔が、途端に真まっ赤かになる。そして、震ふるえるような声で呟いた。

「え……あの……その好きは……友とも達だちとして、ですか？」

「他ほかになにがあるのだ？」

「……えと、いえ……なんでもありません。とりあえず、今は、それでいいです。友達からで」

　小さく呟いてから、眠るように意識を失った。その寝顔は、どうしようもないくらい幸せそうだった。

　宮みや野のから弾はじき出だされた青白い霧きりが、背後で形を取り戻していく。瞬またたく間に、恋こい狐ぎつねの姿になった。それを見ると同時、ツクモが叫ぶ。

「シン、今だっ！」

　言われなくたって、わかっていた。

　自由になったクルンは、宮野の手から転がり落ちると、俺おれの方に駆け寄ってくる。

　恋狐は宮野の体から弾はじき出だされたことが信じられないようで、呆ぼう然ぜんとしていた。それは、伝説のパンドラが見せた、初めての隙すきだった。

　尻尾しつぽを振りながら俺に向かってジャンプするオコジョ。空中で金きん色いろの弾たまに変わると、一いつ瞬しゆんだけ尻尾を出した。そのサインの意味は簡単に解読できる。「遠えん慮りよはいりません、思い切りやってください」

　あぁ、やべぇな。慣れって怖いよな。だんだん罪悪感を覚えなくなった。クルンが俺の足に吸い込まれているのか、俺の足がクルンに吸い付いていくのか……とにかく、ピンポイントでボールを捉とらえる。

　オコジョの弾丸は、真まっ直すぐに恋狐へ向かう。完かん璧ぺき、だった。

　俺の放ったシュートは、見事に恋狐に命中する。当たったのは尻尾。体中から霧が噴ふき出だす。跳ね返ったクルンは、すぐに人間モードに戻って回転しながら地面に着地する、と同時にお尻を押おさえて蹲うずくまった。ああ……ごめん、クルン。またリンゴ飴あめを買ってやるからな。

「シン、よくやった。後は任せろ」

　毅き然ぜんとした声が響ひびく。ツクモは宮野をすぐ傍そばのベンチに横たえると、白紙の本を取り出して開いた。腕を真まっ直すぐ突き出し、背筋をピンと伸ばして告げる。

　もちろん、反応していたのはツクモだけじゃない。早はや川かわも、水みず谷たにさんが首を出しているポーチの中から白紙の本を取り出している。

　後は、スピードの勝負だ。頼たのんだぞ、ツクモっ。二人ふたりの『観かん測そく者しや』の声が響ひびく。

「世界の変化を確認。これより対象の記録保存を──」

「対象を確認しました。データの記録を──」

　だけど、まだ、終わりじゃなかった。

　獣のように、恋狐が哮ほえた。

　正面から突風が吹く。

　それは、今まで俺たちを苦しめていた暴風に比べれば、取るに足らない威力だった。でも、二人の観測者の詠唱を中断させる程度の勢いは残っている。

「まだじゃっ。こんなところで終わりにはせぬっ。わらわは恋狐、まだわらわの救いを待っておる悩める者たちが大勢おるというのに、このようなところで滅びるわけにはいかぬ。これだけは使いたくなかったが、もはや手段を選んでおれる状況ではないようじゃなっ」

　いや、お前が救うおうとする人間なんてほんの僅わずかだろ。

　クルンがちょこちょこと戻ってきて、ポストイットを見せてくる。「きちごと爆ばく破はするつもりです」うん、追い詰められた悪役っていえばそれだけど、ここ学校だからな。相変わらずベタ好きなオコジョだ。

　次の瞬しゆん間かん、地じ響ひびきが聞こえてきた。

　まさか、本当に爆破……と思ったけど、違う。地面が光っていた。いや、グランドを覆おおうように、巨大な幾何学模様が光を纏まとって浮かび上がっていた。

　今まで出していたものとは比べ物にならないほどの大きさの文様だった。どうやら、本当に最後の切り札があったらしい。

「常とこ闇やみの門もんよ、わらわの呼び声に応えるのじゃ」

　言葉と同時、世界が闇やみに閉ざされた。

　いや、分厚い雲が月の光を遮ったのだ。

　空を見上げる。さっきまで雲一つない空だったのに、いつの間にか暗雲が覆おおっていた。学校を中心に、渦を巻いているように広がっていく。

　空気が、チリチリと帯電しているように肌に絡みつく。闇の底から滲にじみ出でてくるような気配がグランドを覆い尽くす。

　これはヤバい。究極にヤバい。五感が、勘が、本能が、それを訴えていた。

「早く、記録をっ」

　叫ぶ。だけど、ツクモも早はや川かわもその場を動こうとしなかった。

　そして気づく。まるで金かな縛しばりにでもあっているように体が動かない。この地面に刻まれた文様の効果なのかもしれない。あるいは……金縛りなどではなく、自分でも気づかないほどに深く、動けないほどに恐怖しているだけなのかもしれない。どちらなのか、最早もはやわからなかった。

「女め狐ぎつね、なにをするつもりだ」

　ツクモが尋ねる。その声は、悔しいほどに冷静だった。恋こい狐ぎつねは奥歯を嚙かみ締しめるようにして笑う。そして、震ふるえるような声で告げた。

「常とこ闇やみの王おうを召しよう喚かんするのじゃ。この術は危険すぎるゆえ使ったことはなかったのじゃが……こうまで追い詰められては止むを得まい。彼かの者は、わらわを凌しのぐ妖よう気きをもっておる。開門は成った、もう誰だれにも止められぬ」

　轟ごう音おんが、響ひびき渡わたる。

　空を覆う暗雲から稲いな妻ずまが放たれ、グランドの中心へと落ちた。

　それが引き金であったかのように、文様の中心が盛り上がる。地面を突き破るようにして、黒い鳥居が生えてきた。巨大な、羽はね木き神じん社じやの入り口にあるものより一回り大きな漆黒の門。

　次の瞬間、空が晴れた。

　文様が消きえ失うせ、体の金縛りが解ける。

　肌に絡からみつくような空気も、闇やみから滲にじみ出でるような雰囲気もなく、残ったのは──

　巨大な、黒い鳥居だけだった。

　鳥居の中からは白い霧きりが溢あふれ出てくる。まるで、その向こうが異世界へと繫つながっているかのようだった。

　唾つばを飲み込む、というより、干からびそうな喉のどに無理やり押し込む。

　鳥居の奥から白い霧と共に、圧倒的な気配が溢れ出てきた。気配、いや、妖よう気きと呼んだ方がいいかもしれない。触れるものに須すべからく畏おそれを与える、禍まが々まがしい妖気。

　そして、霧を突き破るようにして、手が飛び出してくる。

　艶なまめかしい漆黒の腕。それは、闇を統すべる者に相応ふさわしい虚無と深しん淵えんを映していた。

　地の底から響ひびいてくるような声が響く。

「誰だれだ、何なに故ゆえに、我を常とこ闇やみの世界より呼び戻した」

　恋こい狐ぎつねは、わずかに喉のどを震ふるわせながら応じる。

「わらわの望みは一つ、目の前にいる者たちに滅びを与えることじゃ」

「……それが望みか。もはや、我がこの世界に姿を現すことはないと思っていた。だが、なんとも皮肉なものだな。こうして、再びこの地に顕けん現げんしようとは」

　腕に続いて、肩、体……その姿が徐々に、こちら側の世界に顕現してくる。

　深い闇を纏まとった声が、世界を震わせるかのように響いた。

「なんという皮肉、いや、あえてこう言おうではないか。なんという宿命か、と。我が天啓はこう告げておるのだな。今一度、世界を手に入れろと。神に挑めと。まるで攻略間ま際ぎわで教室に先生が入ってきた慌ててセーブせずに消したステージを、家に帰って最初からやり直すようになっ！」

　庶民的な叫び声と共に、常とこ闇やみの王おうが姿を見せる。

　野性に満ちた凶暴そうな顔立ち。口の端からはみ出た鋭するどい牙きば、わずかに尖とがった耳、鬣たてがみのように逆立った髪、鷹たかのように鋭い眼光。身体を覆おおうのは巨大な昆虫の殻を繫つなぎ合あせたような艶かしい光沢の鎧よろいと漆黒のマント、そして、腰を右端から左端まで前をぐるりと囲むように並んだ五羽の白鳥。

　その姿を見た、瞬しゆん間かん、

　俺おれの中で全すべてが、

　覚悟とか恐怖とか緊きん張ちようとか、

　逃げ出したい衝しよう動どうや、それでもここに踏ふみとどまった勇気、

　そういった全てが────萎なえるのを感じた。

　脱力。へなへなと、その場にへたり込む。

　現れたのは……以前に記録したはずの『エグニルの魔ま人じん』サイードだった。

　遅れて、苛いら立だちが込み上げてくる。お前かよっ！　どさくさに紛れて蘇よみがえってんじゃねぇよっ！

　お前にこの演出は勿もつ体たいねぇ。時間を返せ、怖がったのを返せ、緊きん張ちようしたの返せっ！　ああ、もう色んな意味でふざけんなっ！

　さっきまで感じていた妖よう気きは、どうやら俺おれ自身の恐怖が生み出していたらしい。帰ったら教きよう訓くんを追加しよう。第二百十九訓、雰囲気なんてのは気の持ちようだ。

　ツクモを見ると真ま面じ目めな表情で、むむ、と唸うなっていた。

「……シン、まさか、あの者と再び戦うことになるとはな」

　残念だけどそのモチベーションは、もう俺には維持できそうにない。

　早はや川かわにいたっては、依然として怯おびえまくっていた。両手を口に当て、小刻みに震ふるえている。

「我、再々臨せりっ。我が世界が滅びようとも、我が肉体が滅びようとも、我が野望が滅びることはないっ。待っておれ神よ、すぐに高みから引きずり降ろしてくれよう。ぬるま湯の安寧に浸つかっていられるのも今のうちだっ、我が牙きばは、すでに貴様らの喉のど元もとに迫っておる。のんびり茶を啜すすって煎せん餅べいを齧かじって、ワイドショーでも見ながらあそこは別れると思ってた、などと言っていられるのも今のうちだっ！」

　魔ま人じんは庶民的な叫び声を上げる。その声に、早はや川かわの体がビクンと感電したように震えた。ツクモは真剣な顔で睨にらみ返かえしている。

　クルンがちょこちょこと近づいてきて、ポストイットを見せてきた。「あいかわらず、ないです」、ああ、わかってくれるのはお前だけだよ。

「どれ、その前に、蘇よみがえらせてもらった義理を果たさぬとな。我が滅ぼすべき者たちというのは、どこにおるのだ──ぬぁっ！」

　やっと、俺たちに気づいたらしい。大げさに拳こぶしを作って、顔の前に持ってくる。

「またしても貴様らかっ。会いたかったぞ。あの時に刻まれた心の傷が、今でも疼うずいて仕方ない。バーゲンで買った服が別の店ではさらに三割引きで売っていたことを知った夜のように、思い出すたびに胸が締しめ付つけられるような悔かい恨こんに苛さいなまれていたのだっ」

　心の傷とか、意外と繊せん細さいな言葉を使ってくる。庶民的な言葉にちょっと共感しそうになるのが悔しい。

「貴様とはもう決着がついている。同じ物語は二つも不要だ、何も言わず鳥居の中に帰れ」

　ツクモが毅き然ぜんとした声で告げた。これで、わかった、と言って帰られてもどうしていいかわからないけどな。当然そんな言葉に従うはずもなく、白はく鳥ちよう魔ま人じんは偉そうに両手を広げる。

「確かに、以前は後れをとった。だが、それは我の力が顕けん現げんし切っていなかったからに過ぎぬ。今宵こよいは、あの時とは違うぞ。新たなる力を見せてやろうではないか。我がスワンの力をなっ」

　叫ぶと同時、前へならえの先頭の人みたいに、魔人は両手を腰に当てる。

　腰の中央、魔人の体の真ん中に屹きつ立りつしていたスワンが揺れ始めた。それも、ただの揺れじゃない。メトロノームのように一定のリズムで、首を前後に振っている。なんていうか……不気味だ。そして、変態だ。

　くぱっ、と口を開いた。

　次の瞬しゆん間かん、口の奥が光った。

　魔ま人じんの叫びが谺こだまする。

「見ろっ、レーザーだっ！」

　スワンの口から、青白い光線が放たれた。レーザーは俺おれのすぐ横を掠かすめるように通り過ぎ、背後で爆ばく発はつした。振り向くと、グランドに隕いん石せきが落ちたようなクレーターができている。

　な、な、なんだ、それっ。

　すげぇ……すげぇ威力だけど、なんだろう、素直に賞賛できねぇっ。

　真横から、落ち着き払った声がする。

「シン、見かけで敵を侮あなどるな。恐るべき威力だぞ、気を張り詰めろ」

「わかってるけどっ、無理だっ」

　確かにすげぇよ。すげぇ威力だよ。でも、これだけは言わせてくれ。変態度が増してるじゃねぇかっ！

　ちらりと早はや川かわを見る。完全に戦意を喪失していた。いつもの落ち着き払った態度はどこかに消えて、もうヤバいくらいにガクガクと膝ひざを震ふるわせていた。目には、涙すら浮かんでいる。

　ここからは、早川の助力は期待できそうにない。俺とツクモで、あいつをもう一度記録するしかない。覚悟を新たにして、魔人に向き直る。

　哄こう笑しようが響ひびき渡わたった。

「どうだ、我がスワンの新たなる力の前に声も出ぬだろう。まだ終わりではないぞっ、グレープフルーツだと思って切ったら、実はレッドグレープフルーツだった時のように驚おどろくがよい。ゆくぞっ、次は五羽同時起動だっ！」

　また庶民的なことを言ってくる。ああ、くそ、リアルに同じ経験があるのが悔しい。

　と、五羽のスワンが一斉に首を前後に振り始める。それは、悪夢のような光景だった。一羽でもあんなに強力なのに、五羽、全部が今のを撃うてるのかっ。悪夢だ、そして変態だっ。

　次の、瞬間だった。

　俺たちの目の前に、今まで震えていた早川が駆け出した。

　まるで盾になるかのように、俺と魔人の間に体を滑り込ませる。

　早川ぁっ、思わず声を上げる。それと同時、別の名前を呼ぶ声が響き渡った。

「サイード様っ！」

　耳から飛び込んだ名前が、不協和音を上げる。

　さ、さま？

　そういや早川も『エグニル』だったな。魔人の方は、王族だとか言ってたっけ。

　見ると魔人も顔を上げて、呆ぼう然ぜんと目の前の少女を見つめていた。

　早川が一直線にサイードへ駆け寄っていく。その目からは、ぽろぽろと真珠のような涙が零こぼれ落ちていた。

　あれ……早はや川かわ、さん？

　いつもの、いや、いつも以上に近い距きよ離り感かんで魔ま人じんに近づく。

「サイード様っ、ずっと、ずっと、お会いしとうございましたっ！」

　おーい、早川さーん。なにこれ？

　魔人の顔も、驚きよう愕がくに歪ゆがんでいる。

「……マーガレット……プリンセス、マーガレットではないかっ！」

　ま、まーがれっと？　ぷりんせす・まーがれっと？

　なんだ、そのふわっとした名前っ。本名、マーガレットかよっ。

「なぜ、ここに。いや、そんなことよりも……逢あいたかったぞ、愛いとしの我が姫マーガレットっ！」

　凶暴そうな顔を崩して嬉うれしそうに笑う。両手を広げる魔人、駆け寄る早川、抱き合う二人ふたり。腰に巻いた白鳥のせいで抱き合い方がちょっとだけ歪いびつになってるけど。さっきまでの緊きん迫ぱくした空気はどこへやら、グランドは薄うす紅くれない色いろに淀よどんでいた。

　これってつまり……早川が言ってた好きな人って、もう一度会いたい人って、アレかよっ！

　早川はぴったりと甲かつ冑ちゆうに覆おおわれた胸にくっつきながら、蕩とろけそうな声で言葉を紡つむぐ。

「貴方あなた様と再び巡り会うことを夢見て幾いく星せい霜そう。どれほどの夜をため息と孤独を……そして追つい憶おくを友として過ごしてきたことか。すべては、この瞬しゆん間かん、この巡り合わせのためだったのですね」

「マーガレットっ、なぜ、そなたがこの世界にいるのだっ。いや、もはや聞くまい。再び巡り合えたことこそが天啓の導きなのだ。共に、この世界を統一し、神からその座を奪おうではないかっ」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。そして、早川がぱっと体を離はなした。両手を広げ、真剣な声で叫ぶ。
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「まだそのようなことを仰おつしやるのですか。ここは、素晴らしき場所です。この世界で争いは似合いませんわ。今こそ、剣を捨てる勇気をお持ちください。私わたくしと共に、この地に生きましょう」

「なにを言っているのだ、我が姫マーガレット。神を滅ぼすことこそが我が一族の悲願っ」

「私たちは、こうして巡り合えたではありませんか。それ以上に何を望むというのです。もし貴方様がそれでも野望を貫くというのなら、この場で私を撃うってくださいっ」

　あー、なんか始まった。

　クルンがちょこちょこと近づいてきてポストイットを見せてくる。「ドラマみたいです」うん、まぁ台詞せりふだけならそうかもしれないけど……銃や剣ならともかく、撃ってくださいって指差してるのがスワンだからな。

「さぁ、早く撃ってください。戦いがしたいなら、私などただの邪じや魔ま者ものでしょう。神に挑むならそれくらいの覚悟を見せてください。さぁ、そのスワンで私を撃って！」

　指さされたスワンたちは、我関せずと無表情のまま、キコキコと前後運動を繰くり返かえしている。

「そ、そのようなことを言うのは止やめてくれっ。我に、そなたが撃てるわけがないではないか」

　魔ま人じんはそう言って、体ごとスワンを早はや川かわから逸そらせようとする。だけど、早川は止まらなかった。素早く駆け寄って、魔人の中央からそそり立つスワンを両側から摑つかむ。まるで銃口を自分に向けるように、自分の胸に嘴くちばしを向けた。

　あー。なんだろうね、この画え。すっげぇ真剣なのに、そう見えないのはなんだろうね。

「わ、我はただ、そなたに神の座からの景色けしきを見せてやろうと──」

「そんなもの、見たくありませんっ。私わたくしが見ていたいのは……ただ、貴方あなた様の横顔だけです」

　サイードの顔が驚きよう愕がくに見開かれる。それから、目を瞑つぶり、静かに笑い始めた。ええと、もうどうでもいいからさっさと終わってくれ。

「ふ……ふはは、なるほど、天啓とはこれであったか。神に挑むのではなく、守れとそういうのだな。野望ではなく愛に生きろと。それが定めというのなら、受け入れるしかあるまい」

「サイード様っ、では……戦いは諦あきらめていただけるのですね。これからは、この世界で、ずっと一緒にいられるのですね」

「ああ、もちろんだ。我が姫マーガレット。そなたを置いてどこにもいかぬ。たとえ鍋なべが吹きこぼれて中の料理が焦げそうになっていようとも、加えてガスが漏れていようとも、そなたの許もとを離はなれたりはせぬ」

　いや、それは止めにいけよ。譬たとえが庶民的なうえにズレてるよ。っていうか、色んなもんほったらかして何をやってんだお前らはっ。

「あの……えーと、常とこ闇やみの王おう？　その者たちを、滅ぼしてはくれぬのか？」

　最初に、まともな言葉を掛けることができたのは恋こい狐ぎつねだった。

「今までのやり取りを聞いていなかったのか。我を呼び出した召しよう喚かん師しよ。我は今、愛に生きるといった。力が欲しければ、自らの力で摑つかみ取るがよかろう……さぁ、ゆこうか、我が姫マーガレット」

「ええ、ダーリン」

「よせ、ダーリンなど照れるではないかっ」

「ふふ、照れたお顔も素敵です」

「そんなこと言う子にはこうだっ。ははっ、どうだ、お姫さま抱っこだぞ」

「ああ、高い。高いですわ。素敵っ」

　バカだ。恋愛バカだ。

　恋愛バカ二人ふたりは、そのままお姫様だっこをしたまま俺おれたちの前を横切って、グランドの端っこまで歩いていった。野球部のベンチに並んで座り、なにやらイチャイチャやりはじめる。

　グランドに、静寂が降りてきた。

　耳を澄すませば、まぁ、バカ二人の会話が聞こえてくるわけですが。

「サイード様、あれは白鳥座と言うそうですよ。この世界では、スワンは空にいるんです」

「なんと美しい世界だ。我ら二人にぴったりではないか」

　いや、普通に湖にもいるけどな。

「いつか、あの空にいるスワンも捕まえて、我が腰に付けてみたいものだ」

「サイード様なら、必ず叶かないますわっ」

　へぇ、やれるもんならやってみろ。

「……ジークスワンっ」

「ジークスワンっ、ジークスワンっ」

　だから、なんなんだよそれ。いきなり叫ぶな。

　さーて、この空気、どうしてくれようか。

　ツクモは無表情のまま、地面に落ちていた本を拾うと、ぱんぱんと砂を払う。

　そして、何気なく、終わりの言葉を口にした。

「世界の変化を確認。これより対象の記録保存を行う……レコード開始」

「えっ、なんじゃと、そんなのありかっ」

　恋狐が不満をあげる。いや、こうなったら、もうどうでもいいだろ。なんかもう完全に持っていかれたよ。

　恋狐の体からでていた霧きりが、グランドに生えてきた黒鳥居が、一斉に光の粒に化ける。辺りは瞬またたく間に光の洪水になった。それは無数の妖よう精せいたちが光の鱗りん粉ぷんを撒まきながら飛び交っているようだった。光は、ツクモが掲げた本の中に奔流となって注ぎ込まれていく。

　ツクモの仕事を手伝てつだうようになってから、何度もこの光景は見てきた。だけど、見飽きることは全くない。煌きらめく光こう輝きに包まれたツクモの姿はとても綺き麗れいで、何度見ても、心臓がすごい物に触れてしまったように高鳴っていく。

「……恋こい、狐ぎつねさま。ごめん……なさい」

　囁ささやくような声が聞こえた。いつの間にか、宮みや野のが目を覚ましていた。恋狐は宮野の方を振り向くと、ついに観念したようで、どこか投げやりに笑った。

「わらわの助力を拒んだのじゃ。その想おもい、自らで言ったように成し遂げぬと承知せぬぞ」

「はい、必ず」

　宮野が答える。うん、美しい光景だけど、素直に感動できないのはなぜだろう。

　恋狐は大きく頷うなずくと、完全に光の粒になり、本の中に吸い込まれていった。

　パタン、ツクモが本を閉じる。

「データ保管、完了だ」

　この町の伝説、恋狐は本物の物語となった。

「終わったな、俺おれたちの勝ちだ」

　そう呟つぶやいて、ツクモに歩み寄る。記録は丸々一冊分になっていた。もっとも、早はや川かわにとっては『観かん測そく者しや』になるための目的をもう達してしまったんだから、勝負なんてどうでもいいんだろうけど。

「うむ、私わたしが本気を出せば、ざっとこんなものだ」

　一人ひとりで全部を解決したように、偉そうに言ってくる。あぁ、やっぱ可愛かわいくねぇ。

「終わりにするのは、まだ早いわよっ！」

　声が響ひびき渡わたる。その瞬しゆん間かん、俺おれの中のトラウマセンサーがぴぴぴと反応する。

　聞き間違えようの無い声、『天てん使し代だい行こう』フジエルだった。今度はどこから登場する気だ、と思って頭上を見渡していたら、意外にも正面から走ってくる。もちろん、ゴスロリの仕事着を身に纏まとっていた。

「桐きり島しまっ、恋こい狐ぎつねはどこっ！」

　びしっと王冠ステッキを突きつけてくる。最初っからヒートアップしていた。そんな恥ずかしいもん向けるな。

　と、そこで気づく。

　獣けもの耳みみが追加されていた。藤ふじ崎さきの頭に、猫ねこ耳みみカチューシャがのっかっている。

「お前……なんだよそれ、追加設定は駄目だろ」

「ち、違うわよっ。なんか生えてきたの。変な言いがかりつけるんじゃないわよっ」

　ああ、そうかい。どうでもいいや。

　クルンがなにか言いたそうに俺を見上げてくる。うん、わかってるから言わなくていいぞ。手に貼はったポストイットを見せてくる。「あれ、ないです」うん、わかってるから。言わなきゃすまなかったんだろう。

「む、図書委員か。恋こい狐ぎつねならこの通り、無事に記録したぞ。読みたかったら店に借りにこい」

　ツクモが気づいて、手に持ったパンドラ本を藤ふじ崎さきに見せる。

「な……なんてこと。せっかく獣けもの耳みみ対決が実現するところだったのに」

　そんなくだらねぇこと考えてたのか。お前、マジでイタいな。

「ところで図書委員、頭についているものは本当に生えてきたのか？」

「うっさい。もういいわよっ」

　藤崎は猫ねこ耳みみを外して地面に叩たたきつける。

「ちょっと、早いわよ、フジエルー」

　後ろから声がする。やって来たのはフジエルだけじゃなかった。少し後から、神様がなぜかママチャリに乗ってやってくる。この『観かん測そく点てん』の管理者、もうすぐ八福神のラクアだった。

　純白の服に身を包んだ女神は、キコキコとやたら遅いスピードでママチャリを漕こぎながら近づいてくる。どこで拾ったんだ、そのボロいママチャリ。

「あらら、もう事件は解決しちゃったのね。よかった半分、ちょっと残念なの半分」

　キキー、っとサビたブレーキ音を立てて止まる。その音に搔かき消けされて、台詞せりふの後ろ半分はよく聞こえなかった。なんか古くさいカビの生えた言い回しだった気がする。

「その自転車、なんですか？」

「あ、これね、これに乗ってるとね、普通に歩くよりカロリーを二倍消費するらしいの。この前、通りすがりの小学生が売ってくれたのよー。三百円もして、とても高かったけど、ダイエットのためだもの仕方ないわよね」

　へぇ、きっとそれ騙だまされてますよ。だぶんどっかに捨ててあったやつだと思いますよ。

「それより、あの転校生は一緒じゃないの？　あの子もパンドラなんでしょ」

　ふと思い出して辺りを見回すと、さっきまでグランドの隅にいた早はや川かわと魔ま人じんはどこかへ消えていた。逃げ足の速い奴やつらだ、そんなんでよく神に挑むとか言ってたな。

「ラクア、一つ頼たのみがあるのだが」

　ツクモの冷たい声が聞こえる。俺おれは視線を近くに戻した。そういえば、ツクモが頼みごとをするなんて珍しいことだった。

「早川たちのことを、記録せずに残しておいてやりたいのだが」

　え？　思わずツクモの顔を見る。

　それは、俺も思っていたことだった。変態魔人の方はどうでもいいけど、まぁ、あんな状態だったら一人ひとりだけ記録するわけもいかない。

「なんだ……シン、不満か？」

「い、いや、お前がそんな事言うなんて、思ってなかったから」

「言ったはずだ。あの女のことは、認めているとな」

　ラクアはなぜか改めてママチャリに座りなおし、ハンドルに頰ほお杖づえをつきながら言う。

「話はフジエルから聞いたわよ。『エグニル』の世界の『観かん測そく者しや』が顕けん現げんしていたんでしょ。その子をこの『観かん測そく点てん』に住まわせてくれ、そういうこと？」

「そんなの駄目に決まってますっ。世界に受け入れられるようなパンドラじゃないでしょう」

　藤ふじ崎さきが、真ま面じ目めな口調でラクアに告げる。お前、一応、クラスメイトだからな。

　うーん、とラクアは人差し指を立てて、それを顎あごに当てるようにして、どこか古いドラマのような仕草で悩んでますっていうのをアピールする。

「俺おれからも、頼たのみます。あの子は、すっごいいい子なんですよ」

　あんたまでそんなこと言うのっ、と藤崎は俺を睨にらみつける。

　ラクアは十秒ほど、うーん、と悩んだ後で、あっさりと言った。多分、答えは二秒くらいで決まってたんだろう。

「ま、いいんじゃない」

「な、なに言ってるんですかっ。神に反逆しようとした世界の生き残りですよ」

　藤崎が信じられないというようにラクアに詰め寄る。

「……あの子にね、一度、ワッフル買ってもらったのよ。とっても美お味いしかったのよね」

「あ、ワッフルがどうしたって」

「……困ってる時は、またいつでも言ってくださいね、って言ってくれたのよね……ちょ、ちょっとフジエル、顔が怖いわよ」

「うるさい。で、それがどーしたのよ。次の言葉は、よーく考えて喋しやべりなさいよっ」

「も、もちろん、それはそれだけの話だけど……まぁ、あれよ、イレギュラーを内包した世界の変化を見届けるのも面白いかなって。こういうサンプルもあっていいわよね」

「ふざけんなっ、そんな世界あってたまるかっ」

「よーく考えたのにぃ」

「食べ物で買収されてんじゃねぇよっ、食しよくボケ女め神がみっ」

「ちょっと、神に向かってなんてこと言うのよ。そんな天使いないわよー」

　と、そこでラクアは何かを思い出したように、ポン、と手を打つ。また古い仕草だな。

「あ、フジエル。大変、早くしないと十時からのドラマ見逃しちゃうわ。そろそろ帰りましょうか」

　言うと同時、カロリー二倍自転車を漕こいで、ゆっくりとＵターンを始める。その横を、フジエルがちょっと早足で追いつく。本当に遅いな、あれ。カロリー二倍は本当かもしれない。

「逃げんじゃないわよっ、本当にこのままにするつもりですかっ、私情を差し挟まないでくださいっ」

「あなただって、仕事と恋愛を一緒にしてるじゃない」

「それは今関係ないでしょっ。こっち見ろっ、口笛やめろっ、アレと同じ町に住めっていうの、絶対嫌よっ」

「あ、今のも私情じゃない？」

「うっさいっ。そっちがその気なら、明あ日すから小遣いなしよ。ダイエットにも丁度いいでしょっ」

「えっ、ちょっと、駄目よっ。あなたみたいに胸がしぼんじゃったらどうするのよ」

「誰だれも胸の話してねぇだろっ！」

　ラクアとフジエルは、なにやら叫びながらグランドの方に消えていった。

　まぁ色々と言いたい事はあるけど、仲いいな、あいつら。

　ツクモに向き直る。

「ありがとうな。早はや川かわのこと、頼たのんでくれて」

「お前のために言ったわけではない。同じことを二度言わせるな。私わたしも、あの女のことは気に入っているのだ」

　クルンがポストイットを貼って見せてくる。「強敵とかいてトモです」と少年漫画にありがちなフレーズが書いてあった。お前、こういうの好きだよな。でも……わからないでもなかった。短い間だけど、パンドラの記録を競きそい合あったツクモと早川の間には、なにか普通じゃ得られないような絆きずなが生まれたんだろう。

「あ、あの……ツクモさん、いろいろ、ありがとうございました」

　宮みや野のの声がする。ツクモが、うむ、気にするな、と偉そうに答える。

　それから、宮野は俺おれの方に近づくと、囁ささやくような声で言ってきた。

「今日きようは、私わたしの負けです」

　だから、その勝ちとか負けってなんだよ。

「でも、次は負けません」

　そう言うと、顔を上げて、真まっ直すぐに俺おれを見る。視線を合わせたのは一いつ瞬しゆんだった。純粋で、綺き麗れいな瞳ひとみだった。そのまま、ぱっと校門の方に走っていく。

　今まで、変な奴やつだと思ってた。でも、一瞬だけ、不覚にも思ってしまった。俺だって負けないからな、と。多分、あいつの真っ直ぐな気持ちと言葉に当てられたんだろう。

　グランドに残っているのは、俺とツクモとクルンだけになる。全身にはぐったりとした疲労が残っていた。だっていうのに、

「さぁ、私たちも帰るとするか。満まん月げつ堂どうに」

　ツクモが告げる、何気ない言葉。それは不思議と、回復魔ま法ほうのように俺の体を軽くした。

　クルンがオコジョモードになって、三人でスクーターに乗る。

　荷台の上で、ツクモと体がくっつかないように座る位置をずらす。これが、俺たちのちょうどいい距きよ離り感かんだから。

「シン、腰に手を回してよいぞ」

　向かい風に混じって、ツクモの呟つぶやきが聞こえてくる。

「別に、そんなにスピード出さなくてもいいだろ。もう、追われてるわけでもないんだしさ」

　思わず答える。しばらくは、あのハイスピードの荷台に乗るのは遠えん慮りよしたい。

「急ぐわけではない。ただ、なんとなくだ」

　相変わらず何を考えているのかわからない声がする。でも、言うとおりにした。俺おれも、なんとなくそうしたかったから。少しだけ座る位置を前にずらして、ツクモの腰に手を回す。

　ツクモはそれ以上、何も言ってこなかった。スピードを上げることもなかった。

　俺も何も言わなかった。何も喋しやべらなくても、今夜の俺たちは真ん丸だった。

　ハンドルを握るツクモから柑かん橘きつ系けいの香水の香りが流れてくる。とても落ち着く香り。

　街灯の下を、ゆらゆらと揺られながら、

　今度、原げん付つきの免許を取りに行ってみようか、なんて思う。

　見上げる空には、真ん丸の満まん月げつが浮かんでいた。

　月が満ち欠けするように、人の心だって弱気になることもあれば、些さ細さいなことで苛いら立だつこともある。だから俺は、今の気持ちをずっと忘れないでいようと思った。

　どんなに月が欠けても、満月の形を思い出せるように。

　月が欠けた時に、欠けた部分がどんな形なのかちゃんとわかるように。
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　恋こい狐ぎつねのパンドラを記録してから、数日が過ぎた。

　勝負が終わった次の日、早はや川かわ鈴すず音ねはクラス中を驚おどろかせて学校をやめた。わずか一週間のクラスメイトだったにもかかわらず泣いている女子がいたのは、彼女の善良さが成せる業だろう。ヤンボは当然のように叫び狂い、

「せっかく俺おれのフラグがぁっ。お前、なんかスキャンダラスなことしたんじゃねぇよな！」

　とクラス中に響ひびく声で絡からまれた。フラグなんてどこにあったんだ。やめてくれ。

　あれからテレビのワイドショーでは、恋狐が壊こわした羽はね木き神じん社じやの境内、学校のグランドにできたクレーターが毎日のように映し出されていた。いろいろな憶おく測そくが飛び交っていたけど、幸いなことに目もく撃げき者しやはおらず真相は闇やみの中。天気の専門家が、小型の竜たつ巻まきが発生した可能性がある、なんてことを言っていたのが印象に残った。いいセンいってますよ、あなた。

　学校でもその噂うわさで持ちきり、ケンちゃんは明後日あさつてを見るような顔で、

「きっとフジエルさんが悪の組織と戦ってたんだよ、間違いないね」

　と妄想めいたことを言っていた。ちょっとだけ関かかわってたけどさ。やめてくれ。

　そういえば、ケンちゃんが携帯のストラップに小さな白鳥をつけていた。

「どうしたんだ、それ？」

　尋ねると、新しいもの好きのケンちゃんは嬉うれしそうに教えてくれる。

「あのね、駅の近くに白はく鳥ちよう屋やっていうワゴンの屋台がきてたんだ。クレープ屋さんなんだけど、買ったらおまけでもらったの。可愛かわいいでしょ。クレープもとっても美お味いしかったし、あの店、絶対流は行やると思うよ」

「……へぇ。そうなんだ」

「うん、それに接客してた人がまたすっごくてさ。渋いおじさんなんだけど腰に白鳥をいっぱい付けてるんだ。今度、一緒に行ってみない？」

「あ、ああ」

　あいつら、こっそりいなくなったと思ったら、そんなこと始めてたのかよ。

　横の席から、物もの凄すごい覇は気きが漂ってくる。話を小耳に挟んだ藤ふじ崎さきが、だからあんな奴やつら記録してしまえばよかったのよ、と睨にらんでいた。

　次の日には、ちゃっかりケンちゃんとお揃そろいのストラップが携帯に付いてたりしたけど。







　学校帰り、俺はいつものように満まん月げつ堂どうに立ち寄った。

　店の前では、クルンが電柱に向かって尻尾しつぽをぱたぱたと擦こすりつけていた。あの日以降、クルンは暇さえあれば、この奇行を繰くり返かえしている。俺に気づくと、手にポストイットを貼はって見せてくれる。「おかえりです」俺の家うちじゃないんだけど、おかえり、と言われるのは、なぜか悪い気はしなかった。

　ツクモはいつもと同じように、カウンターで本を読んでいた。近づいて話しかける。

「また、クルンはあれをやってるのか」

「うむ、理由を聞いても教えないのだ。蚤のみでも湧わいているのではないだろうな」

　ツクモは少し心配そうに呟つぶやく。俺おれにはクルンが何をしているのか予想できてたけど、答えずに苦笑いだけを浮かべた。

「そうだ、シン。今晩、時間はあるか？　クルンがパンドラを見つけてきたのだ」

「あ……いけね、姉ねえちゃんに料理作るって言っちまったな」

「ほう、見かけによらず、料理などするのだな」

「けっこう上う手まいぞ、今度食べにくるか？」

「うむ、面白そうだな。ちなみに私わたしは、今週の月曜から金曜の夜なら空いている」

　意外と乗り気らしい。ツクモは机の上にあったスケジュール帳を開く。月から金って全部じゃねぇか。

「ちょうど、開発したての旨うまい料理があるんだ。ビー酢スシチューって言ってな、シチューにちょっと酢を──」

　パタン、とツクモはパンドラの記録でもしたように勢いよくスケジュール帳を閉じる。

「すまない、今週は予定がいっぱいだった」

「あれ、俺の料理は？　スケジュール真っ白だっただろ？」

　名前はアレだけど、けっこう旨いのにな。

「うむ。料理で思い出したが、早はや川かわは今いま頃ごろどうしているだろうな？」

「露ろ骨こつに話を変えるなよ。そこにはまったく接点ないだろ」

　と、背後でガラス戸が開く音がする。

　振り向くと、白鳥がいた。

　いや、もちろん白鳥が一羽でいたわけじゃない。水みず谷たにさんを腰に引き連れた、早川鈴すず音ねが立っていた。

「こんにちは、お二人ふたりとも。この前は色々とご迷惑をおかけしました。まだ、ちゃんとお礼も言ってなかったですね」

　ぺこりと頭を下げると、それに合わせて水谷さんもお辞じ儀ぎする。

「気にするな。私の圧勝だったとはいえ、あれはあれで楽しめた」

　辛勝もいいところだろ、よく言えるな。でも、早川の方は、ツクモの言葉を真まっ直すぐに受け止めたようだった。その通りです、とでもいうように頷うなずく。ああ、やっぱ素直な子だ。

「ちょうど、お前たちは今頃どうしているか、と話をしていたところだ」

「そうなんですか。あの、今日きようは二つご報告があってきたんですよ」

「ふむ。では、良い方の知らせから聞くとしよう」

「えっと、良い方とか悪い方とかないんですけど」

　そうか、と残念そうに呟つぶやく。たまに、こいつが何を考えてるのかよくわからなくなる。

「えっと、一つ目がですね……私わたしが記録したパンドラ本を返そうと思いまして。もう私には必要のないものなので、この店に置いてくれませんか？」

　水みず谷たにさんが、自分が入っているポーチの中からパンドラ本を取り出してカウンターに並べる。ツクモは、了解した、と言って受け取った。

「それから、二つ目ですね。私たち、お店を出したんです。あ、これ、お店のチラシです。よかったら、食べに来てください」

　と、紙を一枚取り出す。ケンちゃんが話していた白はく鳥ちよう屋やのチラシだった。

「ふむ、クレープ屋か。なぜこのような店をはじめたんだ？」

「えっと……クレープって、『エグニル』の世界では主食だったんですよね。なんとかして、この世界にも『エグニル』の文化を伝えられないかって、二人ふたりで相談して決めたんです。この町に住むなら、生活費も稼かせがないとですしね」

　ああ、そうなのか。クレープが主食って、それだけ聞くと楽しそうな世界だな。

　クルンが人数分の紅茶をトレーにのせてやってくる。早はや川かわは、ありがとう、と笑って紅茶を受け取り、水みず谷たにさんが、くぱっ、と鳴く。クルンは水谷さんに驚おどろいたのか、びくっと肩を震ふるわせると駆け戻ってきて、俺おれの後ろに隠れた。

「なぁ、そういえばさ……いくつか、聞きたいことがあったんだけど」

　まだ解決していない疑問があったのを思い出して、尋ねてみる。

「早川は、どうやってこの世界に顕けん現げんしたんだ？」

　この前に聞いた時は、約束だから教えられないと言われた。でも、全すべてが終わった今なら教えてくれるような気がした。

「それは、こことは別の『観かん測そく点てん』で、天使にパンドラを使って呼び出されたんですよ。私から霧きりが出ていないのも、プロテクトを掛けてもらっていたからです」

　それもずっと気になっていたことだった。もし白い霧が見えていたら、出会った瞬しゆん間かんに違和感を覚えていたはずだ。

「住む場所を用意してくれたり、学校に入れるように手配してくれたりしたのも、その人なんです」

「えっと、前に同じことを聞いた時にさ、約束だから話せないって言ってたけど」

「ええ。その天使との約束です。私がこの『観測点』で満みち月つきさんに挑戦することを勧めてくれたのも彼です。そして、勝負が終わるまで彼の話はしない、それが約束でした」

　クルンが俺の傍そばから離はなれ、ちょこちょこと水谷さんに近づいていく。どうやら、さっきので興味を引かれたらしい。そっと頭を撫なでようと手を伸ばし、くぱっ、と鳴かれて俺の方まで駆け戻ってくる。なにがしたいんだろう、とりあえず面白いから放ほうっておく。

「……その天使は、なんで君を呼び出したんだ？」

「さぁ、よくわかりません。何を考えているのかわからない人でしたから。でも、色々とトラブルが起こるのを楽しんでたみたいなところはありましたね。私わたしと満みち月つきさんが戦うのをどこかで見たかったのかも。きっと、羽はね木き神じん社じやの空白ブランクを作ったのも、あの人だと思います」

　それを聞いて、軽い頭痛を覚えた。なんだってそんな面めん倒どうを起こしてくれやがったんだ。

　クルンが再び水みず谷たにさんにチャレンジする。今度はトンボを捕まえるみたいに、そっと横から手を回して頭を撫なでようとして、くぱっ、と鳴きながら嘴くちばしを向けられ、俺おれの方に駆け戻ってきた。白鳥と戯たわむれたがるオコジョ。なんで頭が撫でたいんだろう。

「……その天使の名を、聞かせてくれないか？」

　ツクモが冷たい声で呟つぶやく。早はや川かわは、小さく頷うなずいてから、告げた。

「クローエルさん、です」

　リリエルから聞いた名前と同じだった。ツクモの母と一緒に満まん月げつ堂どうを出たという天使。

「その者は、今どうしている？」

「さあ、わかりません。何ど処こで何をしているのか。私がこの町の生活で必要なものをいろいろと準備してくれた後、ふらっと姿を消してそれっきりです。私も、もう一度お会いしてちゃんとお礼が言いたいとは思っているんですけど」

　クルンが、特攻とばかりに小走りで水谷さんに向かっていく。勢いに任せて頭を触るつもりだ。でも、水谷さんにそんな奇き襲しゆうは通じなかった。くぱぱーっ、と物もの凄すごい勢いで鳴かれ、クルンはびっくりしてその場にひっくり返る。残念ながら、今回はクルンの負けらしい。

「それから、ですね。一つ、クローエルさんから伝言を頼たのまれたんですよ。もし、満月さんに自分の名前を告げることがあったら伝えてくれ、と」

「……あの男は、なんと言っていた」

「カゴメさんは元気です、と。伝言はそれだけです」

　カゴメ、それがツクモのお母かあさんの名前だってのはすぐにわかった。ツクモは長い時間を空けてから、ただ一ひと言こと、そうか、とだけ呟いた。

「それじゃ、私はそろそろいきますね。お店の手伝てつだいもしないといけないので」

　早川は名残なごり惜しそうに告げる。ツクモは顔を上げて頷く。

「あぁ。時間が空いたらいつでも訪ねて来い。本が読みたい時は、いくらでも紹介してやる」

「ありがとうございます。じゃぁ、同志、桐きり島しま新あら太たくん、満みち月つきツクモさん。また会いましょう」

　最後に、本屋で会ったときと同じ別れの挨あい拶さつを口にして、早川鈴すず音ねは店から出て行った。ちゃっかり本好きの同志は三人になっていたけど。

　ガラス戸の向こう、スキップでもしているような足取りで遠ざかる背中。あ、また空き缶拾ってる。色々と惜しいところは見つかったけど、やっぱりいい子だよなぁ、とオヤジみたいなことを思う。

「……なんか一つ事件が片付いたってのに、全然落ちつかねぇよな」

　頭の中で、早はや川かわに聞いた話を思い出す。

　どういうつもりなのかはわからないけど、結局、今回の事件はクローエルっていう天使の画策だったってことだ。そいつとは、またどこかで鉢合わせしそうな気がした。

「母が昔こんなことを言っていた。現実と物語の違いは、起承転結のバランスだとな。現実にはなんの脈絡もない起と結しかなくて、ジャンルや登場人物が目まぐるしく変わるのに、承と転が延々と続く……だから本の中に描かれるような物語に憧あこがれるのだとな」

　確かに、その通りだと思った。

　面めん倒どうごとが片付いたって、次の面倒がすぐにやってくる。誰だれかと出会っても、すぐに別れがあったりする。中学を卒業して高校生になったって、何かが終わって何かが始まるわけじゃない。流されるように、延々と続いていくだけ。

「これ、縁えん日にちで売れ残った本か？」

　そこで、カウンター脇わきに段ボール箱が置いてあるのに気付く。段ボール箱の側面にはクルンの丸文字で「ワゴンセール　一冊百円」と書いてあった。ワゴンじゃないけどな。

「ああ、書庫に仕し舞まっておくよりはよいと思ってな」

　その中から名作ファンタジーを見つけて、一冊を抜き取る。Ｃ・Ｓ・ルイス作『ナルニア国ものがたり』。

「俺おれさ、子供の頃ころ大好きだったのにナルニアの最終巻って読んでないんだよな。小学校の図書室って人気がある本はなかなか借りれないだろ。でも俺は、このシリーズが大好きだった。話の内容もしっかり覚えてる」

　俺の手の中にあるのは、小学校の時、どんなに図書室に通いつめても借りることのできなかった最終巻だった。タイトルは『さいごの戦い』。

　それから、全然違うことを思い出して呟つぶやく。

「昔、姉ねえちゃんと縁日にいった時、こんなことを言われたんだ。お祭りのきっかけなんか考えるなって。きっかけは必要だけど重要じゃない。今、目の前にあることを楽しめって」

　全然違うことだけど、それはきっと繫つながっている。つまり、

「大事なのは起や結じゃないんだ。承をどうやって楽しむかなんじゃないかな」

「そうか……お前の姉も、なかなかよいことを言うな」

　ツクモが珍しく頷うなずいたのを見て、ちょっと悪戯いたずら心ごころが浮かんでくる。最初の話をもう一度振ってみた。

「で、俺のビー酢スシチューを食べる気になったか？　承を楽しむためには何でもやってみることが大事だろ」

「それとこれは別だ。そんな『宇宙ランチ』みたいなものが食べられるわけないだろう」

　え、と思わず顔を上げる。ツクモは一いつ瞬しゆんだけしまった、みたいな顔をしてすぐに無表情を作る。

「あれ、お前、あのシリーズはあんまり好きじゃないって言ってなかったっけ？」

「……うむ。以前にお前が言っていた、頭をからっぽにして読む、という技法に挑戦してみた。シン、お前と会わなければ、これほど面白い作品だとは気づかなかったぞ」

　その言葉は、胸の中で柔らかく弾はじけた。この作品を面白いといってくれたのもそうだけど、俺おれがツクモに影えい響きようを与えることができたっていうのが嬉うれしかった。

　ツクモは本を読む手を止め、顔を上げる。

「シン。恋こい狐ぎつねに私わたしたちが恋人だと噓うそをついた時のことを覚えているか。あの時、お前が口にした言葉も噓だったのか？」

　いきなり、そんなことを聞いてくる。

　言葉につまる。不意打ちもいいとこだった。

「なんのことだ……忘れたよ」

　気がつくと、空とぼけていた。忘れるわけなんかなかった。忘れるどころか、あの時の恋狐とのやり取りはパンドラ本『恋狐と恋人たち』にばっちり記録されていて、それを読んだラクアにずいぶんからかわれたりもした。もちろん、ツクモだってそれを知ってるはずだけど、

「私もだ、すっかり忘れてしまった」

　相変わらず抑揚のない声で言ってくる。まるで……近づきすぎた距きよ離りを微修正するように。

「シン、今回のことで思ったことがある。私はこれまで、お互いを尊重するために大切なのは距離感だと思っていた。だが、違うのだな。距離感は確かに大切だが、人と人とは心で繫つながっているのだ」

　ツクモはまるで、俺の考えていたことを読んだように言ってくる。目に見えたり見えなかったりする距離、それを感じるのはいつだって心なんだ。

「改めて、これからもよろしく頼たのむぞ、シン」

　そっと手を差し出してくる。その顔には、反則なくらい綺き麗れいな笑え顔がおが浮かんでいた。

　少し迷った後、そっと手を出した。触れ合った指先は、びっくりするくらい冷たかった。

　ツクモとの距離が少しだけ近づいたような気がする。

　距離感を上う手まく固定する方法は、名前を付けること。ツクモとの距離には、契約、という名前を付けていた。でも今は、俺おれとツクモの距離には名前はない。ちょうどいい距離がまだわからないから、とりあえず空くう欄らんのままにしてある。

　教きよう訓くんと、後から追加した注釈を心の中で繰くり返しながら、そっと誓う。

　本当にちょうどいい距離を見つけたら改めて名前をつけよう。それがいつなのか、どんな名前なのかはわからないけど──

　第六十訓、いい人間関係を築くコツは、ちょうどいい距離を守ること。

　注　但し、ちょうどいい距離がどれくらいかはたまに見直す必要がある。心と相談して決めること。
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　あとがき




　全く意味のわからない言葉が、はっと胸を捉とらえる瞬しゆん間かんがあります。

　昔から、三つ同じワードを繰くり返かえす言葉がなんとなく好きでした。ダンスダンスダンスとか、スノースノースノーとか。

　最近、そんな中で、まったく新しい言葉に出会いました。

　歩道橋の上ですれ違った少年が叫んでいました。

　ぴこりこぴこりこぴこりこ！

　意味なんかどうでもいいです。なんだか無性にその語感とリズムが気に入って、私もぴこりこと頭の中で繰り返しながら歩道橋の階段を降りました。




　こんにちは、瀬せ那な和かず章あきです。

　皆様のご応援のおかげで、なんとかレンタル・フルムーンの二巻をお届けできる運びとなりました。最初にお世話になった皆様に感謝を述べたいと思います。担当の佐さ藤とう様、小こ原ばら様、イラストレーターのすまき俊しゆん悟ご様、この本ができるにあたって尽力してくださいました全すべての方々。そして手に取って頂いた読者の皆様。毎回のあとがきで同じことを書いておりますが、それでも叫ばずにはいられないのです。ありがとうございました！

　深々。

　今回、ほんの少しだけですがお祭りのシーンを書かせて頂きました。

　幼い頃ころにほんの短い間ですが、長崎にある海沿いの町に住んでいたことがあります。

　その町では年に二回、お祭りが開かれていました。五月の茶市と、八月の盆祭り。

　まだ子供だった私にとって、お祭りはちょっとした非日常でした。それも降って湧わいてくるのではなく、物語や伝統にのっとって、色んな人たちによって支えられ、スケジュールと起承転結を持ってやってくる計画的な非日常です。前日の夜に屋台の骨組みが並んでいるのを見てはワクワクし、花火が終わってライトが消えていくのを見ては哀かなしくなる、あの何とも言えない空気はお祭りならではじゃないでしょうか。

　まだ子供だった私は、人ごみの中で手を引かれながら、おいしそうな屋台やおもちゃに目を奪われてばかりでした。ですが、今になって当時のことを思い出すと、繫つながれていた手が強く胸に残ります。あの頃の私は、愛されていたのだと、守られていたのだと、そう思うのです。

　きっと、私たちの毎日の会話にも、何気ない日常にも、こうやって遠い日の思い出が、遠い日の優やさしさが溶けているのでしょう。お祭りのシーンを書くときに、少しだけあの日の温ぬくもりを思い出しました。物語の中に溶けたそれをほんの少しでも感じていただければ、これ以上の喜びはありません。




　全く意味のわからない言葉が、はっと胸を捉とらえる瞬しゆん間かんがあります。

　まだ学生の頃ころのことです。その日は私の住んでいた地域には珍しく、雪が降っていました。学校帰り、私はちょっとだけトイレにいきたくなりました。帰り道にあった公園の公衆便所に立ち寄ると、真新しい落書きを見つけました。

　会いに行ゆき、愛に雪

　そのあまりに馬ば鹿か馬ば鹿かしいセンスと、うっすら雪が降り積もった公園の景色けしきに、思わず笑ってしまいました。なんとなく胸が温かくなるのを感じながら、いつか、私もこうやって、意味がわからなくて、それでいて誰だれかの胸をはっと捉える言葉を作りたいと、そんなことを思いながら帰りました。

　まだまだ未熟者ですが、これからも皆様の胸をはっと捉えることができるような面白い言葉を、面白い物語を書けるように、せいいっぱい精進していきたいと思います。

　これからもよろしくお願いいたします。


瀬せ那な　和かず章あき
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瀬せ那な和かず章あき

窓を開けて執筆していたら、いつの間にかコーヒーカップの傍にクワガタが遊びにきていました。びっくりしたので記念撮影を一枚。写真のどこにいるかは探してみて下さい。
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すまき俊しゅん悟ご

日々、ニョロリと絵を描くフリーの絵描き。

神社良いですね神社。

久々にちょっと遠出したくなってきました。
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レンタル・フルムーン２




第だい二に訓くん 良よい関かん係けいは良よい距きよ離り感かんから











瀬せ那な和かず章あき
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